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5Ie HVt is a compMex orHan tIat comprises parts of tIe diHestive, immVne, and nervoVs sZstems, amonH otIers� In 
addition, more tIan 1,000 different Linds of Cacteria Mive in HVt� 

5Ie infMVence of tIe microCiota on immVne and nervoVs sZstem fVnction is descriCed Ierein�
5Ie immVne fVnction of tIe HVt is tIe most extensive of anZ part of tIe IVman CodZ� 5Ie HVt microCiota 

contriCVtes to tIe deveMopment and maintenance of tIe overaMM immVne sZstem� HoXever, XIen tIe CacteriaM 
composition of tIe HVt deviates from normaM, adverse effects on tIe overaMM immVne sZstem Iave Ceen oCserved, 
sVcI as increased risL of tIe onset of aMMerHies, infMammatorZ CoXeM disease, as XeMM as otIer conditions�

In addition, tIe HVt microCiota infMVences tIe enteric nervoVs sZstem and contriCVtes to tIe maintenance of 
proper HVt motor fVnction� 

FVrtIermore, tIe microCiota infMVences tIe aVtonomic nervoVs sZstem tIat connects tIe Crain to tIe HVt and is 
said to affect tIe fVnction of CotI tIe aVtonomic nervoVs sZstem and tIe Crain�

̍ɽ͸じΊʹ

௎のಇきは食をいのͪにมえることである。したがっ
て௎をもたない動物はいない。そして௎は、ൃ生のஈ֊
で最ॳにできる׭ثでもある。このような࣮ࣄはわれわ
れが生きてΏくうえでの௎の際立った重要性をࣔすもの
である。

また、௎のಇきのج本は食੒分のফԽٵऩであるが、
これに加えて௎の໔Ӹܥやਆܥܦの関༩の重要性も໌ら
かとなった。

さらに最近、この௎とそこにݖॅډを得ているەࡉ
（௎಺ەࡉ）がޓいにӨڹし合っていることが໌らかと
なった。そして྆者のྑ޷な関܎は݈߁ҡ持にݙߩして
おり、その関܎が่れると݈߁にѱӨڹを༩え、༷ ʑな࣬

පのൃ঱リスクをߴΊると考えられるようになっている 1）。
本ߘではҎ্のように、最近、໌らかになりつつあ

る、௎の機能のなかでも特に໔Ӹܥやਆܥܦに஫目し、
それらに対する௎಺ەࡉのӨڹを中心にड़΂る。

̎ɽ௎ͷػೳ

௎のಇきは食੒分を分ղし、これをٵऩすることにあ
る。ମ಺にऔりࠐまれ分ղされた食੒分はからͩをߏ੒
するࡉ๔となり、そしてࣗら動くたΊのΤωルΪーとなる。

同͡生物でも、২物の৔合、生໋ҡ持のたΊにٵऩす
る੒分は֎քからの無機質である。この生໋シスςϜは
独立ӫཆとݺ͹れている。

4VNNBSZ
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これに対して、われわれ動物は২物、動物なͲを直઀
食としてからͩにऔりೖれている。このシスςϜはै属
ӫཆとݺ͹れている。このシスςϜにおいて、௎はऔり
ೖれた২物や動物の੒分を、一度、最খ୯位に分ղし、
それをٵऩする。すなわͪ、௎は生໋のߏஙの最ॳで最
重要なプロηスを担っているのである。この௎の࡞業を
能཰よく安全に行うたΊ、ଟくのਫ਼޼なしくΈが動員さ
れている。

̏ɽ௎͸ਫ਼޼ͳػೳ複߹ମ

ҎԼにその௎の֓要をड़΂る 1, 2）。
ᶃ  খ௎はฏۉして直ܘ 3 ᶲの管で、その௕さは �ʙ� ̼

である。大௎は直ܘ �ʙ� ᶲ、௕さ 1�� ̼である。
ᶄ  ௎管の಺ଆには௎ឿໟとݺ͹れる、そのಥ୺のؙ

まった円பঢ়のಥߴ）ىさ 1 ᶱ、直ܘ 0�2 ᶱ）がある。
  そして௎管の全表໘ੵはςχスコート一໘分の広さ

にも૬当する。そこで߬ૉにより、たΜͺく質、ࢷ
質、୸水Խ物を分ղ、ٵऩする。௎のこのようなಇ
きを担っているのはফԽٵऩࡉ๔であるが、これҎ
֎にফԽٵऩࡉ๔とྡ઀してϗルϞンやਆܦ఻ୡ物
質なͲを์出するࡉ๔もある。

ᶅ  また௎管นをߏ੒するے೑は重૚ߏ଄をとってお
り、௎のӡ動のݪ動ྗとなっている。そして、その
ؒには௎ਆܦが໢目ঢ়に広がっていて食物をΏっく
りとԼ方に༌ૹする௎管ӡ動（ͥΜ動ӡ動）をコン
トロールしている。これらをߏ੒するਆࡉܦ๔の਺
は੸਷のそれと同͡く 1 ԯݸである。

ᶆ  ௎には、৵ೖしてくるපݪ微生物をഉআするたΊ
の、からͩ最大の໔Ӹܥがある。

ᶇ  またこの௎には 100 ஹݸ、ਪఆ 1ʙ1�� ᶵ、1,000
छにおよͿ܈ەࡉが生ଉし、௎のಇきや、そしてか
らͩ全ମのಇきにも大きなӨڹを༩えている。

Ҏ্のようなしくΈを૯動員して、そして、それͧれ
がྗڠしながら食をいのͪにมえているのである。

̐ɽ௎ͱ௎಺ەࡉͷ૬ޓӨڹ

最近、௎のಇきにଟくのڀݚ者が஫目しは͡Ίてい
る。その୺ॹとなったのは、௎の໔Ӹܥやਆܥܦについ

て৽しいൃݟがあったこと、さらにޙड़するように௎、
ओとして大௎に生ଉする܈ەࡉが、໔Ӹܥやਆܥܦのಇ
きに大きなӨڹを༩えていることが໌らかになったたΊ
である。

特に௎಺ەࡉは௎の໔Ӹܥ、ならびにそれを௨͡て全
਎の໔Ӹܥҡ持に໾立っていること、さらにまた௎のਆ
のҡ持ܥܦを௨して、ਆܥܦや௎にୡしているࣗ཯ਆܦ
に大きな໾ׂを果たしていることが໌らかになった。そ
してもし、௎಺ەࡉ૓のߏ੒が大きくਖ਼常から֎れる
と、それが௎に関܎する࣬පのൃ঱リスクをߴΊるとࢦ
ఠされるようになってきている。

このような時代のைྲྀを൓өして、ւ֎の学ज़ࢽ「サ
イΤンス」は、௎಺ەࡉと௎の機ߏの関܎を、この 10
年の最も஫目す΂きڀݚ分野の一つに͛ڍている

̑ɽ௎಺ەࡉͷಛ௃

௎಺にەࡉが生ଉするのは、なにもώト͹かりでな
い。́ とΜͲす΂ての動物にΈられるものである。現在、
ώトの௎಺にいるەࡉは 100 ஹݸ、重さにして 1�0ʙ1�� 
ᶵ、छྨは 1,000 छྨといわれている。その΄とΜͲは
で大௎に生ଉしているە性ؾݏ 1, 3, 4, �）。ώトの௎಺ەࡉ
はάϥϜཅ性のビϑΟυόクςリ΢Ϝ、ϥクトόνルス
なͲ、そしてάϥϜӄ性のόクςロイデス、クロストリ
ジ΢Ϝ、そして大௎ەなͲである。一ൠにビϑΟυόク
ςリ΢Ϝ、ϥクトόνルスはわれわれにとって༗ӹな存
在といわれている。

௎಺ەࡉは年ྸ、食生活、ストレスなͲのӨڹでม動
する。ม動のۊが大きく、॓ओ、すなわͪわれわれとの
が生͡、感染঱、アレルڹにӨ߁が่れると݈܎生関ڞ
Ϊー、Ԍ঱性௎࣬ױ、ංຬ、動຺ߗԽ、౶೘පなͲのൃ
঱のリスクがߴまるとされている 1）。

̒ɽ௎಺ʹڞ͕ەࡉੜͰ͖Δཧ༝

このようなଟ਺でଟछྨのەࡉがなͥ、௎、特に大௎
にݖॅډを֫得しているのか。その理༝の一つは໔Ӹܥ
との特別な関܎である。すなわͪ、௎には大きな໔Ӹܥ
があり、本དྷ、௎಺のەࡉもഉআされるはͣである。し
かし、௎಺ەࡉは໔Ӹܥをく͙り͵ける能ྗを༗し、こ

௎ͷػೳͱ௎಺ەࡉ
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れを使って௎಺にݖॅډを֫得しているのである。
それҎ֎にも大௎಺のԹ度、pH、そしてࢎૉೱ度（大

௎には΄とΜͲࢎૉがない）なͲへのదԠ性が生存の৚
݅となる。これらにす΂て対Ԡできたものが௎಺にॅډ
。を֫得しているのであるݖ

またݖॅډを֫得するにはこれらҎ֎にも॓ओに対し
てརӹを༩えておく必要がある。ྫえ͹ώトにはফԽٵ
ऩできない੒分も分ղしてӫཆ分としてٵऩされやすく
してやり、さらに॓ओのからͩのಇきをܹࢗしߴΊてや
るなͲのྗڠも必要である。すなわͪݖॅډを得るたΊ
に家௞を෷わなけれ͹ならないのである。このような関
。なのであるܥ生ڞᘳな׬生という。௎はڞを૬ར܎

̓ɽ௎ͷফԽٵऩ・಺෼ൻܥʹ͍ͭͯ

௎の本དྷの機能は食物を分ղٵऩすることである。分
ղするたΊのಓ۩は߬ૉ܈である。食੒分はこれらに
よって分ղされたޙ、ମ಺にٵऩされる。これらの߬ૉ
はओとしてᢄଁから分ൻされる。その์出の༗無はओと
して௎管্ൽܥにہ在しているࡉ๔からのফԽϗルϞン
によってコントロールされている。

すなわͪ、食੒分のೝࣝ ˠ ϗルϞン分ൻ ˠ ߬ૉ分
ൻ ˠ 分ղ・ٵऩのプロηスでফԽٵऩはਐΉ。このよ
うなࣄݟなコンビωーシϣンは、からͩのもつ機能のڀ
。の࢟といえようۃ

このফԽ・ٵऩのプロηスでは௎಺ەࡉはこれらの食
੒分のうͪ、ώトには೉ফԽ性の੒分を分ղしてӫཆ分
として༩える。このようにして༩えられた੒分の中には、
௎管ӡ動を活性Խするಇきをもつものもある。

̔ɽ௎ͷ໔Ӹܥ

௎にからͩのなかでも最大ن໛の໔Ӹܥがあるのは、
௎がわれわれに֐を༩えるපەࡉݪの最も৵ೖしқい৔
ॴの一つͩからである。特にখ௎には独特の໔Ӹ׭ثが
存在している 1, �, �）。

 ྫえ͹௎管্ൽࡉ๔ؒリンύٿ、ύイΤル൘、೪ບ
ݪ๔が存在する。පࡉ༗૚なͲであり、そこには໔Ӹݻ
性ەࡉやපݪ性΢Οルスがখ௎に৵ೖすると、ύイΤル
൘中にある໔Ӹࡉ๔中のݪ߅提ࣔࡉ๔（ओとしてथঢ়ࡉ

๔）と 5 #、用により࡞๔のࡉ ๔はࡉ IHA ࡉମ産生߅
๔となる 1, �, �, �）。

このࡉ๔は௎管೪ບ、ଣӷથ、ྦથなͲの೪ບに༌ૹ
され、そこで IHA を産生し、පݪ性ەࡉや΢Οルスの
ମ಺への৵ೖを๷͙。

̕ɽ௎಺ەࡉͱ໔Ӹܥͷؔ܎

௎಺ەࡉはೕ༮ࣇの௎の໔Ӹܥのܗ੒ൃୡに大きな໾
ׂを果たしている。われわれは௎಺ەࡉのྗڠなしでは
݈全な໔Ӹܥを得ることができない 9, 10）。

また、௎におけるەࡉ૓のߏ੒がਖ਼常ঢ়ଶからはͣれ
ると、ຫ性的なԌ঱ঢ়ଶを༠ىし、໔Ӹܥの࣬ප（ྫえ
͹アレルΪー、Ԍ঱性௎࣬ױ、動຺ߗԽ঱なͲ）のൃ঱
リスクがߴまるとされている 1, 11, 12）。

最近では、௎಺ەࡉと໔Ӹܥとの૬࡞ޓ用には໔Ӹࡉ
๔の 5oMM ༷受༰ମが関༩しており ੒分とこのەࡉ、（13
受༰ମとの結合のਖ਼常ঢ়ଶからのҳ୤が࣬පのൃ঱の૿
大に関܎しているといわれている。

��ɽ௎ಠࣗͷਆܥܦ

௎には独ࣗのਆܥܦが存在する。௎管นには௎管ӡ動
を行うたΊの 2 छྨのے೑૚があり、これをコントロー
ルするたΊの 2 छྨのਆܦ૓がある。これをߏ੒するਆ
๔は੸਷と同͡くࡉܦ 1 ԯݸである。これらのਆܦ૓は
食物がফԽ管に৵ೖすると、その৘報をے೑に఻え௎管
ӡ動を開࢝させる。この࡞業は೴とは独立して行われて
いると考えられている。

��ɽ௎ͱ೴を͙ࣗܨ཯ਆܥܦ

一方、௎独ࣗのਆܥܦҎ֎に௎と೴はࣗ཯ਆܦ（ަ感
ਆܦ、෭ަ感ਆܦ（そのなかでも໎૸ਆܦ））を௨して
しڹいにӨޓ࿏を௨してܦがっている。そして、このܨ
合っていると考えられている。すなわͪ೴から௎への৴
号の఻ୡͩけでなく、௎から೴への৴号఻ୡもするとい
われている。このような૒方޲的な৴号఻ୡを೴௎૬関
という 14）。ɹྫえ͹強いストレスが௎のಇきの低Լの要

௎ͷػೳͱ௎಺ەࡉ
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Ҽとなったり、また௎のಇきの低Լは೴のಇきにѱいӨ
を༩えるといわれているڹ 1�）。

��ɽ௎಺ەࡉͷਆܥܦ΁ͷӨڹ

্ड़した௎独ࣗのਆܥܦのಇきや、そして೴からのࣗ
཯ਆܥܦと௎との૒方޲的な૬ޓ関܎（すなわͪ೴௎૬
関）にも௎಺ەࡉがӨڹを༩えていると考えられている。
すなわͪ、
ᶃɹ ௎಺ەࡉは௎のਆܦがコントロールしている௎管ӡ

動にӨڹを༩えている 1�）

ᶄɹ ௎಺ەࡉはࣗ཯ਆܥܦを௨して೴のಇきにӨڹを༩
えている

なͲが໌らかになりつつある。
そのなかで௎಺ەࡉがࣗ཯ਆܦに࡞用するܦ࿏やその

結果、೴なͲへのӨڹについては、最近報告された૯આ
を参考にされたい 1�, 1�, 19, 20, 21, 22）。

௎಺ەࡉが೴ਆܥܦに対するӨڹを༩えているܦ࿏
は、ҎԼのように考えられている 1�, 1�, 19, 20, 21, 22）。
i）໎૸ਆܦなͲの෭ަ感ਆܦを௨してӨڹを༩える
ii） ໔Ӹܥと૬࡞ޓ用の結果、์出されたサイトΧイン

なͲでਆܥܦにӨڹを༩える
また、௎಺ەࡉがこれらのܦ࿏によってਆܥܦに࡞用

する物質として、௎಺ەࡉより೴ਆܥܦにӨڹを༩える
可能性のあるީิとして、ྫえ͹、௎಺ەࡉの代ँ生産
物として୹ࢷ࠯๱ࢎ、Ѝôアϛϊཙࢎ（(A#A）なͲが
られている͛ڍ 1�, 22）。

さらに௎಺ەࡉが௎管にある໔Ӹࡉ๔をܹࢗし、その
結果、サイトΧインྨが分ൻされるが、その࡞用機ংも
݂管、リンύ管をհしてਆࡉܦ๔に࡞用するܦ࿏が考え
られている。

現在このような、௎಺ەࡉと೴ਆܥܦのපؾとの関࿈
についてのྟচڀݚもٸ଎にల開されている。その੒果
をظ଴したい。

��ɽϓϩόΠΦςΟΫε

プロόイΦςΟクスとは、ܦ口的౤༩した時に、からͩ
にྑいӨڹを༩える༗ӹなەのことといわれている 23）。
௎಺ەࡉのもつ༗ӹな࡞用と重Ͷ合わせてプロόイΦ

ςΟクスの༗ӹ࡞用が関࿈ͮけられることがଟい。
現在、プロόイΦςΟクスの݈ޮ߁果については、ώ

トでのྟচݧࢼ、動物を用いてのݧࢼが行われている。
そこで用いられたଟくのプロόイΦςΟクスגەのޮ果
についてڀݚ੒果が集ੵしつつある 23）。プロόイΦςΟ
クスの、よりޮ果的なར用のたΊに、さらなるڀݚのਐ
లをظ଴したい。

��ɽ͓ΘΓʹ

௎は食物をମ಺にऔりೖれるたΊの׭ثである。その
ಇきの目的は୯७であるが、その目的を਱行するたΊの
メΧχζϜはۃΊてਫ਼޼である。からͩにඋえたす΂て
のしくΈを動員して、その使໋を果たしているかのよう
である。最近ではこの௎のಇきに大きなӨڹを༩える存
在として、௎಺にڞ生するەࡉがクローζアップされて
いる。

௎಺に生ଉするەࡉはώトと૬རڞ生しており、その
૬ޓརӹの部分がٸ଎に໌らかになり、໔Ӹܥはもとよ
りਆܥܦにもӨڹを༩えると考えられている。

本ߘでは、その֓要をड़΂させていたͩいた。ච者と
しては、このような৽しい「生ମと௎಺ؒەࡉのڞ生的
૬࡞ޓ用」のղ໌がわれわれの݈߁な生活に໾立ってく
れることをئってやまない。
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̍ɽ͸じΊʹ

2011 年 3 ݄ 11 ೔にൃ生した東೔本大਒ࡂは、޻業Խ
がਐΈ、インϑϥが੔උされ、ྲྀ௨機ߏもൃୡし、ྸߴ
ԽのਐΜͩ開ൃ国でൃ生した大きなࣗ然֐ࡂであった。
したがって、ආ೉ॴのӡӦや、ٹ援食のڅڙ、Ծ設ॅ୐
のݐ設やコϛュχςΟのݐ࠶なͲについては、ࡕਆ୶࿏
大਒ࡂなͲのݧܦを参考にしながらも、৽しい方ࡦを開
ൃしながらਐま͟るを得なかった。

いっΆうで、ੴר専म大学はࢪ設ඃ֐が΄とΜͲ無
かったので、਒ࡂ当೔からඃࡂ者をऩ༰し、さま͟まな
఺となった。また、஍Ҭ社会の一員としてڌ援活動のٹ
਒ޙࡂの༷ʑな活動にੵۃ的に関༩することとなり、こ
れからも௕ظにわたる活動が༧૝される。東೔本大਒ࡂ
という大֐ࡂの最લઢに位置して、学生・ڭ৬員の 1/3
Ҏ্がඃࡂ者である大学がͲのように活動してきたか
は、大֐ࡂからの෮چ෮ڵにおけるߴ等ڭҭ機関の໾ׂ
や大学のޙࠓのあり方を考える্での参考になると考え
る。大学はڀݚやௐࠪを行うଆにまわることがଟいが、
たͪはௐࠪされるଆにもまわることをࢲ 2011 年の 3 ݄
຤にܾ意した。そのようなࢥいを;まえて、東೔本大਒
。専म大学の活動を঺հしたいרにかかわるੴࡂ

なお、本学がൃ行した 3 専म大学רの報告ॻ（「ੴ࡭
਒ࡂ෮ڵ報告ॻ」第 1 号（2012）、第 2 号（2013）、第 3 号

（2014）、Ittp�//XXX�sensIV�V�ac�Kp/isIinomaLi/isociaM/
fVLLoV/sIinsai@report�ItmM）および本学と೔本家੓学会
のڞ同ࣄ業の಺༰をまとΊたॻ੶（「東೔本大਒ࡂɹϘ

ϥンςΟアによる支援とԾ設ॅ୐ɹ家੓学がݟकるੴר
の 2 年൒」ݐቴ社）も͝参রいたͩきたい。

̎ɽ஍Ҭͱͷ࿈ܞͷྺ࢙

ੴר専म大学は現在のੴࢢר、ঁ઒ொ、東দౡࢢの༠
கをうけて、学ߍ๏ਓ専म大学がฏ੒ݩ年にੴࢢרに開
学した。理޻学部、ܦӦ学部の2学部でスタートしたが、
म࢜՝ఔおよびത࢜ظޙ՝ఔも設置され、ฏ੒ 2� 年に
はਓؒ学部と理޻学部食ڥ؀学科および生物科学科を৽
設した。

本学のݐ学のਫ਼ਆは「社会に対する報Ըไ࢓」といい、
学ߍ๏ਓ専म大学ڞ௨の 21 ビジϣンである「社会لੈ
知性の開ൃ」を͛ܝて活動している。

開学に当たっては、஍ݩの࣏ࣗମなͲによるੴר஍Ҭ
業団がԋश林をؚΉࣄҭڭ等ߴ 42 万ฏ方メートルのෑ
஍を大学に提ڙしてくͩさった。同ࣄ業団からはݍҬか
ら本学にਐ学した学生への঑学金のି༩や、ڀݚ費の助
੒もしていたͩいている。さらに、ฏ੒ 19 年度からは
ੴࢢרからのิ助金もいたͩいている。本学のڭ৬員は
このことをいつも಄に置いている。

ੴࢢר、ঁ઒ொ、東দౡࢢ、ొ米ࢢとはฏ੒ 19 年に
แׅ࿈ڠܞఆを結Μͩ。これにもとͮいて、஍ݩの࣏ࣗ
ମには学ࣝݧܦ者としてのҕ員をଟ਺೿ݣするなͲ、本
学と஍ݩの࣏ࣗମとはإのݟえるおつき合いをしてき
た。さらに、ُߛࢁੴࢢר௕が本学のڭݩतで、大学の

ඃޙࡂͷੴרઐमେֶͷ׆ಈ
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。いであった޾৘をよく͝存知であったこともࣄ
一方で、本学をආ೉ॴにࢦఆしてཉしいという要๬を

ੴࢢרにかͶてから出していたが、現在も本学はආ೉ॴ
にࢦఆされていない。したがって、ໟ෍や食ྉなͲのެ
的な物資のඋ஝はなく、東೔本大਒ࡂ直ޙの਺೔は不ࣗ
༝があった。

たͩし、ੴࢢרと大学とのؒでϘϥンςΟアηンター
を大学に設置することをओ؟とした๷ڠࡂఆを 2011 年
3 ݄ 30 ೔にక結する༧ఆになっていた。۩ମ的な಺༰
も٧Ίがऴわっており、3 ݄ 14 ೔のੴࢢרからのϘϥ
ンςΟアηンター設置依頼は「૝ఆ಺」であった。

̏ɽੴݍרҬ͓Αͼੴרઐमେֶͷඃࡂͷ֓گ

3 ݄ 11 ೔の 14 時 4� 分͝ろൃ生した東๺஍方ଠฏ༸
ԭ஍਒と、それによる௡೾によって๺ւಓから関東のଠ
ฏ༸؛は大きなඃ֐を受けた。ੴࢢרでも最大਒度 � 弱
の஍਒に続いて 1� 時 2� 分には ��� m Ҏ্の௡೾がԡし
๺্઒ྲྀҬの広いൣғがਁ水しچ・付近や৽؛せ、ւد
た。また、ঁ઒ொは 14 m を௒える௡೾にऻわれた。

この結果、ੴݍרҬとݺ͹れるੴࢢר、東দౡࢢ、ঁ
઒ொでは東೔本大਒ࡂの٘ਜ਼者の໿ 1/3 となる �,000 ໊
を্ճるࢮ者・行方不໌者がでた（表 1）。ॅ家ඃ֐は
ੴͩࢢרけでも �3,000 Ҭ全ମでݍרҎ্、ੴށ �0,000

ද �ɹ౦日本େ਒ࡂʹΑΔੴݍרҬ ࢢ� �ொͷํߦ・ऀࢮෆ໌ऀ਺
5BCMF�� ɹ�/VNCFS�PG�WJDUJNT�（EJFE�QMVT�NJTTFE）JO� *TIJOPNBLJ
�0OBHBXB�

BOE�)JHBTIJNBUTVTIJNB�CZ�UIF�EJTBTUFS�PO�.BSDI��
�����

石巻市 東松島市 女川町

死者・行方不明者合計

人口（23年２月）

表１ɹ౦日本大਒ࡂによるੴ巻ݍҬ21ࢢொのࢮ者・行ํ不໌者਺

��9��（2�4%） 1�1�1（2��%） 9�4（9��%）

162�822 4��142 1���16

ਤ �ɹ�౦日本େ਒ࡂʹΑΔੴݍרҬ ࢢ� �ொͷॅՈඃ֐（๮ͷ্ͷ਺ࣈ͸ඃށ֐਺ͷ߹ܭ）
'JHVSF�� ɹ�1SFWBMFODF�PG�IPVTF�EBNBHF� JO� *TIJOPNBLJ（MFGU）
�)JHBTIJNBUTVTIJNB（NJEEMF）BOE�

0OBHBXB（SJHIU）CZ�UIF�(SFBU�&BTU�+BQBO�&BSUIRVBLF�PO�.BSDI���
������BOE�UIFSFBGUFS��
� �/VNCFST�BCPWF�CBST� JOEJDBUF� UIF� UPUBM�OVNCFS�PG�EBNBHFE�IPVTFT��#MBDL
� SJHIU�HSFZ�

BOE�EBSL�HSFZ�DPMVNO�BSF�OVNCFST�PG�QBSUMZ�EBNBHFE
�TFWFSFMZ�EBNBHFE�BOE� GVMMZ�
EBNBHFE�IPVTFT
�SFTQFDUJWFMZ�

被
害

住
家

数
（

戸
）

0

30,000

60,000

石巻 東松島 女川

全壊
半壊
一部損壊

53,019

13,49413,494

3,9343,934

図１　東日本大震災による石巻圏域2市1町の住家被害 

（棒の上の数字は被害戸数の合計）
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ࢢרを受けた（ਤ̍）。ੴ֐Ҏ্が一部ଛյҎ্のඃށ
の全ށ਺の �� � がඃࡂしたことになる。

ੴר専म大学のݐ଄物はچ๺্઒のଯੵの্にある
が、ࣷߍやߍ஍のඃ֐はきわΊてܰ微であった。また、
Տ口から໿ � Lm ཭れており、国౔ަ௨省がఅ๷を੔උ
したこともあって、ෑ஍಺へのਁ水は無かった。਒ࡂの
2 年લにできた国ಓ 39� 号ઢੴר๺部όイύスとી೾ਆ
大ڮによってੴר੺ेࣈපӃや国ಓ 4 号ઢに࿈བྷしてお
り、਒ࡂ当೔もઋ୆方໘とのަ௨が可能であった。

たͩし、਒ࡂ当೔はय़ٳقՋ中でଟくの学生がؼ省し
ており、在学生が � ໊、ೖ学༧ఆ者 1 ໊が٘ਜ਼となっ
た。また、学生のอޢ者やଔ業生もଟく๢くなった。

̐ɽൃࡂ௚ޙͷରԠ

਒ࡂ当೔、ࣄ຿৬員はय़ٳΈؒظであった。ࣄ຿৬員
は全員出ۈしており、ڭ員の一部も出ۈしていたが、ࢲ
はࡳຈに出ு中であった。大学Ӄ生や࣮ݧをする学生、
サークル活動の学生も学಺に໿ 100 ໊いた。

在学していた学௕業຿代行順位ච಄のླ໦ۉ理޻学部
௕（当時）をは͡Ί、࡚ࢁ省一学生部௕（当時）、ંか
らੴרにདྷていた学ߍ๏ਓのࠓ野݈ޗ常຿理ࣄ（当時）、
。຿部௕（当時）が中心になって対Ԡしたࣄ本੩ࢁ

஍਒ൃ生直ޙに学生等を学生食ಊに集合させて఺ݺし、
設設උ、とくࢪ、を֬ೝするとともにࣄই者がいないࢮ
に理޻学部のༀ品やΨスの఺ݕを行った。ࣗ家ൃిでՔ
ಇする์ૹ設උが໾に立った。ࢪ設設උについてٸۓを
要する໰୊はなかった。やがて௡೾ܯ報がൃྩされたの
で、本ؗ 3 ֊に学生・ڭ৬員をҠ動させた。このように
してੴר専म大学の਒ࡂ対Ԡが࢝まった。஍਒対ԠのϚ
χュアルはあったが、௡೾に対する४උはしていなかった。

3 ݄ 11 ೔の 1� 時͝ろにࢁ本ࣄ຿部௕とࡳຈのాࡔの
あいͩでి࿩がつながった。ాࡔはϫンηά์ૹでٶ৓
報がൃྩܯとする大஍਒であること、大௡೾ݯԭを਒ݝ
されたことを知っていた。ࢁ本部௕からはਓ的ඃ֐がな
かったこと、ࣷߍのඃ֐はܰ微であることなͲの報告を
受けた。「ආ೉者を受けೖれてよいか」という部௕の֬
ೝには、「ೖってもらってԼさい」とాࡔは౴えた。
2010 年のνリでの஍਒による௡೾ܯ報の際にも、ආ೉
者をऩ༰する४උをࢲたͪはしていた。

ආ೉者の受けೖれに当たって、「೔ࠒからʰ社会に対

する報Ըไ࢓ʱと言っていながらʰؼってくͩさいʱと
ආ೉者に言えますか」と理޻学部௕が言った。ݐ学のਫ਼
ਆがここまで۩ମ的なޮ果を持つとࢲは༧૝していな
かった。

19 時 30 分͝ろにもう一度ి࿩がつながった。近ྡॅ
ຽをؚΊて໿ 1�0 ໊が学಺にいること、උ஝食ྐを഑
෍したことなͲの報告があった。学生のอޢ者の組織か
らد付をいたͩいて、非常食ྉを 3 年ؒඋ஝していた。
また、大ܕデΟーθルൃి機 3 ୆によって、学生とڭ৬
員がආ೉した本ؗと学֎のඃࡂ者をऩ༰した 4 号ؗを఺
౮できたことやܞଳをॆిできたこと、԰্の্水タン
クを管理して当໘のҿྉ水が֬อできていたことも重要
であった。ඃࡂཌ೔からは、ଔ業生がΦϑローυόイク
で食ྉをӡびࠐΜでくれたり、ڭ৬員がࣗ୐や࣮家から
米や௮物なͲを持ͪࠐΜでくれたりした。

はాࡔ 12 ೔の 13 時͝ろઍ代ా۠ਆอொの๏ਓ本部
にೖった。14 時から๏ਓの常ۈ໾員の会議を行った。
ੴר専म大学಺で生ࢮに関わるة機はなさそうなことや
現時఺での直઀的なٹ援は೉しそうなことを֬ೝし、๏
ਓ本部で安൱֬ೝやੴרのೖࢼの対ࡦを行うことや๏ਓ
本部にあったデータをجにੴרのڅ༩を༧ఆ௨り 3 ݄
20 ೔に支څすることなͲをܾఆした。

௽Ԭにආ೉していたڭ員が४උしてくれたंをӡసし
て、ঙ಺ۭߓから໠ਧઇの݄ܗࢁ、ࢁ、ઋ୆をܦ༝して
1� ೔ਂ໷にాࡔは大学にؼ೚した。ࣷߍには໌かりが
ともっており、N55 のి֐ࡂ࿩も設置され、当直をし
ていた৬員の࢜ؾはߴかった。ମ重が減গし口֯にਧき
出物ができるなͲӫཆܽ๡の঱ঢ়もݟえたので、௽Ԭで
。৬員に഑෍したڭ・を学生ࡎೖした૯合ビタϛンߪ

このࠒは学生やڭ৬員が学಺にധまりࠐΜでおり、৬
員はٳ೔なしで໷ؒ当直もしていた。ڭ員も学生のࢦಋ
ͩけでなく、ࢢ中での支援活動を行っていた。食ࣄはࣗ
࣏ମのٹ援食であるখͿりのおΉすびか࡚ࢁ੡ύン᷂の
ઋ୆޻৔がڅڙしてくれた՛ࢠύンがே༦一ͣݸつとΦ
レンジ一つで一೔ �00 ΩロΧロリーఔ度の೔が਺೔続
き、そのޙイϫシの٧؈ΊなͲも加わった 1,000 ΩロΧ
ロリーఔ度の೔がし͹らく続いた。

学生やڭ৬員の安൱֬ೝはࠔ೉をۃΊた。ੴר専म大
学からのి࿩による֬ೝはできなかったので、専म大学
のϗーϜϖージに「無ࣄであったੴר専म大学の学生は
ੴר専म大学東ࣄژ຿ॴに࿈བྷして΄しい」というझࢫ
のࣔܝを 3 ݄ 12 ೔ 19 時 30 分に出した。そのޙ、ઋ୆
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在ॅのڭ員がి࿩による安൱֬ೝを࢝Ί、3 ݄ 19 ೔に
してからは৬員が直઀֬ೝをして、3چఆి࿩が෮ݻ ݄
30 ೔に安൱の֬ೝを最ऴ的にऴわった。

在学生が � ໊、ೖ学༧ఆ者が 1 ໊๢くなった。Ҩ଒の
方にうかがうと、不ࣗ༝な家଒を助けようとして๢く
なった学生がଟかった。

であったが、家଒を全てࣦったਓもࣄ৬員は全員無ڭ
おり、家԰全յの 1� ໊をؚΊて、ڭ৬員の 1/3 に当た
る 4� ໊が一部ଛյҎ্のጶࡂをした。2L%, のアύー
トに 22 ਓのආ೉者をऩ༰したڭ員もいた。在೔ެؗか
らのආ೉ק告にもかかわらͣ、֎国੶のڭ員全員がੴר
に౿ΈとͲまった。

3 ݄ 20 ೔に༧ఆしていた学位هत༩ࣜは中ࢭした。
たͩし、学಺にආ೉していた学生等 1� ໊については、
本ؗ 1 ֊のロビーでͻとりͣつ学位هをत༩した。લظ
のत業開࢝は � ݄ 20 ೔からとした。޾い、त業開࢝લ೔
の � ݄ 19 ೔に JR ੴרઢのখాڇ・ੴؒרが開௨した。

̑ɽඃֶࡂੜ΁ͷରԠ

ฏ੒ 23 年度の在学生と 24 年度のೖ学生のうͪ、࣮
家およびੴרのアύートがඃࡂした学生や、家ܭ支持者

のࢮ๢やࣦ৬なͲでऩೖに支োがあった学生には、東๺
஍方のࢲ学では最もखްい最௕ 2 年ؒの学費減໔を行っ
た。対৅学生はฏ੒ 23 年度には全学生の 33 ˋ、24 年
度には 42 ˋにの΅った。ඃࡂ学生਺がଟかったので、
ट౎ݍҎ੢の大学のような 4 年ؒの学費全ֹ໔আといっ
たા置をとれなかったのが࢒೦であるが、支援をした学
生の΄とΜͲが学業を全うしている。しかし、ඃࡂが学
生の心਎に༩えたӨڹは大きく、対Ԡには現在もྀۤし
ている。

ฏ੒ 23 年 � ݄には਒ࡂでࢮ๢した学生、อޢ者、ଔ
業生の௥ౣࣜを行い、24 年 3 ݄には௥ౣف೦Ϟχュメ
ント「࢛֯いӢɹあしたのΉこうには」（ٱอ݈࢙࡞ࢯ）
を本ؗೖり口લに設置した。

̒ɽ෮ڞڵੜϓϩδΣΫτ

਒ࡂ直3、ޙ ݄ 23 ೔の学部௕会で、「ඃࡂ஍のたΊに、
大学にしかできないことをしよう」と提Ҋし、3 ݄ 30
೔の学部௕会でਖ਼ܾࣜఆした。ڞ創ڀݚηンター௕、大
学開์ηンター௕、学௕の 3 ໊で全て൑断することに
し、必要なことはԿでもできるମ੍にした（ਤ 2）。�
݄には「෮ڞڵ生プロジェクト」という໊લもついた。「ڞ

᚟⯆ඹ生䝥䝻䝆䜵ク䝖䛾イ䝯䞊䝆

▼ᕳᕷ
地ඖ௻ᴗ➼

㎰ᴗ䚸水⏘ᴗ䚸水⏘ຍᕤᴗ䚸
⮬動㌴㛵㐃ᴗ➼

○ 被災地域の防災と復興に関わる事業を行い、これを通じて石巻専修大学の研究と教育の高度化を図る
○ 歴史や文化の背景を担ったコミュニティの復興と、復興を担う人材の育成を目指す
○ 学内に共同研究拠点を設置し、学外研究者・自治体・企業・地域関係者等が参画する共同研究プロジェクトとして実施

基本的考え方

ᐑᇛ┴

㐃ᦠ⮬἞య➼
䠄ዪ川⏫䚸ᮾᯇᓥᕷ䚸Ⓩ⡿ᕷ䠅

被災地の最前線で活動する石巻専修大学が地域復興のセンターとなり、地域とともに復興を目指す

▼ᕳᑓಟ大学
䞉⌮ᕤ学㒊䠋◊✲⛉

䞉⤒Ⴀ学㒊䠋◊✲⛉

䞉ே㛫学㒊

ඹ๰◊✲䝉䞁䝍䞊䠋大学㛤ᨺ䝉䞁䝍䞊
大学䞉学༠఍➼

ᑓಟ大学➼

㐃ᦠ 㐃ᦠ

ਤ �ɹ෮ڞڵੜϓϩδΣΫτͷج本ཧ೦
'JHVSF�� ɹl3FDPWFSZ�1SPKFDU�GPS�)VNBO�$P�&YJTUFODFz�CZ�*TIJOPNBLJ�4FOTIV�6OJWFSTJUZ
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生」ということ͹にはඃࡂ஍のօさΜといっしΐに立ͪ
্がっていこうというੴר専म大学のࢥいがこΊられて
いる。

そのޙ、「ੴר専म大学における෮ڞڵ生プロジェク
トਪਐのたΊのηンター的機能੔උࣄ業」への � 年ؒの
助੒をจ部科学省からいたͩくこともܾఆした。෮ڞڵ
生プロジェクトには、このଞにも学౎ઋ୆コンιーシア
Ϝへの助੒による「෮ڵ大学」のࣄ業および本学ڞ創ݚ
ڵ業がある。ҎԼに෮ࣄηンター等による大学独ࣗのڀ
。生プロジェクトの۩ମ的な಺༰を঺հするڞ

（�）େֶࢪઃͷఏڙ
ආ೉ॴ（最大 1,200 ਓ）（2011 年 3 ݄ 11 ೔ʙ4 ݄ 2� ೔）
4 号ؗ、本ؗ 2 ֊
ੴࢢר社会෱ڠࢱ議会֐ࡂϘϥンςΟアηンター（2011
年 3 ݄ 1� ೔ʙ12 ݄ 30 ೔）� 号ؗ 1 ֊、Ӎఱମҭ৔、
全ఱީܕ཮্ٕڝ৔、第 1・2 学生றं৔
ੴ֐ࡂࢢר෮ڵ支援ڠ議会（2011 年 3 ݄ 1� ೔ʙ2012
年 3 ݄ 31 ೔）� 号ؗ 1 ֊、Ӎఱମҭ৔、全ఱީܕ཮্
৔、第ٕڝ 1・2 学生றं৔
ࣗӴୂ（2011 年 3 ݄ 1� ೔ʙ� ݄ 10 ೔）ଟ目的άϥ΢
ンυ、ߏ಺ಓ࿏
ੴר੺ेޢ؃ࣈ専門学140）ߍ ໊）（2011 年 4 ݄ 11 ೔
ʙฏ੒ 24 年 3 ݄ 31 ೔）2 号ؗ 3 ֊（3 （४උࣨ、ࣨڭ
຿ॴଞ（໿ࣄڵ東部஍方ৼݝ৓ٶ 340 ໊）（2011 年 4 ݄
� ೔ʙ9 ݄ 30 ೔）ମҭؗ、றं৔、ཪۭࢁ஍
N55 非常用Ӵ੕ి࿩ॴ（2011 年 3 ݄ 1� ೔ʙ� ݄ 20 ೔）
本ؗ中ఉલ
ϔリポート（2011 年 3 ݄ 11 ೔ʙ9 ݄ 30 ೔）ଟ目的ά
ϥ΢ンυ
Ҡ動༣ศ2011）ہ 年 4 ݄ 21 ೔ʙ4 ݄ 24 ೔）4 号ؗલ

（�）๷ࡂ΍෮ڵʹؔ࿈すΔߨԋձ΍γϯϙδ΢Ϝ
ੴר専म大学ڭ員ηϛφー「਒ޙࡂの学生支援」（2011
年 � ݄ 12 ೔）
における஍Ҭコϛュڵ෮֐ࡂ」ԋ会ߨに関するڵ෮֐ࡂ
χςΟの໾ׂɿアメリΧのݧܦから」（2011年�݄19೔）
਒ࡂ෮هڵ࿥集ץ行ه೦ϑΥーϥϜ（2012 年 3 ݄ 19 ೔）
ฏ੒ 23 年度 ੴר専म大学ڞ創ڀݚηンターシンポジ΢
Ϝʙڞ生社会をΊ͟してʙ（2012 年 3 ݄ 1� ೔、1� ೔）
஍Ҭ࿈ܞによる๷ࡂ・減ࡂに޲けたऔ組Έ（2012 年 �
݄ 2� ೔）

、設ར用・農水産物์ࣹ能ηϛφー（2012年10݄11೔ࢪ
1� ೔）
φイル・ΤνΦピア学会第 22 ճ学ज़૯会およびެ開シ
ンポジ΢Ϝ「φイル・ΤνΦピア஍Ҭと東๺の෮ڵ」

（2013 年 4 ݄ 20 ೔、21 ೔）
෮ڵϘϥンςΟア学ɹシンポジ΢Ϝ＆ϫークシϣップ

（2013 年 � ݄ 3 ೔）

（�）�จԽ・εϙʔπ׆ಈ
,INA � ,ALANI コンサート（2011 年 4 ݄ 1� ೔）は
͡Ί、コンサート 9 ݅
三༡௾ָژɹམޠ独ԋ会（2011 年 4 ݄ 21 ೔）΄か、ԋ
ܳ 2 ݅
5#C Նࡇり “ឺΈや͗ SmiMe AHain � ”（2011 年 � ݄ 24 、
2� ೔）、 “ឺΈや͗ɹ໌೔へ”（2012 年 � ݄ 21 、22 ೔）
東೔本大਒ࡂ෮ڵ支援ʰよΈうりୂؾݩʱ೔本代表 O#
બखϥάビークリχック（2011 年 � ݄ 19 ೔）́ かスポー
ツイベント 2 ݢ
ԋ会「生Έͩすྗと創るよろこび」（2011ߨ 年 10 ݄ � ೔）
थܠໜాࢤ

「Τクレール・お՛์ࢠ࿘ه」্ ө会（2011年11݄23೔）
「東೔本大਒ࡂ」をਤॻؗ資ྉから知る（2012 年 3 ݄ 1 ೔
ʙ30 ೔）
ੴࢢר門࿬ொ・ೆ඿ொपลの෮ݩ立ମ໛2012）ܕ 年 �
（੒׬݄

（�）ֶձ౳΁ͷྗڠ
஍Ҭ安全学会「東೔本大਒ࡂ๷࡯ࢹࡂௐࠪ」（2011 年 �
݄ 22 ೔）
೔本ܦӦ学会東๺部会「東೔本大਒ࡂ特別プロάϥϜ」

（2011 年 11 ݄ 2� ೔）
関東੓࣏社会学会第�ճڀݚ会「大਒ࡂからの܇ڭと՝୊」

（2011 年 12 ݄ 4 ೔）
೔本ܭը行੓学会「ख़議Χϑェ」（2011 年 12 ݄ � ೔）

（�）ඃࢧऀࡂԉ
ਬき出し支援（๺લそ͹ాߴ԰ 2011 年 3 ݄ 30 ೔）（ࡊ
のՖトϥスト in ԣ඿ொ 2011 年 4 ݄ 2 ೔）
֎部からの支援物資のݍҬখ中ߍߴへの഑෍2011）ྗڠ
年 4 ݄ 12 ೔ʙ現在）
ੴࢢר಺の各Ծ設ॅ୐で不動産、੫金、資金ௐୡ、ࣄ業
୐のम理、二重ローンॅ、ݥ生、ࣦ業໰୊、૬続、อ࠶
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なͲの૬ஊ会（2011 年 12 ݄ 10 ೔、11 ೔）
東೔本大਒ࡂ෮ڵ支援「専म大学からඃࡂ஍のօさΜに
本をಧけようプロジェクト」第 1 ճ「本の無ྉ൦෍会」

（2012 年 3 ݄ 1� ೔、1� ೔）

ԉࢧҭڭ（�）
こͲものֆ本のఉ（ྟ時ֆ本ਤॻؗ）（2011 年 4 ݄ 2 ೔）
ฏ੒ 23 年度Έや͗ݝຽ大学ੴר専म大学開์ࠓ」࠲ߨ、
ਓؒとして生きるとは」（2011 年 � ݄ � ೔ʙ � ݄ 2� ೔）
大学ԋश林でのߍ֎学श（2011 年 � ݄ 10 ೔）ੴࢢר立
万ੴӜখ学ߍ 4 年生 �0 ਓ
άϥ΢ンυでのԂ֎อҭ（ମૢ、Ϛϥιン、૲Ֆ༡び）

（2011 年 � ݄ 30 ೔）ͻ͹り༮ஓԂ年গ組
੨গ年のたΊの科学のࡇయ 2011 ੴר大会（2011 年 �
݄ 11 ೔）
ϚリンόイΦϚスΤωルΪー理」࠲ߨຽのたΊのެ開ࢢ
ղ2011）「࠲ߨ 年 9 ݄ 14 ೔）
ଠཅޫൃిシスςϜಋೖに関するษ強会（2011 年 10 ݄
2� ೔）
ੴࢢר立開๺খ学ߍの์՝ޙ学शでࢣߨϘϥンςΟア

（2011 年 12 ݄ � ೔ʙ9 ೔）
「๷ࡂ学शす͝ろく」（2012 年 � ݄ 2� ೔、29 ೔）੨গ
年のたΊの科学のࡇయ 2012 全国大会出ల
ҵ৓ݝ立྘Ԭߍߴम学ཱྀ行「਒ࡂ学श」（2012 年 11 ݄
22 ೔）
;るさとࢠͲもΧレッジ（2012 年 12 ݄ 22 ೔）ੴࢢר
಺খ学生 24 ໊

（�）৘ใൃ৴
国࿈஍Ҭ開ൃηンター（6NCR%）東๺支援プロジェク
トϫークシϣップ（ฏ੒ 24 年 3 ݄ 1 ೔）
ઋ୆学௕会議「ࢢຽެ開シンポジ΢Ϝ」
Ѫ知ࢲݝ立大学ࣄ຿ہ௕会๚໰ݚम（2012 年 9 ݄ � ೔）

「਒ࡂから学Ϳこと、ࣗ分たͪにできること」（ಸྑঁࢠ
大学、۝州大学）へのௐࠪ2012）ྗڠ 年 9 ݄ 20 ೔）
会׵会との৘報ަڀݚ立大学ΩϟンύスシスςϜࢲ

（2012 年 11 ݄ 1� ೔）
੩Ԭ大学૯合๷ࡂηンター「਒ࡂώアリンάௐࠪ」への
2012）ྗڠ 年 11 ݄ 2� ೔）
クリストϑΝー・΢Οンシップࢯ（米国大使ؗ財຿省代表
財຿׭）、ా中խඒࢯ（米国大使ؗ෭財຿׭）にঢ়گղઆ
ઋ୆ࣣ༦まつり「ੴר෮ڵԠ援プロジェクト」（2013 年

� ݄ � ೔ʙ� ೔）
ଞଟ਺

（�）஍Ҭࢧԉ
まͪͮくり࠙࿩会（2011 年 � ݄ 23 ೔ʙ）
Ծ設ॅ୐࣮ଶௐ （ࠪ2011 年 � ݄ 10 ೔から現在にいたる）
ɿ生活不活ൃපを๷͝う（2011ࣨڭ߁݈ 年 10 ݄ 1� ೔）
ੴࢢרೆڥ஍۠पลϚップ（όージϣン02）（2012 年 12 ݄）
ଞ、೔本家੓学会や NPO とのڞ同企ըଟ਺

ԉࢧۀ࢈（�）
௡೾によるࣗ動ं֐ࡂを౿まえた安全なࣗ動ंならびに
ࣗ動ंར用๏の開 （ൃ水຅時のࣗ動ंのڍ動ௐࠪ・࣮ݧ、
ਁ水を૝ఆしたサόイόルΩットの開ൃ・ൢച支援）

（2012 年 1 ݄ʙ現在）
ඃࡂ஍Ҭの水産業ٴび水産加޻業支援（٧؈Ί等の代ସ
生産の஥հ、「サόͩしϥーメン」は͡Ί੡品開ൃ支援、
水産物のൢ࿏֦大支援、設උߴ度Խ申੥の支援なͲ）

（2012 年 1 ݄ʙ現在）
ඃࣄࡂ業者「ݐ物・設උ」෮ڵ支援૬ஊ会（2012 年 3
݄ 1� ೔）
ඃࡂ஍Ҭの水産業ٴび水産加޻業支援シンポジ΢Ϝ

（2012 年 � ݄ 4 ೔）
三཮産業࠶生ωットϫーク࿈ڠܞఆ（2012 年 � ݄ 13 ೔）
、ݿઋপ৴用金ؾ、会議ॴ޻঎ר会議ॴ、ੴ޻ઋপ঎ؾ
ੴר৴用金ݿ、ੴר専म大学
プロジェクトڕ๬のر 2012 ɹ第 2 ճΈや͗の水産・෮
ϒϥンυϑェア（2012ڵ 年 9 ݄ � ೔ʙ9 ೔、ࢢ࡚ߴ、
લࢢڮ）三཮産業࠶生ωットϫーク、ܦӦ学部ੴݪθϛ
水産加޻支援に関するڀݚ・分ੳができる機ث・૷置の
ษ強会（2012 年 12 ݄ 19 ೔）
水産加޻業࡞ࢼ品の੡2013）࡞ 年 1 ݄ 1� ೔）ࢁಙฏ௩
水産ࣜג会社
෮ڵϒϥンυϑΥーϥϜ（2013 年 2 ݄ 20 ೔）三཮産業
生ωットϫーク࠶

ԉࢧ੓ߦ（��）
ੴࢢרඃࡂ企業アンέート（2011 年 � ݄ 4 ೔）
෮ڵ関࿈のҕ員会への専門家೿ݣ

（��）ֶ಺ͷ๷ࡂ・෮ڭڵҭ
ࣗ立可ൖড়水プϥントの開ൃ（2012 年 1 ݄ʙ現在）
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2011 年 � ݄ 11 ೔ɹੴר専म大学の学生によるϘϥン
ςΟア活動のઆ໌会
ྺ࢙学࠲ߨ「ੴר学」（ܦӦ学部 1 年次ૅجθϛφール）

（2011 年લظ）
（社）ੴ֐ࡂר෮ڵ支援ڠ議会企ըのϘϥンςΟアリー
ダーߨश会への参加（2011 年 9 ݄ 9 ೔、20 ೔）
ϘϥンςΟアサークル団結ࣜ（2011 年 9 ݄ 13 ೔）
ࣗ立可ൖࣜড়水ϛχプϥントを学Ϳ（2012 年 10 ݄ 1 ೔）
第 41 ճ「リーダーシッププロάϥϜ」（ओ催ɿ一ൠ財
団๏ਓ๵қݚमηンターɹڞ催ɿ東๺ࡁܦ産業ہ）

（2013 年 4 ݄ 1� ೔）
「ੴרおͩͮもっこサϛット」ܦӦಓϑΥーϥϜʵਓࡐ
ઓུと企業จԽʵ（2013 年 � ݄ 1� ೔）

（��）�෮ڵେֶ（୅දߍɹ౦๺ۀ޻େֶ）：஍Ҭ෮ࢧڵ
ԉϫϯετοϓαʔϏε・ϓϥοτϑΥʔϜੴר
ηϯλʔͷ׆ಈ

஍ҬにີணしたコーデΟωーター� ໊が、ඃࡂ企業に
出޲いて՝୊を۷りىこし、ੴר専म大学಺֎の専門家
とのڮ渡しをしている。水産業を中心としたిྗ໰୊の
ௐࠪや৽ٕज़提Ҋ、֎国ਓݚम生の活用঺հ、シルόー
ਓࡐ活用提Ҋ、ςレϫークの活用のѺટなͲを行った。
また、ඃࡂ者のब業ྗ্޲のたΊに、ੴר৴用金ݿなͲ
を会৔にして、2� ճにわたって IC5 ΦープンΧレッジ
を開催した。

ηϯλʔϓϩδΣΫτڀݚ૑ڞ（��）
ੴࢢרからのิ助金をݪ資として஍Ҭの՝୊ղܾをΊ

͟したプロジェクトڀݚを行うڞ創ڀݚηンターでもҎ
Լのような਒ࡂ関࿈プロジェクトを行っている。
1）2011 年度৽نプロジェクト
ੴר専म大学・東೔本大਒ࡂデジタルアーΧイϒ੍࡞の
たΊのௐࠪڀݚ
ੴר஍Ҭにおける東೔本大਒ޙࡂのڭҭおよびڭҭ支援
に関するௐࠪڀݚ
ならڈおよび重金属汚染のআ֐物による農஍のԘ࡞金׵
びに農家のऩೖ֬อに関するڀݚ
東೔本大਒ࡂのඃࡂ஍ੴݍרにおける෮ڵॳظのϘϥン
ςΟア・ツーリζϜの円׈な࣮ࢪのたΊの৚݅のڀݚ
東೔本大਒ࡂの௡೾によるࣗ動ं֐ࡂのൃ生ঢ়گௐࠪ
ੴרϘϥンςΟア৘報ηンターの設立・ӡӦによるੴר
ڀݚ支援の࣮ূ的ڵ෮ࢢ

෮ڵ活動の関܎者のঢ়گ報告と意׵ަݟとを目的とした
”生プϥβڞ“ の開催
2）2012 年度৽نプロジェクト
ӡ用ݧࢼとしての水ૉ೩ྉి஑のݯ時のΤωルΪー֐ࡂ
์ࣹ能の௕ظϞχタリンάにదした生物のݕ討
਒ࡂからのੴר஍Ҭにおける企業࠶生࣮ଶௐࠪʵిࢠॻ
੶による次ੈ代への提言ʵ
東೔本大਒ࡂでඃࡂした企業のࣄ業継続ࡦに関する産学
金࿈ܞによる࣮ূ的ڀݚ
大学ؒおよび஍Ҭؒަྲྀを目ࢦしたϫンηά用番組੍࡞
プロάϥϜの開ൃ
大٬ܕધߓدによるܴ׻イベントの企ը・ӡӦٴび஍Ҭ
へのࡁܦ೾ޮٴ果のଌఆ
IS6 ஍Ҭへのల開ר支援プロάϥϜのੴ߁݈
ඃࡂ஍෮ڵԠ援「ࢻ」ื集プロジェクト
༡びを௨して஍ҬがつながるʙこͲもの༡び৔ͮくりと
஍Ҭͮくり
3）2013 年度৽نプロジェクト
東೔本大਒ࡂによるඃࡂと学生の݈ࢦ߁ඪ等の関܎に関
するௐࠪڀݚ
෮ڵϘϥンςΟア学のߏஙに関するڀݚ
ੴࢢרの஍Ҭ性を生かした産学・異業छ࿈ܞによる঎品
開ൃख๏に関するڀݚ

̓ɽ஍Ҭ෮ڌڵ఺ͱͯ͠ͷੴרઐमେֶ

ੴר専म大学は਒ࡂ直ޙからੴר஍Ҭにさま͟まなߩ
対Ԡについては、安全ٸۓのޙ直ࡂൃ。を行ってきたݙ
な立஍とؤ強なݐ物、3 ୆の大ܕデΟーθルൃి機、༗
能なڭ৬員、ࢲ学のॊೈでਝ଎な意ܾࢥఆ、༗能な管理
会社の存在なͲが大きな要Ҽであった。

そのޙ、ඃࡂ஍Ҭの෮چと෮ڵにݙߩするたΊに෮ڵ
の࣏ࣗମやॅຽのݩ生プロジェクトをਐΊている。஍ڞ
方ୡ、金༥機関、঎޻会議ॴとྗڠしてࣄ業をਐΊてい
る。そうしたなかで೔本家੓学会とのྗڠも大きな意味
を持っている。

また、2011 年のՆに行われた、ILSI Japan 参加企業
からੴࢢרのখ中学生への食品援助や、現在もਐΊられ
ている ILSI Japan CHP によるੴר஍Ҭのඃࡂ者を対৅
とした「いしのまきςイクςンプロジェクト」のおख఻
いをできたことも、ࢲ立大学らしい活動であると考えて
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いる。
༷ʑな活動に学生がଟく参加しているが、参加学生に

は໌らかなਐาがݟられる。たとえ͹、ܭը的に物ࣄを
ਐΊる能ྗや、จॻ能ྗ、ൃ表能ྗ、ۘௌ能ྗである。
θϛ୯位で࢝まった支援活動も、学生ओମのサークル活
動にҠ行しつつある。活動に参加しているڭ員は、ڀݚ
の෯が広がったͩけでなく஍Ҭのॅຽや産業քとのつな
がりができ、ڀݚ者として໌らかにਐาした。こうした
生プロジェクトの最ऴ目的でڞڵのਂԽが෮ڀݚ・ҭڭ
ある。

2013 年度からは͡Ίた「෮ڵϘϥンςΟア学のߏங」
（6S5REAM で഑৴中）は、෮ظڵのϘϥンςΟアがͲ
のようにある΂きか、そうした活動にݙߩできるਓࡐを
Ͳのようにҭ੒したらྑいのかなͲ、৽しい学໰分野を
創出できるஹしがݟえている。この๖ժを大੾にҭてて、
ੴר専म大学ൃの৽しい学໰ྖҬを࡞ܗりたいと考えて
いる。

といڵ஍のたͩ中にあるので、෮ࡂたͪの大学はඃࢲ
う௕いઓいを஍ҬのօさΜといっしΐにਐΊることにな
る。े 年、二े年と続けられることを஍Ҭのਓと一ॹに、
஍ಓにਐΊるというબ୒ࢶしかੴר専म大学にはない。
これからも、学֎の༷ʑな方ʑのおྗをआりながら活動
を続けたい。

19�� 年 東๺大学大学Ӄ農学ڀݚ科ത࢜ظޙ՝ఔɹम （ྃ農学ത࢜）

 ϗーΤンϋイϜ大学（υイツ）動物生理学ڀݚࣨڭ員

19�0 年ɹϋϊーόー्ҩ大学（υイツ）生理学ڀݚࣨڭ員

19�1 年ɹࣜג会社Ϡクルト本社中ԝڀݚॴ

19�� 年ɹϑϥンスڞ࿨国農業૯合ڀݚ機ߏটᡈڀݚ者

 学ߍ๏ਓ専म大学ੴר専म大学設置४උࣄ຿ہ

19�9 年ɹੴר専म大学理޻学部助ڭत

1993 年ɹ同ڭत

200� 年ɹ理޻学部௕

200� 年ɹੴר専म大学௕ɹ現在にࢸる

ʤ受৆ʥ ೔本ச産学会ڀݚ঑ྭ৆（19�0）

 7aIoVnZ MedaM（2004）

ུྺ
ɹాࡔ （ོ͔ͨ͞ɹ͔ͨ͠）೶ֶത࢜

ඃޙࡂͷੴרઐमେֶͷ׆ಈ

Πϧγʔ No.118  (2014.8)  ― ��



೔本ਓにとって、ڕհྨやւ૶なͲのւ産物は、ӫཆ学的にもあるいは機能学的にも食品としてۃΊて重要であ
る。ところが、このڕհྨやւ૶等のւ産生物には、཮্生物にൺֱして਺ܻ΄Ͳߴいೱ度のώૉが஝ੵされてい
る。したがって、その加޻品としてのւ産物にも、当然のことながらߴいೱ度のώૉがؚまれ、৔合によっては
100 ЖH/H を௒えることについては、一ൠ的に༨り知られていない。たͩし、いわΏるಟ性ݩૉとして知られるώ
ૉにおいて、強いಟ性をࣔすのは無機ଶのώૉである。޾いにして、一部のྫ֎をআいてւ産生物中のώૉはಟ性
の低い༗機ଶとして஝ੵされている。そのような༗機ώૉԽ合物として、19�� 年、最ॳに୯཭・同ఆされたのが
水༹性ώૉԽ合物のアルηϊベタイン（׬全に無ಟ）である。そのޙ、次ʑと৽たな水༹性ώૉԽ合物が報告され
るとともに、༹ࢷ性ώૉԽ合物も報告されてきた。そのような༹ࢷ性ώૉԽ合物の中には、ߴ度不๞࿨ࢷ๱ࢎの຤
୺メνルجとジメνルଶのώૉとが置き׵わっているものもある。本ߘでは、ւ産物に存在するछʑのώૉԽ合物
のೱ度、Խ学ܗଶ、ಟ性および॥؀について͝঺հする。

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � 
�4VNNBSZ�

Marine orHanisms accVmVMate varioVs eMements in tIeir tissVes and orHans incMVdinH arsenic, a LnoXn toxin� As a 
resVMt, marine prodVcts contain IiHI concentrations of arsenic� (reat attention Ias Ceen paid to orHanoarsenic 
compoVnds after tIeZ Xere identified as tIe maKor arsenic containinH compoVnds in marine orHanisms� 5Ie first 
orHanoarsenic compoVnd to Ce isoMated and identified Xas a Xater�soMVCMe compoVnd, arsenoCetaine, XIicI Xas 
oCtained from tIe Xestern rocL MoCster └┥┲┹┰┭┶┹┷ⓤ┰┳┲┫┭┴┩┷ⓤ┧┽┫┲┹┷ⓤin 19��� Since tIen tIis compoVnd Ias Ceen sIoXn 
to occVr in varioVs otIer marine animaMs, independent of tIeir feedinH IaCits and tropIic MeveMs� 5Ie discoverZ of 
arsenoCetaine Med to fVrtIer stVdies and tIe detection of arsenocIoMine and tetrametIZMarsoniVm ion in varioVs 
animaMs, and arsenosVHars in varioVs aMHae and pIZtopManLton� 5Ie toxicities of tIese compoVnds are consideraCMZ 
MoXer tIan tIe toxicities of inorHanic arsenicaMs� #esides tIe Xater�soMVCMe orHanoarsenic compoVnds, Mipid�soMVCMe 
arsenic compoVnds Iave aMso Ceen identified in CotI marine animaMs and aMHae� 5Iese compoVnds incMVde arsenic 

ཁɹࢫ

ւ࢈෺ʹ͓͚Δώૉʹؔ͢Δ஌ݟʹ͍ͭͯ
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̍��͸じΊʹ

年ࡢ 11 ݄ 22 ೔に開催された食品安全ҕ員会ηϛφー
において、ච者は 3 ໊のࢣߨの一ਓとして、本ߘのタイ
トルでߨԋを行った。ଞのࢣߨは、Φーストリア、ά
ϥーツ大学ڭत、,evin A� Francesconi ത࢜および大ࡕ
त、ᅵឌ࢙ۛത࢜であった。なͥ食品ڭ立大学ҩ学部ࢢ
安全ҕ員会でւ産食品中のώૉに関わるηϛφーが開催
されたかというと、ւ産生物（ڕհྨやւ૶）には、཮
্生物（཮্動物や཮্২物）にൺֱしてߴೱ度のώૉ
がؚまれているからである。すなわͪ、ώૉのࣔすಟ性
との関わりで食品安全ҕ員会では、ฏ੒ 21 年から食品
中のώૉに関わるリスク評価が行われてきた。本ηϛ
φーは、その評価結果の報告も݉Ͷていた。3 ୊のߨԋ
಺༰は、食品安全ҕ員会の΢ェϒサイトにおいてެ開さ
れているので、そͪらもੋ非͝ཡいたͩきたい。

このηϛφーのऴྃࢲ、ޙのߨԋ಺༰について、あら
たΊてจষとして౤ߘするように国際生໋科学ڀݚ機ߏ
から͝依頼をいたͩいた。これにおԠえし、ここに౤ߘ
させていたͩく。

̎ɽւ࢈ੜ෺தͷώૉೱ౓

（�）�ւ࢈ੜ෺ʹ͸ɺώૉ͕Ͳͷఔ౓ؚまΕ͍ͯΔ͔ʁ
ೱ度ߴの௨り、ւ産生物には཮্動物にൺֱしてه্

のώૉがؚまれる。したがって、ւ産食品を食するとߴ
ೱ度のώૉがମ಺にऔりࠐまれる。ւ産食品のώૉೱ度
は、もしそれが無機ଶのώૉなら中ಟをىこすレベルで
ある。ྫ として、ώૉϛルク中ಟࣄ （݅19�� 年）における
คೕ中のώૉೱ度とൺֱすると分かりやすい。このคೕ
には、໿ 20 ppm（ЖH/H）の無機ώૉがؚまれていた 1, 2）。
一方、ւ産ڕհྨやւ૶（特に、׊૶）のώૉೱ度は、छ
によってはס物当たり 100 ЖH/H を௒える 1, 2）。この਺
஋ͩけをݟると、ւ産食品はώૉ中ಟをىこすはͣであ
る。しかし、ւ産動物にؚまれるώૉはओに༗機ଶであ
る。また、ւ૶の৔合にも、ώジΩの஥ؒをআきओに༗

機ଶとして஝ੵさせている。ώૉの৔合、この༗機ଶώ
ૉのಟ性は無機ଶのそれよりはるかに低い 3d�）。

ւ産物のώૉೱ度はͲのఔ度かについて、6neZama 
らの報告（छʑの動২物におけるώૉೱ度を౷ܭ的にղ
ੳ）を঺հする。それによると、૯ώૉೱ度は཮্২物
の৔合、9�ύーηンタイルでも1 ЖH/Hにୡしていなかっ
た。一方、ւ૶においてははるかにߴく、�0 ύーηンタ
イルで 20 ЖH/H ఔ度、9� ύーηンタイルでは 140 ЖH/H 
を௒えた。ւ産動物にも、ߴೱ度のώૉがЖH/H のΦー
ダーで஝ੵしており、૯ώૉとして 9� ύーηンタイル
で 30 ЖH/H Ҏ্（ྨڕ）あるいは 40 ЖH/H Ҏ্（֋ྨ）
であった。たͩし、無機ώૉとしては、�� ύーηンタ
イルでも 0�1 ЖH/H ఔ度であった �）。 

（�）�ւ࢈ಈ২෺தʹଘࡏすΔώૉ͸Ͳ͔͜Βདྷͨʁ
（1）でも৮れた௨り、ւ産生物にؚまれる各छݩૉの

ݍは཮ݯはւ水である。また、ւ水中のώૉのདྷݯڅڙ
である。すなわͪ、஍֪の෩Խ࡞用に൐い、各ݩૉはՏ
઒ܦ༝あるいは大ܦؾ༝でւ༸にڅڙされる。このଞ、
ਓҝൃ生ݯに༝དྷするものも同༷にւ༸にڅڙされる。
一方、ւ水中の各ݩૉはւ༸のଯੵ物中にআڈされる。
このྔڅڙとして、MaIer と #VtMer は、Տ઒ܦ༝で
�40 ʷ 10� H/ 年、 大ܦؾ༝で 2���ʷ10� H/ 年とੵݟもっ
ている 9）。このڅڙとআڈとがฏߧঢ়ଶとなる結果、全
ւ水中に滞ཹする各ݩૉྔは一ఆとԾఆされる。たͩし、
ฏۉ滞ཹ時ؒ（ւ༸中のあるݩૉの全ྔʗ୯位時ؒにւ
༸にೖるそのݩૉの全ྔ）はݩૉ͝とに異なる。ώૉの
৔合には਺ඦ万年である 10, 11） 。ւ産生物は、この滞ཹ
中のݩૉによって଄られている。

̏ɽώૉ͸୅දతͳಟੑݩૉͱݴΘΕΔ͕ʜ

ώૉは、ಟ性ݩૉとしてよく知られている一方、必ਢ
微ྔݩૉの一つでもある。すなわͪ、ਓؒではまͩূ໌
されていないものの、ਖ਼常なӦΈになくてはならないݩ
ૉである 12, 13）。したがって、ώૉは、あるݶքを௒えて

anaMoHVes of pIospIatidZMcIoMine and spIinHomZeMin, fattZ acids eacI XitI a terminaM dimetZMarsinoZM moietZ, and 
MonH�cIain IZdrocarCons eacI XitI a terminaM dimetIZMarsinoZM moietZ� 5Iis articMe discVsses of tIe MeveMs, cIemicaM 
forms, toxicitZ and circVMation of arsenic compoVnds foVnd in marine environments and orHanisms�
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ઁऔされれ͹ಟ性をࣔすが、൓対にあるݶքҎԼではܽ
๡঱をҾきىこす。これは、特にΊͣらしいことではな
い。1� छྨの必ਢ微ྔݩૉ（F、Si、7、Cr、Mn、Fe、
Co、Ni、CV、;n、As、Se、Mo、Sn、I）のうͪ、11 छ
ྨ（7、Cr、Fe、Co、Ni、CV、;n、As、Se、Mo、Sn）は、
中ఔ度Ҏ্のಟ性を持つݩૉである 14）。

Ͳのようなݩૉも、ઁऔしす͗れ͹ಟ性をࣔすが、い
わΏるಟ性ݩૉは微ྔあるいはগྔでもಟ性をࣔす。こ
のಟ性をࣔすઁऔྔは、動物छによって、あるいは同छ
でも年ྸや性別によってม動する。また、そのݩૉのԽ
学ܗଶによってもม動する。各ώૉԽ合物のϚ΢スおよ
びഓཆࡉ๔に対するಟ性を表 1 にࣔす。最もಟ性のߴい
無機ώૉ（ᶙ）（ਤ 1ô（1））の৔合、ਓؒにおける三ࢎ
Խ二ώૉのਪఆகྔࢮが 12� mH であることから、�0 
LH のਓؒであれ͹、ώૉとして 1�4 mH/LH とࢉ׵され
る。これに対し、Ϛ΢スの L%�0 ஋（൒਺கྔࢮ）はώ
ૉとして 34�� mH/LH である 1�）。すなわͪ、ਓؒの方が
い感受性を持つ。また、同͡ώૉԽ合物でも、アルηߴ
ϊベタイン（A#）（ਤ 1ô（�））（ւ産動物にීว的に存
在する༗機ώૉԽ合物）は׬全に無ಟである。言い׵え
れ͹、ώૉといってもԽ学ܗଶによって໠ಟから無ಟま
でछʑある。

̐ɽւ࢈ੜ෺ʹଘࡏすΔώૉԽ߹෺

ւ産生物には、ӫཆஈ֊にԊってଟ༷なώૉԽ合物が

存在する。そこで、各ώૉԽ合物について論ͣるときに
は、まͣ動物の৔合と২物の৔合とに分けることがଟ
い。また、水༹性と༹ࢷ性のԽ合物に分けることもଟい。
本ߘでもそのように੔理して͝঺հしたい。

（�）�ւ࢈ಈ෺ʹଘࡏすΔਫ༹ੑώૉԽ߹෺
ւ産動物に存在する水༹性ώૉԽ合物のܗଶは特घで

はない。すなわͪ、ڕհྨに一ൠ的なؚ஠ૉΤΩス੒分
の஠ૉ（N）ࢠݪがώૉ（As）ࢠݪと置き׵わったߏ
଄をとっている。

最もීว的なώૉԽ合物は্ड़の A#（ਤ 1ô（�））で
ある 3d�）。このԽ合物は、19�� 年にఱ然に存在する༗機
ώૉԽ合物としてॳΊて୯཭・同ఆされた 3）。この৽知
がڀݚにより、ւ産物に存在するώૉԽ合物に関わるݟ
活ൃに行われるようになった。このԽ合物は、্ड़の௨
り׬全に無ಟである 1�ʙ19） （表 1）。なお、この分ࢠの As
を N と置き׵えると、ڕհྨにීว的にؚまれるάリ
シンベタインである。ڕհྨにおけるάリシンベタイン
の໾ׂは、ਁಁѹのௐઅと考えられている。また、これ
はఄ味物質としてアϫビやζϫイΨχの؁味やうま味に
関わるとされる。

ΤビやϗϥΨイ等からは、アルηϊコリン（AC）（ਤ
1ô（�））がݕ出された 20）。このԽ合物も࣮質的に無ಟで
ある。このԽ合物は、ମ಺にऔりࠐまれると、ࢎԽされ
て A# にม׵される。この分ࢠの As を N と置き׵える
と、཮ݍもؚΊた動২物にؚまれるビタϛン༷࡞用物質
のコリンである。コリンはリンࢷ質やਆܦ఻ୡ物質のࡐ
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ද �ɹώૉԽ߹෺ͷϚ΢εͳΒͼʹഓཆࡉ๔ʹରすΔಟੑ
5BCMF�� ɹ�5PYJDJUZ�PG�BSTFOJD�DPNQPVOET�PO�FYQFSJNFOUBM�BOJNBMT�BOE�DVMUVSFE�DFMMT

LD50�1

（mg/Lg）
ID50�2

（mg/ml）
છ৭体ҟৗ༠発

��4 ೱ度（mg/ml）
S.E.C�3/ 細胞
（mg/ml）

ѥώ酸Ԙ
ώ酸Ԙ
メタンアルιン酸

ジメνルアルシン酸

トリメνルアルシンオキシド
アルセノベタイン
アルセノコリン
テトラメνルアルιχウム
アルセノ糖

34.5（マウス） 0.0007
0.006
1.2

0.32

�10
�10
�10

8
2

20   （0.001）
33   （0.02）
37   （1）

90   （0.5）

42   （2）
18（10）
15（10）
24（10）
15    （5）

N.I.�5（0.001）
N.I. （0.02）
N.I. （0.5）

N.I. （0.1）

N.I. （1.0）
N.I. （1.0）
N.I. （1.0）
N.I. （1.0）
N.I. （1.0）

50
1
800

500
1
200

10
600
�10
000

6
500
900

（ώト）
（マウス）
（ώト）
（マウス）
（マウス）
（マウス）
（マウス）
（マウス）

��/�*�ɺ༠ൃͳ͠�ͷҟৗɺظ��ˋ෼྾த�ɺ׵��࢞ຓછ৭෼ମަ�ɺ（֐৩્૿���）�๔ಟੑࡉ���ɺ（ྔࢮ���க）�ಟੑ஋ੑٸ���
（lᛜૉをΊ͙Δڥ؀໰୊z�日本஍ֶ࣭ձڥ�؀஍࣭ڀݚҕһձฤɺ౦ւେֶग़൛ձ��）͔Β転載）



ྉとして重要である。
φϚζの一छ等からは、トリメνルアルシンΦΩシυ

（5MAO）（ਤ 1ô（�））がݕ出された 21）。このԽ合物も࣮
質的に無ಟであり、その As を N と置き׵えると、トリ
メνルアϛンΦΩシυである。トリメνルアϛンΦΩシ
υはڕհྨを特௃ͮける੒分の一つであり、それらのମ
಺で生੒する༗ಟ物質、トリメνルアϛンのղಟ物質で
あるとともに、ਁಁѹのௐઅに当たるとされる。

ϋϚάリのᲩ（えら）等からは、ςトϥメνルアルι
χ΢ϜイΦン（5MAI）（ਤ 1ô（�））がݕ出された 22）。
このԽ合物のಟ性は্هの各༗機ώૉԽ合物よりややߴ
いが、無機ώૉのಟ性よりもはるかに低い。5MAI の
As を N と置き׵えると、ςトϥϛンである。ςトϥϛ
ンは೑食性רき֋のଣӷથにؚまれる食中ಟ物質であ
り、これをઁऔすると、಄௧やుきؾ等の঱ঢ়をఄする。

Ҏ্のώૉԽ合物のଞ、次߲で৮れる、ւ૶における
ओ要なώૉԽ合物、アルηϊシュΨーもւ༸生ଶܥのൺ
ֱ的低次に位置する૶食性の動物（動物プϥンクトンや
֋ྨ等）に分෍する 22ʙ2�）。このԽ合物は、ߚ૶ྨ（ア
サクサϊリ等）に広く分෍するイιϑロリυシυ（Ψϥ
クトースとάリηリンとが結合）とߏ଄的にྨࣅする。

（�）�ւ࢈২෺ʹଘࡏすΔਫ༹ੑώૉԽ߹෺
食品としてのւ産২物といえ͹、すなわͪւ૶であ

る。ւ૶というݺশは、૶ྨのうͪ、զʑが೑؟でݟる
ことのできる૶छをࢦすଏশであり、׊૶ྨ（コンϒ、
ώジΩ、ϫΧメ等）、ߚ૶ྨ（アサクサϊリ、Φΰϊリ、

ςンάサ等）および྘૶ྨ（アΦϊリ、ώトΤάサ、ϛ
ル等）の 3 つに分ྨされる。これらのώૉೱ度は、׊૶
ྨʼߚ૶ྨʼ྘૶ྨの順にߴい。なお、「ւ૶」という
୯ޠのଞに「ւ૲」という୯ޠもあるが、྆者はまった
く別物である 2�）。

ւ૶に存在するώૉԽ合物のओ要なԽ学ܗଶは、4 （1）
ですでに৮れた、アルηϊシュΨーとݺ͹れる一࿈の༗
機ώૉԽ合物である。これまでに、ジメνルଶのアルη
ϊシュΨーとして 13 छ（ਤ 2ô（9）ʙ（21））および第࢛
アルιχΦԽ合物ڃ 4 छ（ਤ 2ô（22）ʙ（2�））のܭ 1� 
छが報告されている 2�）。これらのアルηϊシュΨーにつ
いては、ւ૶分ྨ学的に重要であること、さらにはւ༸
食物࿈࠯のߴ度に特異的なトレーサーとしてར用し得る
こともࢦఠされている �）。

同͡ւ૶でも、ώジΩ等のώόϚタ目ϗンダϫϥ科の
ւ૶は、૯ώૉの໿൒ྔఔ度を、ಟ性のߴい無機ώૉ

（7）として組織中に஝ੵさせるという特௃を持つ。し
かし、現在のところ、その理༝は不໌である。ώジΩを
食品としてΈた৔合、ॾ֎国でߴೱ度の無機ώૉが໰୊
になることもある。たとえ͹、2004 年、ӳ国食品֨ن
ி（Food Standard AHencZ, FSA）は、水ચいޙにも࢒
存する無機ώૉを理༝として、ࣗ国ຽにώジΩを食΂な
いようにק告を出した。たͩし、家ఉで行う水໭しはώ
ジΩ中の無機ώૉをかなり༹出させる 29, 30）。さらに、水
໭しώジΩに࢒存する無機ώૉのগなくとも一部はফԽ
管をૉ௨りすると考えられるので、࣮際にମ಺にऔりࠐ
まれるྔはさらにগなくなると༧ଌされる 31）。
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CH 3 As    CH 2CH 2OH

CH3
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CH 3
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CH 3

CH 3 As = O

CH 3

CH 3
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As(V) メタンアルソン酸 ジメチルアルシン酸

アルセノベタイン アルセノコリン トリメチル
アルシンオキシド

テトラメチル
アルソニウムイオン
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(5) (6)
(7) (8)

ᅗ㸯



̑ɽւ࢈ੜ෺ʹଘࡏすΔΞϧηϊϦϐου

これまでड़΂てきた水༹性ώૉԽ合物の知ݟにൺֱす
ると、アルηϊリピッυ（༹ࢷ性ώૉԽ合物）について
のそれはまͩগない。その理༝として、水༹性ώૉԽ合
物よりऔ扱いや分ੳの೉しいことがࢦఠされる。しかし、

ච者らのڀݚでは、アルηϊリピッυはϚイφー੒分で
はなく、生物छあるいは組織によってはΉしろ水༹性の
ものよりメジϟーな੒分とࢥわれる。たとえ͹、サンϚ
の৔合、ී௨ےでも݂合ےでも、༹ࢷ性ώૉԽ合物の方
がଟくؚまれていた。特に、݂合ےでは �� ˋが༹ࢷ性
のώૉԽ合物であった 32）。おそらく、われわれ೔本ਓは、
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ਤ �ɹओͱͯ͠ɺւ૶தʹଘࡏすΔώૉԽ߹෺（（��）をআ͖ɺਫ༹ੑ）（ʮ''* δϟʔφϧʯ��）ܝ載ਤを転載）
'JHVSF�� ɹ"STFOJD�DPNQPVOET�PDDVSSJOH�JO�NBSJOF�BMHBF
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OH

6O3H O

1H2

6O3H
O

O &+�

OH

O

3

OO

OH

OH

OHO

OH

O

OH

OH OH

OH

O 1
H

COOH O
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(17) (18)
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R�: R�: R�:
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հྨをઁ食することでछʑのアルڕདྷ、サンϚなͲのݹ
ηϊリピッυを೔常的にऔりࠐΜできたとਪଌされる。

ҎԼ、アルηϊリピッυのߏ଄について֓؍したい。
まͣ , ਤ 3ô（2�）ʙ（2�）のԽ合物は , レシνン（ϗスϑΝ
νジルコリン）のコリンج࢒がジメνルアルシンࢎ

（%MAA）（ਤ 1ô（4））33）、AC（ਤ 1ô（�））34）、あるいは

アルηϊシュΨーの 1 छ（ਤ 2ô（10））3�）により置׵され
ている。また、スϑΟンΰϛΤリンのコリンج࢒が
%MAA（ਤ 1ô（4））で置׵されているものも報告されて
いる3�）（ਤ 3ô（29））。これらは、リンࢷ質ܕとݺ΂る。
一方ਤ 3ô（30）ʙ（3�）のߏ଄は最近報告されたもので
あり、リンࢷ質ܕとは全く異なっている。すなわͪ、 ࢷ
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チジルアルセノコリン࢓ࣇࢫ࣍

チジルアルセノ⢾࢓ࣇࢫ࣍

CH 2O   C   5 2

CH 2O   C   5 1

CH 2O   3   5
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+  
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O
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O  C

=

5
ヒ素ᆺ࢕ࣇࢫン࢚࣑ࢦリン

チジルジメチルアルシン酸࢓ࣇࢫ࣍(26)

(27)

(28)

(2�)

ᅗ㸱
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๱ࢎ（ਤ 3ô（30）ʙ（3�））、 あるいは୸Խ水ૉ（ਤ 3ô（3�）
ʙ（3�））にジメνルଶのώૉが結合している。લ者の
出されݕはタϥ؊༉からܕࢎ๱ࢷ 者はΧϥϑトシޙ 、（�3
シϟϞから、 それͧれॳΊてݕ出された 3�）。また、アルη
ϊリピッυは、୯一のछでも、 ଟ༷なܗଶで存在する 39）。
こうしたことから、ޙࠓ、国಺֎で、アルηϊリピッυ
のڀݚがਪਐされると༧૝される。

̒ɽւ࢈ੜ෺ʹଘࡏすΔώૉԽ߹෺ͷӡ໋

ここで、ւ༸生ଶܥにおけるώૉの॥؀という؍఺か
ら、各ώૉԽ合物をଊえ直したい。

ච者らは、ւ༸生ଶܥでのώૉ॥؀を、࡞業Ծઆとし
てਤ 4 のように考えている。ਤの中ԝ部にࣔしたのは、

ւ༸生ଶܥに༧૝されるώૉサイクルであり、ւ水中に
存在する無機ώૉの、૶ྨ（ւ૶や২物プϥンクトン）
によるೱॖ・༗機Խから࢝まる。すなわͪ、この༗機Խ
で、無機ώૉ（ᶙ）（ਤ 1ô（1））からアルηϊシュΨー（ਤ
2 および 3）が༠ಋされる。アルηϊシュΨーは AC（ਤ
1ô（�））へのม׵をܦて、ྨڕやւ産微生物のମ಺で A#
へとม׵される 40）。こうして合੒された A# は、ւ産の
छʑの微生物によって 5MAO（ਤ 1ô（�））ɣ  %MAA（ਤ
1ô（4））ɣ  メタンアルιンࢎ（ਤ 1ô（3））ɣ  無機ώૉ（ᶛ）

（ਤ 1ô（2））の順に分ղを受け、ݩの無機ώૉとしてւ
水中にճؼする。一方、ਤのԼ部からӈ、さらに্へと
続き、最ऴ的にւ༸に໭るܦ࿏は、ւ産動২物༝དྷの༗
機ώૉԽ合物をؚΉ、ώૉの஍質学的॥ܥ؀である。こ
の॥؀により஍্にճؼしたଯੵؠにؚまれるԽੴある
いはଯੵؠそのものには、A# 等、ւ産生ଶܥによって

ւ࢈෺ʹ͓͚Δώૉʹؔ͢Δ஌ݟʹ͍ͭͯ

��―Πϧγʔ No.118  (2014.8)

ਤ �ɹւ༸ੜଶܥʹ͓͚ΔԾઆͱͯ͠ͷώૉ॥ܥ؀
'JHVSF�� ɹ"�UFOUBUJWF�BSTFOJD�DZDMF�JO�NBSJOF�FDPTZTUFNT

海 水

植物プランクトンン、
海藻

微 生 物

アルセノベタイン (5)

テトラメチルアルソ
ニウムイオン (8)

ジメチルアルシン酸 (4)
トリメチルアルシン
オキシド (7)

動 物

底 泥

アルセノシュガーアルセノシュガー

As(III) (1), As(V) (2)
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༠ಋされたώૉԽ合物の࢒存が༧૝される。そこで、ච
者らは、छʑのԽੴやଯੵؠ中のώૉԽ合物をந出し、
そのܗଶをௐ΂た。その結果、A# 等が微ྔながら 1 ԯ
年Ҏ্にわたってԽੴ中やଯੵؠにอ存されていた（ະ
ൃ表）。これらの༗機ώૉԽ合物は෩Խ࡞用に൐い、Տ
઒あるいは大ܦؾ༝で࠶びւ༸にճؼし、ւ༸生ଶܥに
おけるώૉの॥ܥ؀に組Έࠐまれると༧ଌされる 40）。཮
において生合੒されたܥで生活するզʑは、ւ༸生ଶݍ
༗機ώૉԽ合物を食品としてのւ産動২物や、それらを
Ή。また、これࠐྉとしてઁऔした཮্動物からऔりࣂ
らにࢭまらͣ、ۃΊて微ྔながら、ଯੵؠ等に༝དྷする
それらを直઀的に（ۭܦؾ༝で）、あるいはؒ઀的に（ଯ
Μでࠐに）औりޙ性の౔৕から২物組織にҠ行したؠੵ
いると༧૝される。さらに言え͹、ࢲたͪࣗ਎をܗ଄る
物質やݩૉもまたこの大॥؀にؚまれているҎ্、いつ
かはւ༸に໭っていくのͩろう。

̓ɽ͓ΘΓʹ

本ߘではւ産物に存在するώૉԽ合物についてड़΂
た。それらの中で、安全性の؍఺のΈならͣ、機能性の
味ਂいのは、アルηϊリピッυであڵΊてۃ఺から؍
る。たとえ͹、υコサϔΩサΤンࢎやΤイコサϖンタΤ
ンࢎはւ産物の持つ代表的な機能性物質として知られて
いるが、そのようなߴ度不๞࿨ࢷ๱ࢎにジメνルଶのώ
ૉがऔりࠐまれたܗଶをとるアルηϊリピッυは、ମ಺
でͲのようなಇきをしているのͩろうか。զʑは、先૆
代ʑ、このようなߴ度不๞࿨ࢷ๱ܕࢎのアルηϊリピッ
υやリンࢷ質ܕのアルηϊリピッυを、ւ産食品を食΂
ることによって೔常的にઁऔしてきたと༧૝される。ま
た、ࢷ๱ܕࢎのアルηϊリピッυがଞのࢷ๱ࢎと同༷に
リンࢷ質にΤスςル結合している可能性もある。した
がって、アルηϊリピッυは生ମບにہ在しているとも
考えられ、そのد༩等についても大きなڵ味が持たれる。

ώنとも、もͪろΜアルηϊリピッυもؚΊた৽ޙࠓ
ૉԽ合物の持つリスクղ໌が๬まれる。しかし、গなく
ともそれと同等に、それらの持つかもしれない機能性
等、޷ましい఺についてもڀݚがਪਐされることを同時
に๬まͣにはいられない。
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生ମ಺のアϛϊࢎ代ँは、各ଁث಺の代ँとともに各ଁؒثでのアϛϊࢎのڅڙ受څなͲによってϗメΦスタシ
スがอたれており、ෳࡶに関࿈したڍ動をࣔす。各छଁثの代ँに対して、食ࣄ・ӡ動・ϗルϞン・࣬පなͲ༷ʑ
な֎的要ҼによってもӨڹを受けるたΊ、一ݟ、୯一ଁثや࣬ױのࢦඪにはなりにくいҹ৅を受けるが、アϛϊࢎ
代ँに関わる߬ૉの異常によりҾきىこされるපؾを௨して、アϛϊࢎの生理活性や生ମ಺での໾ׂを知ることが
できる。զʑがओに扱う先ఱ性のアϛϊࢎ代ँ異常঱とは、アϛϊࢎ（およびその代ँ産物）を生合੒あるいは分ղ
する代ँ߬ૉの異常によりҾきىこされる࣬ױをࢦす（一部、アϛϊࢎのసૹに関わる機能異常をؚΉ）。一ൠ的に
は、Ҩ఻ࢠ異常ˠ代ँ߬ૉ異常ˠ生ମ಺のアϛϊࢎおよびその代ँ産物の異常、という࿈࠯の結果を೘あるいは݂
ӷをௐ΂ることでݕ出する生Խ学਍断が਍断の中心である。最近では、ס૩ろ݂ࢴを用いたアϛϊࢎ分ੳを࣮ࢪし
ているࢪ設もあり、このようなアϛϊࢎスクリーχンάࠪݕのࢼΈの中から৽しい֓೦のアϛϊࢎ代ँ異常঱が൑
໌し、࣮ଶがղ໌されつつある。本߲目では、ओに৽しく知られてきているアϛϊࢎ代ँ異常঱について૯ׅしたい。

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � 
�4VNNBSZ�

Amino acid metaCoMism is a compMex process, invoMvinH a MarHe nVmCer of metaCoMites, XIicI are foVnd in dietarZ 
proteins, vitamins and especiaMMZ reMated XitI en[Zmes in everZ tissVe� AMtIoVHI tIere are Hreat deaMs of compMexitZ 
aCoVt amino acids metaCoMism, it maintains tIe Iomeostasis of Amino acids in XIoMe CodZ� We, speciaMists for 
inCorn error metaCoMism, focVs on dZsfVnctions of en[Zmes and transporters for amino acids, Mead to “%isorders of 
Amino Acids MetaCoMism”� In tIis cIapter, Xe sVmmari[e noveM identified “%isorders of Amino Acids MetaCoMism”�
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̍ɽγτϦϯҟৗ঱
（�）֓೦

シトリンは、1999 年に同ఆされたൺֱ的৽しい؊ܕ
アスύϥΪンࢎ・άルタϛンࢎΩϟリア（A(S）であ
る（ ਤ 1）。 第 � 染 色 ମ ௕ ࿹ 部 21�3 に ࠲ 位 す る
SLC2�A13 にコーυされており、ϛトコンυリア಺ບ
にہ在する SLC（soMVte carrier）ϑΝϛリー、すなわ
ͪϛトコンυリア・トϥンスポーター・ϑΝϛリーに分
ྨされている 1）。SLC ϑΝϛリーの異常による代ँো
�としては、SLC2�A1֐ にコーυされた O5C1（Φル
χνントϥンスΧルόϛϥーθ）の異常によりҾきىこ
される HHH ঱ީߴ）܈Φルχνン݂঱、ߴアンϞχア
݂঱、ϗϞシトルリン೘঱）、SLC�A` にコーυされる
Z�LA51（ଅਐ֦ࢄを担うΩϟリア）異常によりҾきى
こされるリジン೘性タンύク不଱঱なͲが知られている
が、その中でも本࣬ױは最も৽しく、かつൺֱ的ස度の
、と考えられる。その大きな特௃の一つがױい重要な࣬ߴ
同͡ A(S の異常によって৽生ظࣇと੒ਓظに異なる二
つのප૾をఄする఺があ͛られる 2）。

ྺ࢙的には、ߴアンϞχア݂঱を൐うߴシトルリン݂
঱はओに৽生ظࣇにൃ঱するシトルリン݂঱ᶗݹ）ܕయ
にൃ঱するシトルリン݂঱ظシトルリン݂঱）と੒ਓܕ
ᶘܕに分ྨされていた。シトルリン݂঱ᶗܕは、アルΪ
χϊコϋクࢎ合੒߬ૉ（arHininosVccinate sZntIetase� 
ASS）異常であることがࣔされたが、一方でシトルリ
ン݂঱ᶘܕには ASS Ҩ఻ࢠに異常がೝΊられͣ、当時
は二次的に؊ଁの ASS 活性が低Լする࣬ױとされてい

た。そのޙのڀݚからこの੒ਓൃ঱ܕのߴシトルリン݂
঱ᶘܕが、SLC2�A13 の異常によるシトリン機能異常
がݪҼであることがূ໌され、全く別の࣬ױに分ྨされ
た（AdVMt�onset C5LN2 （tZpe II citrVMMinemia）OMIN 
味ਂいことに、この੒ਓ঱ྫをௐ΂たとこڵ。（�034�1
ろ৽生ظࣇに୾ोうっ滞を൐う؊ো֐をఄした（そのޙ、
੒ਓでൃ঱するまでࣗ然ܰշするɿਤ 2）঱ྫが報告さ
れ、そのޙのڀݚから৽生ࣇのࢷ๱ม性を൐う؊ো֐の
Ҽの大部分がシトリンܽଛであることが൑໌し、シトݪ
リンܽଛによる৽生ࣇ୾ोうっ滞（NICC%� NeonataM 
intraIepatic cIoMestasis caVsed CZ citrin deficiencZ�OMIN 
�0��14）と໋໊された。

（�）γτϦϯͷػೳো֐ͱපଶ
シトリンの機能ো֐をىこした৔合の঱ঢ়はਤ 2 のよ

うに年ྸ依存性の 2 つの異なる૾をࣔすが、その঱ঢ়は
ଟ࠼である 3）。シトリンは、ϛトコンυリア಺ບに存在
する؊ܕのアスύϥΪンࢎ・άルタϛンࢎບ༌ૹମであ
り（ਤ 3）、ώトでは最も重要なリンΰࢎアスύϥΪン
シϟトルの一員とされているࢎ 4）。シトリンの機能異常
はϛトコンυリア಺からࡉ๔質へのアスύϥΪンࢎの༌
ૹো֐をҾきىこし、ओとしてࡉ๔質಺アスύϥΪンࢎ
のׇރによるࡉ๔機能ো֐と考えられている。ࡉ๔質಺
アスύϥΪンࢎは、1）アンϞχアղಟにಇく೘ૉサイ
クルにおける ASS のج質、2）ASS の活性のௐઅҼࢠ、
3）ղ౶ܥで生͡た NA%H ʴ Hʴ ˠ NA%ʴ へのࢎԽ൓
Ԡ、4）タンύク合੒におけるプリンおよびピリϛジン
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ਤ �ɹώτϛτίϯυϦΞΩϟϦΞͷܥ౷थ（ࠨ）͓ΑͼҐ૬Ϟσϧ（ӈ）
� （&VS�+�1IZTJPM�（����）��������r����ΑΓվม）
'JHVSF��ɹ�1IZMPHFOFUJD� USFF�PG� UIF�IVNBO�NJUPDIPOESJBM�DBSSJFST�（-FGU）�BOE� UPQPMPHJDBM�NPEFM�PG�

NJUPDIPOESJBM�DBSSJFST�（3JHIU）�
� （'SPN�&VS�+�1IZTJPM�（����）��������r���）



合੒に使用される。よって、シトリンܽଛによってىこ
るࡉ๔機能ো֐はҎԼに集໿される。

ᶃ   ࡉ๔質಺アスύϥΪンׇރࢎによる೘ૉサイクル
のఀ滞 ˠ シトルリン・アルΪχン্ঢとアンϞχ
ア্ঢ

ᶄ   NA%H（χコνンアϛυアデχンジψクレΦνυ
 ˠ ֐による౶৽生োׇރա৒、NA%ʴ（（ܕݩؐ）
低ӫཆ時の低݂౶

ᶅ   タンύク合੒能低Լ、֩ࢎ合੒能低Լ ˠ 低ମ重な
Ͳ੒௕ো֐

ᶆ   NA%H ա৒、NA%ʴׇރによる MC シϟトル（リ
ンΰࢎ ô クΤンࢎシϟトル）ܥの࡞用不足 ˠ ࢷ質
代ँ異常 ˠ ࢷ๱؊

 
（�）ਪ঑͞ΕΔӫཆ؅ཧ・࣏ྍ

લड़のපଶからも໌らかなように、本࣬ױへの౶質の
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1. NICCD [Neonatal intrahepatic cholestasis] OMIN 605814
2. Adult-onset CTLN2 (type II citrullinemia) OMIN 603471

新生児期（Ϭ－ϭ歳）

ϭ͘�E/���

【特徴】
遷延性黄疸
肝内胆汁うっ滞
多種アミノ酸上昇
（�ŝƚ͕�dŚƌ͕ �DĞƚ͕��ƌŐ͕�dǇƌͿ
ガラクトース血症
低たんぱく血症
低血糖
脂肪肝
体重増加不良 など

臨床上の安定期

【特徴】
特異な食癖
糖質を嫌う
蛋白と脂質を好む

疲労
全身倦怠感
腹痛
体重増加不良 など

主に成人期（Ϭ－ϴϬ歳）

Ϯ͘��ĚƵůƚͲŽŶƐĞƚ��d>EϮ�

【特徴】
意識障害、
行動以上
シトルリン血症
アルギニン上昇
dŚƌͬ^Ğƌ比上昇
肝臓�^^活性低下
膵炎
脂肪肝
肝がん など

図２ シトリン異常症の臨床上のϮつの病型
（小林ら：小児科診療７３^ƵƉƉů͗�ϰϵϯͲϰϵϰ͕�ϮϬϭϬより改変）

&ŝŐƵƌĞ�Ϯ��ůŝŶŝĐĂů�ĨĞĂƚƵƌĞ�ŽĨ��ŝƚƌŝŶ ĚĞfiĐŝĞŶĐǇ͘ �
;&ƌŽŵ�dŚĞ�:ŽƵƌŶĂů�ŽĨ�WĞĚŝĂƚƌŝĐ�WƌĂĐtiĐĞ�ϳϯ͗�^ƵƉƉů͗�ϰϵϯͲϰϵϰ͕�ϮϬϭϬͿ

ਤ �ɹγτϦϯҟৗ঱ͷྟচ্ͷ �ͭͷපܕ（খྛΒ：খࣇՊ਍ྍ ��4VQQM���������
����� ΑΓվม）
'JHVSF��ɹ$MJOJDBM�GFBUVSF�PG�$JUSJOEFGJDJFODZ�（'SPN�5IF�+PVSOBM�PG�1FEJBUSJD�1SBDUJDF�����4VQQM���������
�����）

ਤ �ɹ؊ଁʹ͓͚ΔϛτίϯυϦΞບ༌ૹମͱ୅ँͷؔ࿈
� �γτϦϯ͸ϛτίϯυϦΞ಺ບʹଘࡏすΔΞεύϥΪϯࢎ・άϧλϛϯࢎ༌ૹମ

（"($）Ͱ͋Γɺͦͷػೳ૕ࣦ͸ࡉ๔࣭಺ͷΞεύϥΪϯׇރࢎをҾ͖͜ىすɻ
� （#JPDIFN��+�（����）����
����r��� ΑΓվม）

'JHVSF��ɹ�3FMBUJPOTIJQ�CFUXFFO�NFUBCPMJD�QBUIXBZT�BOE�4($�JO�MJWFS�
� �$JUSJOJT�FNCFEEFE�JO�UIF�JOOFS�NJUPDIPOESJBM�NFNCSBOF�BT�UIF�MJWFS�UZQF�

BTQBSUBUF�HMVUBNBUF�DBSSJFS�（"($）�BOE�UIF�EZTGVODUJPO�PG�"($�DBVTF�DZUPTPMJD�
BTQBSUBUF�MPTT��（'SPN�#JPDIFN��+��（����）����
����r���）�



ա৒౤༩は༗֐であり、౶質੍ݶが行れる。࣮ 際、本ױ者
は 1 い、かつタンύݏ୺に౶質をۃを௒えるころからࡀ
ク質を޷Ήという食บをࣔすが、これは౶ಟ性をճආす
るたΊの๷Ӵ൓Ԡと考えられている。೔本ਓの食ࣄӫཆ
ൺは、୸水Խ物ɿタンύク質ɿࢷ質ʹ �0ɿ1�ɿ2� CaMˋと
されるが、本ױ者の৔合は୸水Խ物ɿタンύク質ɿࢷ質ʹ
3�ɿ20ɿ4� CaMˋがਪ঑されている。ೕࣇの৔合は、
฼ೕ・ϛルクともに୸水Խ物ɿタンύク質ɿࢷ質ʹ �0ɿ10ɿ
40 CaMˋであるたΊڐ༰されうるが、৽生ظࣇの୾ोうっ
滞ظにはࢷ質のٵऩޮ཰がѱԽするたΊ、中ࢷ࠯๱ࢎト
リάリηリυ（MC5）ϛルクが使用される。Ψϥクトー
スがߴい঱ྫに対しては、ೕ౶আڈคೕが使用される。

੒ਓൃ঱ܕの৔合、一ൠ的にපӃでॲ方される؊ଁප
食（ߴタンύクߴ、 Χロリーߴ、 質）はલड़のように૿ࢷ
ѱをきたすたΊݥةである。現在までに಺科࣏ྍで༗ޮ
なものは開ൃされていないが、ա৒な NA%H を NA%ʴ

へのࢎԽをଅす目的（ਤ 4）でピルビンࢎ౤༩がࢼΈら
れ༗ޮであったྫが報告されている �）。࣏ࠜज़として؊
ଁҠ২が行われる৔合もある。

 

̎ɽߴ� ϑΣχϧΞϥχϯ݂঱：ςτϥώυϩϏ
ΦϓςϦϯ（#H4）୅ँো֐

（�）֓೦
#H4 ܽଛ঱は、ϑェχルアϥχン、νロシン、トリプ

トϑΝンの 3 छの๕߳଒アϛϊࢎを水ࢎԽする߬ૉにڞ
௨のิ߬ૉである #H4 の生合੒ܥまたは࠶生ܥに異常
をきたすたΊ、ओに中਻ਆܦো֐をきたす࣬ױである。
くかݹ、としてはױϑェχルアϥχン݂঱をきたす࣬ߴ
らϑェχルέトン೘঱が知られているが、本࣬ױはϑェ
χルέトン೘঱とは異なりϑェχルアϥχン੍ݶ食ͩけ
では঱ঢ়はվળされないことが知られている。これはν
ロシン水ࢎԽ߬ૉো֐によるΧςコールアϛンܽ๡およ
びトリプトϑΝン水ࢎԽ߬ૉো֐によるηロトχン低Լ
なͲのਆܦ఻ୡ物質低ԼがىこるたΊである。不足する
ਆܦ఻ୡ物質のิॆを行う必要があるが、৽生ࣇϚス・
スクリーχンάでൃݟしૣظに #H4 ิॆによる࣏ྍհ
ೖができれ͹༧ޙはよいとされる。一方で、݂ӷ中の
ϑェχルέトンが্ঢしない੉઒ප（υーύ൓Ԡ性ジス
トχア）や 2001 年にൃݟされたηピアプςリンؐ߬ݩ
ૉܽଛ঱（OMIN 1�212�）が存在し、これらは中਻ਆ
くなߴのΈの異常であり݂ӷ中のϑェχルアϥχンはܦ
らないたΊ৽生ࣇϚス・スクリーχンάࠪݕではݕ出さ
れない。

（�）පҼ
#H4 代ँ߬ૉをコーυするҨ఻ࢠの異常により #H4

のܽ๡をきたす常染色ମྼ性Ҩ఻性のアϛϊࢎ代ँ異常
である �）。લड़のように #H4 は 3 छྨの๕߳଒アϛϊࢎ
水ࢎԽ߬ૉのิ߬ૉとして࡞用するたΊ、#H4 代ँো֐
はϑェχルアϥχン水ࢎԽ߬ૉのো֐によるߴϑェχル
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ਤ �ɹ�೘ૉ࢈ੜʹؔΘΔγτϦϯ（"($）ͷ໾ׂ
� ϐϧϏϯࢎ౤༩ʹΑΓա৒ͳ/"%)を /"%ʴ΁ࢎԽをଅす（+PVSOBM�PG�)FQBUPMPHZ��（����）����ô��� ΑΓվม）
'JHVSF��ɹ�3PMF�PG�DJUSJOBT�"($�JO�VSFB�TZOUIFTJT�GSPN�BNNPOJB�
� 5IJT�TDIFNB�TIPXT�6SFPHFOFTJTJO�$USO ☩�☩NJDF�（'SPN�+PVSOBM�PG�)FQBUPMPHZ��（����）����ô���）



アϥχン݂঱ͩけではなく、νロシン水ࢎԽ߬ૉおよび
トリプトϑΝン水ࢎԽ߬ૉのো֐によるਆܦ఻ୡ物質の
ܽ๡をきたすたΊ重ಞなਆܦ঱ঢ়をఄするという特௃を
持つ。೔本における #H4 ܽଛ঱のස度は 1�0 万ਓに 1
ਓである。৽生ࣇϚス・スクリーχンάでൃݟされるߴϑェ
χルアϥχン݂঱ױ者の໿ � ˋに当たるとされている。

̏ɽߴ� ϝνΦχϯ݂঱を͖ͨす࣬ױͷ͏ͪϝν
ΦχϯΞσϊγϧτϥϯεϑΣϥʔθᶗ �
ᶙܽଛ঱

（�）֓೦
本࣬ױは、৽生ࣇϚス・スクリーχンάでϗϞシスν

ン೘঱Ҏ֎のݪҼとしてメνΦχンがߴいたΊൃݟさ
れ、近年、メνΦχンアデϊシルトϥンスϑェϥーθ

（MA5）ܽଛ঱（OMIN �2�0��0）と൑໌した。৽生ࣇ
Ϛス・スクリーχンάでൃݟされる持続性ߴメνΦχン
݂঱の大部分がこの࣬ױであることが報告されている。
݂中メνΦχンのΈが্ঢしているのが特௃であり、
MA5 Ҩ఻ࢠղੳで֬ఆ਍断される。メνΦχンはؚེ
アϛϊࢎに分ྨされ、メνΦχンの代ँ産物である
SAM（SôアデϊシルメνΦχン）は生ମ಺の༷ʑなメ
νルجసҠ൓Ԡのओ要なメνルڙج༩ମとしてಇいてい
る（ਤ �）。このメνΦχンから SAM への生合੒を৮
ഔしている߬ૉが MA5 である �）。ᄡೕྨの MA5 には
3 छྨ（ᶗ、ᶘ、ᶙ）があり、ώトの؊ଁにはᶗとᶙが
存在する。ώトの؊ଁに存在する MA5 ᶗとᶙはともに
10R23�1 に位置する MA51A Ҩ఻ࢠがコーυしているた
Ί、合わせて MA5 ᶗ / ᶙと表هされる。重঱ྫではਆ
հೖの対ྍ࣏ظૣ、঱ঢ়をఄするྫが報告されておりܦ
৅とされる。

（�）පଶ
MA5 の異常によるߴメνΦχン݂঱の最ॳの報告は、

19�4 年に米国の (aVMM らによってなされた。(aVMM らは、
の؊ଁからॳΊてࣇఠされたঁࢦメνΦχン݂঱をߴ
MA5 活性の低Լをূ໌し、MA5 活性低Լによるߴメ
νΦχン݂঱の存在を報告した �）。この঱ྫはൃҭൃୡ
がਖ਼常で、4 ਓのڙࢠを設けていることが報告された。
しかし、この当時、MA5 の੹೚Ҩ఻ࢠは同ఆされてお
らͣ、分ࢠ生物学的ݪҼは不໌であった。MA51A のҨ

఻ࢠは、1992 年に HoriLaXa と 5sVLada が同ఆした 9）。
ᄡೕྨの MA5 は 3 छྨ（ᶗ、ᶘ、ᶙ）あり、そのうͪ
MA5 ᶗ、 ᶙ は 10 番 染 色 ମ（10R23�1） に 位 置 す る
MA51A Ҩ఻ࢠがコーυしている。この߬ૉは、গなく
とも଻ظࣇをআいた生ମ಺の؊ଁとᢄଁでൃ現してお
り、MA5 ᶗは 4 ྔମ、MA5 ᶙは 2 ྔମをܗ੒している。

MA5 ᶗ / ᶙܽଛ঱の大部分は、Կら঱ঢ়をఄしない無
঱ঢ়ྫであると報告されている。R2�4H ม異はߴメνΦ
χン݂঱のなかで最もස度のߴいม異である。メνΦχ
ンの݂中ೱ度の্ঢはܰ度にとͲまり̡ �0ʙ400 ЖmoM/L 、r
無঱ঢ়である。このม異を༗するױ者は、ϔςロ઀合ମ
の৔合でもߴメνΦχン݂঱をࣔすが、これは優性્֐
ޮ果によると報告されている 10）。この R24�H ม異を༗
するϔςロ઀合ମは、30 ˋఔ度の活性を༗していること
が報告されている。一方で、R2�4H Ҏ֎のม異を༗する
者は、MA5ױ の߬ૉ活性の低Լもしくは׬全ܽଛをҾき
メνΦχン݂঱ʲ�00ʙ2,�00 ЖmoM/Lʳߴこし、ܹしいى
をࣔすが、これはྼ性Ҩ఻ࣜܗをࣔす。׬全な MA5 活
性のࣦ活は、ϛΤリン਷ৌԽのաఔで必要とされる
SAM のׇރのたΊ中਻ਆܦの୤਷（਷ৌԽো֐）をҾ
きىこす（ਤ �）。SAM は、メνルجのओ要なڙ༩ମと
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ਤ �ɹϝνΦχϯ୅ँܦ࿏
� �."5 ɺ਷͜͠ىをҾׇ͖ރͷ௿Լ͸4".ͷੑ׆

ৌԽো֐をҾ͖͜ىすͱ͑ߟΒΕ͍ͯΔɻまͨɺ
4".͸ϝνϧجͷओཁͳڙ༩ମͰ͋Δ͜ͱ͕ཧ
༝ͱ͞Ε͍ͯΔɻ

� �（1IBSNBDPMPHZ���5IFSBQFVUJDT���（����）�ô� ΑΓҾ༻）

'JHVSF��ɹ�5IF�NFUBCPMJTN�PG�NFUIJPOJOF�
� �-PTT�PG�."5�BDUJWJUZ�MFBET�UP�-BDL�PG�XIJDI�

4�"EFOPTZMNFUIJPOJOF（4".）
�JT�UIF�NFUIZM�
EPOPS�UP�OVNFSPVT�BDDFQUPS�NPMFDVMFT�

� （'SPN�1IBSNBDPMPHZ���5IFSBQFVUJDT���（����）�ô�）



してಇいており、ϗスϑΝνジルコリンとスϑΟンΰϛ
Τリンの生合੒に重要な໾ׂを担っていることが知られ
ている 11）。大部分の঱ྫは無঱ঢ়であるが、一方で、重
度のߴメνΦχン݂঱と୤਷ॴݟをࣔし、メνΦχン੍
とݶ SAM のิॆを必要とした঱ྫも報告されている。

̐ɽ͓ΘΓʹ

アϛϊࢎ代ँのڀݚは௕いྺ࢙を持つ。しかしながら、
その生ମ಺でのෳࡶな関࿈性、動ଶなͲະͩ໌らかにさ
れていない఺もଟく存在する。アϛϊࢎ代ँ異常঱は、
このようなෳࡶな生ମ಺代ँܥを知る্で重要な৘報を
もたらしてくれる。
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食品޻৔では、੡品の品質評価や޻৔಺のӴ生管理のたΊ、਺ଟくの微生物ࠪݕを行っている。ࠪݕの対৅とな
る微生物には、食中ಟەのΈならͣ、෗ഊのݪҼとなるەもؚまれ、生産する食品によってそのछྨも༷ʑであ
る。これら微生物の同ఆには、ഓཆ๏、分ࢠ生物学的ख๏がଟく用いられてきたが、ഓཆ๏ではଟ大な࿑ྗと時ؒ
がかかり、分ࢠ生物学的ख๏ではߴいコストが໰୊となっていた。近年ීٴが࢝まった MAL%Iô5OF MS は、微
生物を਺分で同ఆすることができ、ϥンχンάコストも΄とΜͲかからないたΊ、微生物同ఆにかかわる໰୊఺を
ղফできる৽しいख๏として஫目されている。また、本૷置は、同ఆのΈならͣ、ؒגەで微ົに異なるタンύク
質のプロϑΝイルをར用し、ࣝג別へのԠ用もࢼΈられている。本ߘでは、MAL%Iô5OF MS による微生物同ఆ
のར఺と食品分野へのԠ用性とޙࠓのల๬についてղઆする。

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � 
�4VNNBSZ�

Food processinH pMants Vse a varietZ of tests for microorHanisms to assess tIe RVaMitZ of prodVcts, and to manaHe 
IZHiene XitIin tIe pMant� 5Ie microorHanisms are not onMZ Mimited to Cacteria tIat caVse food poisoninH, CVt aMso 
incMVde tIose tIat are responsiCMe for spoiMaHe, and can varZ in species dependinH on tIe food prodVced� CVMtVre 
and moMecVMar CioMoHicaM metIods Iave Ceen freRVentMZ Vsed to identifZ tIese microorHanisms� IoXever, tIe cVMtVre 
metIod can Ce time�consVminH and MaCorioVs, XIereas moMecVMar CioMoHicaM metIods are associated XitI IiHI costs� 
RecentMZ, MAL%Iô5OF MS Ias Harnered attention as a neX metIod for identifZinH microorHanisms at reMativeMZ 
MoX rVnninH costs, XIicI eMiminates tIe issVes XitI previoVs metIods� Moreover, tIis metIod can aMso Ce appMied to 
distinHVisI CetXeen strains CZ assessinH tIe sMiHIt variations in tIe protein profiMes of CacteriaM strains� 5Iis 
report expMains tIe Cenefits of MAL%Iô5OF MS for CacteriaM identification and its appMication in tIe food 
indVstrZ, incMVdinH fVtVre prospects�

ཁɹࢫ

̍ɽ͸じΊʹ

微生物の同ఆは、௕いؒ、ഓཆ๏、生Խ学的ख๏にج
ͮく方๏によって行われていた。ݦ微࡯؍ڸによるܗଶ

分ྨから࢝まり、ࡉ๔の染色性による۠分け、ӡ動性や
性による۠分け、౶のൃ߬性による分ྨなٻૉの要ࢎ
Ͳ、その߲ݧࢼ目はଟذにわたる。これまでに開ൃされ
たഓཆ๏にͮجくख๏のਖ਼֬性は、そのޙのҨ఻ࢠख๏
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による分ྨ結果とかなりの部分が૬関し、そのਖ਼֬性が
վΊて֬ೝされたところではあるが、ഓཆ๏によるەछ
同ఆには、ෳ਺のഓ஍によるݧࢼをܦなけれ͹ならͣ、
同ఆまでにかなりの時ؒを要する。特に、ώトとのかか
わりがਂい܈ەについては、ৄࡉにௐࠪが行われた結
果、ࡉかな性ঢ়のҧいで分ྨが行われており、それらを
ഓཆ๏のΈで同ఆするには、そのەを৽छとした時のࠜ
をݧࢼなࡉに用いた性ঢ়を論จ等からௐࠪし、よりৄڌ
௥加しなけれ͹ならない。

近年、広く用いられるようになった分ࢠ生物学的ख๏
により、微生物のࠪݕは大きくมわった。%NA シーク
Τンサーのར用により、これまでのഓཆ๏によりඳかれ
ていたܥ౷は、Ԙجの置׵଎度を考ྀしたਐԽܥ౷थへ
と੔理され、いくつかの微生物܈集が別の属やछへߏ࠶
ஙされている。これらڀݚのデータが஝ੵされたおか͛
で、現在では΄とΜͲのەࡉのリϘκーϚル %NA

（r%NA）഑ྻが国際データベースへొ࿥され、ەࡉの
Ҩ఻ࢠ഑ྻを一部分ܾఆするͩけで誰でも؆୯に同ఆが
可能である。%NA のԘج഑ྻを用いた同ఆには、一ൠ
的に 1�S r%NA の഑ྻが用いられている。ଞにもジϟ
イレースҨ఻ࢠ（HZr）なͲす΂てのەࡉがอ持してい
るҨ఻ࢠを用いて同ఆすることが可能であるが、これら
のϋ΢スΩーピンάҨ఻ࢠも 1�S r%NA と同༷、ਐԽ
の同ఆに使ەࡉ౷をे分に൓өしているたΊ、ଟくのܥ
用されていると考えられる。これらҨ఻ࢠの഑ྻܾఆに
よる同ఆ๏は、目的のەより %NA をந出、当該Ҩ఻ࢠ
のϢχόーサルプϥイϚーを用いた PoMZmerase CIain 
Reaction（PCR）๏による %NA の૿෯（PCR ૿෯）、
ਫ਼੡のޙ、%NA シークΤンサーによる഑
ྻܾఆのྲྀれで行われる。ந出から PCR
૿෯までの޻ఔで໿ 1 ೔、シークΤンサー
のಡΈऔりで 1 ೔と֓Ͷ 2 ೔あれ͹同ఆ
まで行うことができる。1 ମあたりのコݕ
ストもந出から PCR までで �00 円ఔ度、
Ԙج഑ྻܾఆがਫ਼੡Ωットの஋ஈࠐΈで
1,000 円弱であるたΊトータルで 2,000 円
まではかからͣ、最近ではͣいͿΜखࠒに
なった。とはいえ、食品会社のようにଟछ
ଟ༷なەがຖ೔のように分཭され、同ఆし
なけれ͹ならないەをଟく๊えてしまう
έースには、これらコストもかなりのෛ担
となる。これらഓཆ๏や分ࢠ生物学的ख๏

に代わり、ەମのタンύク質を直઀分ੳし、そのタンύ
ク質のプロϑΝイルで同ఆを行うことができる૷置が஀
生した。この૷置はこれまでの微生物同ఆにかかる൥ࡶ
さと時ؒの໰୊を一ؾにղফすることができ、༷ʑな分
野でߴい஫目を集Ίている。本ߘではこのख๏の食品分
野におけるԠ用性とޙࠓのల๬について؆୯にまとΊて
おきたいとࢥう。

̎ɽ�."-%*�50'�.4ʹΑΔಉఆ
ɹɹʙ৯඼෼໺ͷە͸ಉఆՄೳ͔ʁʙ

MAL%Iô5OF MS は質ྔ分ੳ૷置の一つであり、タ
ンύク質なͲをイΦンԽしਅۭνューϒ中をඈ行させ、
質ྔのҧいでඈ行時ؒにࠩが出ることをར用し、物質の
質ྔをܾఆする。2000 年ころから本૷置を用い、微生
物のタンύク質を直઀ղੳするࢼΈが࢝まり、ࠓではە
ମの直઀ղੳにより、ਝ଎に同ఆできるシスςϜがߏங
されている。微生物同ఆ用の MAL%Iô5OF MS は 3 社
からൃചされている。#rVLer からは #io5Zper が、ౡ
௡੡࡞ॴからは A9IMA がൃചされている（ਤ 1）。
#iomerieVx からは 7iteL MS がൃചされているが、機
ॴの࡞本ମはౡ௡੡ث A9IMA と同等のものを使用して
いる。それͧれデータベースにؚまれているەछの਺、
ղੳࡁΈスϖクトル਺が異なっており、データベースに
用いるデータࣗମのߏங๏も異なっている。2013 年現
在、#io5Zper は 2,1�� छ、A9IMA は 2,000 छҎ্がؚ
まれている。7iteL MS はྟচ্、重要なەに特Խして

ਤ �ɹ୅දతͳඍੜ෺ղੳ༻ͷ."-%*�50'�.4
'JHVSF�� ɹ."-%*�50'�.4�GPS�CBDUFSJBM�JEFOUJGJDBUJPO
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おり、関࿈の微生物 �00 छがؚまれている。それͧれ
のەछを同ఆするたΊに、ෳ਺のղੳࡁΈύターンがؚ
まれており、ྫえ͹、ౡ௡の A9IMA が用いている
SARAMIS データベースは、1 छあたり最低ە 1� Ҏ্
のスϖクトルをऔ得しその中からそのەに特༗のピーク
をൈき出して同ఆ用のスϖクトルとしてߏஙしている。

微生物を本૷置で同ఆする際には、その微生物に特༗
のピークύターンがؚまれていることが重要であるが、
ഉଞ性を持たせるたΊ、その微生物の近ԑछのスϖクト
ルデータも必要である。近ԑछのスϖクトルデータが
ೖっていない৔合、スϖクトルが近ࣅしている近ԑछを
、Ҽとなりうるからである。࣮際にݪ同ఆしてしまうޡ
当ࣨڀݚでリスςリアەの同ఆに本૷置を使いͩしたと
ころ、リスςリアە（┐┭┷┸┩┶┭┥ⓤ┱┳┲┳┧┽┸┳┫┩┲┩┷）の近ԑछ

（┐┭┷┸┩┶┭┥ⓤ┭┲┲┳┧┹┥や┐┭┷┸┩┶┭┥ⓤ┷┩┩┰┭┫┩┶┭ なͲ）の一部が ┐┭┷┸┩┶┭┥ⓤ
┱┳┲┳┧┽┸┳┫┩┲┩┷ と同ఆされてしまう໰୊఺がුきூりに
なり、かなりଟくのגەをղੳし、ͲこからͲこまでの
スϖクトルൣғが ┐⓲ⓤ┱┳┲┳┧┽┸┳┫┩┲┩┷ でͲこからが別छで
あるか੔理しなおす必要が生͡た。ਤ 2 にはその時に用
いたスϖクトルデータをࣔすが、リスςリア属の各छの
ピークύターンはۃΊて近いことがわかるとࢥう。この
中からそのछに特異的なピークをந出し、ピークに重Έ
ͮけを行うことで、ਖ਼֬に同ఆできるようにする࡞業が
必要であった。۩ମ的には、リスςリア属の各ەछにつ

いてෳ਺のגەをղੳし、それͧれのەछでまとまった
άループになることを֬ೝޙ、そのάループ（そのछ）
に特༗のピークをଞのەछとൺֱの্、ந出する。ந出
した特༗のピークには、同ఆするときに一கしたとする
スコアをଞのピークに対し重Έͮけを行い、ଞのピーク
より同ఆに用いる際に重要ࢹするようにした。これらの
りฦし、最ऴ的にはきͪΜと同ఆできることを܁業を࡞
ଞの同ఆ๏とൺֱし評価を行うというਐΊ方で行った。

現在ൃചされている各૷置のデータは、ج本的にҩ学
的に重要なەछのデータを中心にߏஙされている 1）。؀
についてはまͩまͩە業的な分野での重要޻、ە༝དྷڥ
データの஝ੵが必要であり、લड़のようにਖ਼֬な同ఆの
たΊには、重要ەの近ԑछについてもデータ஝ੵが必要
であろう。食品分野について言え͹、食中ಟەの同ఆは
΄΅໰୊なくできるとࢥわれるが、同ఆした食中ಟەが
௎಺ەࡉ科܈ەなͲデータベースにްΈがある܈ەҎ֎
ͩった৔合は、その近ԑछをޡ同ఆしている可能性も൱
ఆできͣ、先のリスςリアەのようにূݕが必要かもしれ
ない。また、食品の෗ഊݪҼەは、食品のछྨによりଟذ
にわたる。これらのデータはまͩまͩ஝ੵ్্であると
いうҹ৅がある。そのたΊデータのόージϣンアップが଴
たれるところではあるが、৔合によってはࣗ਎でղੳし
たい܈ەのデータベースをߏஙしてしまった方がૣい。

ਤ �ɹϦεςϦΞଐͷ֤ەछʹ͓͚ΔεϖΫτϧύλʔϯ
'JHVSF�� ɹ."-%*ô50'�.4�TQFDUSB�PG�-JTUFSJB�TQFDJFT
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̏ɽ."-%*ô50'�.4ʹΑΔ株ࣝผ

MAL%Iô5OF MS で分ੳされているە
ମのタンύク質は、΄とΜͲがリϘκーϜ
タンύク質であるとされている。このリϘ
κーϜタンύク質のうͪ、ओ要な਺ेछྨ
がピークとしてݕ出されている。Ͳのピー
クがԿのタンύク質であるかは、分ੳした
ピークύターンからはす͙にわからない
が、ピークがԿのタンύク質に༝དྷするの
かをデータベースにより特ఆし、גのࣝ別
を行うというࢼΈもਐΜでいる 2）。ղੳさ
れているタンύク質をコーυしているҨ఻
でわͣかؒגە、഑ྻのうͪいくつかはࢠ
に異なっており、そのたΊそこから຋༁さ
れるタンύク質も異なった഑ྻを持ってい
る。຋༁ޙのタンύク質のࠩ異はそのまま
ピークのࠩ異として出現する可能性がߴい
たΊ、ؒגで異なるピークの微ົなࠩ異を
。Έであるࢼ別へԠ用しようというࣝג

食品分野では、,ernⓤ┩┸ⓤ┥┰�3）により、ビー
ル෗ഊەである ┐┥┧┸┳┦┥┧┭┰┰┹┷ⓤ┦┶┩┺┭┷ のࣝג
別ྫが報告されている（ਤ 3a）。൴らは、
で異なるピークを全ղੳピーク中かؒגە
らந出し、これをར用することでϒリュー
ϫリー分཭ەそれͧれのࣝ別とڥ؀༝དྷە
との۠別に੒ޭしている。このڀݚの中で
は、෗ഊ能ྗのߴさとピークύターンの関
しているが、それらにはূݕについても܎
関܎が無かったことを報告している（ਤ
3C）3）。

また、#ÖImeⓤ┩┸ⓤ┥┰�4）はೕ੡品༝དྷのԫ色
ϒυ΢ەٿについて MAL%Iô5OF MS を
用いてࣝג別を行い、それらのגの 1�S 
r%NA のԘج഑ྻ結果とൺֱしている。ԫ
色ϒυ΢ەٿの 1�S r%NA はؒגで਺Ԙ
ج ҧ う こ と が ໌ ら か と な っ て い る が、
MAL%Iô5OF MS でもこれらגەのҧい
がピークύターンのҧいとなって表れるこ
とをࣔしており、ղੳしているものは異
なっているが、関࿈性があることを報告し
ている。

ਤ �Bɹ�,FSO ΒʹΑΔ."-%*ô50'�.4を༻͍ͨ ┐⓲ⓤ┦┶┩┺┭┷ ͷ株ࣝผ
݁ՌεϖΫτϧ

� ന͍໼印͸株ʹಛҟతͳϐʔΫをදすɻ
'JHVSF��Bɹ��4JEF�CZ�TJEF�HFM�WJFX�PG� UIF� UXFMWF�."-%*ô50'�.4�

UFTU�TQFDUSB�BDRVJSFE�QFS�TUSBJO��8IJUF�BSSPXT�JOEJDBUF�
TUSBJO�TQFDJGJD�TJHOBMT��（,FSO�┩┸ⓤ┥┰�）

ਤ �Cɹ�,FSO ΒʹΑΔ."-%*ô50'�.4を༻͍ͨ�┐⓲ⓤ┦┶┩┺┭┷ ͷΫϥε
λϦϯά݁Ռ

� �8：Ϗʔϧ෗ഊೳ͕௿͍株ɺ.：Ϗʔϧ෗ഊೳ͕ฏۉతͳ株ɺ
4：Ϗʔϧ෗ഊೳ͕͍ߴ株

'JHVSF��Cɹ�$MVTUFS� BOBMZTJT� PG� UIF�."-%*ô50'�.4� SFGFSFODF�
EBUBCBTF�TQFDUSB�PG�TFWFOUFFOⓤ┐⓲ⓤ┦┶┩┺┭┷�TUSBJOT�XFSF�
DPEFE�BDDPSEJOH� UP� UIFJS�CFFS�TQPJMBHF�QPUFOUJBM��8�
SFGFST�UP�TUSBJOT�TIPXJOH�B�XFBL�TQPJMBHF�QPUFOUJBM
�.�
SFQSFTFOUT�TUSBJOT�XJUI�B�NPEFSBUF�TQPJMBHF�QPUFOUJBM�
BOE�4�JOEJDBUFT�B�TUSPOH�TQPJMBHF�QPUFOUJBM�（,FSO�┩┸ⓤ
┥┰⓲ をҰ෦վม）
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̐ɽ�."-%*ô50'�.4�ʹΑΔ৯඼༗ە֐ͷਝ଎
ग़ݕ

MAL%Iô5OF MS は最もଟいタンύク質がピークと
なって表れてくるという性֨であるたΊ、લഓཆのஈ֊
でબ୒的にあるఔ度、目的ەを૿৩させることができれ
͹、૿ەഓཆӷから直઀、同ఆすることが可能である。

JadIavⓤ┩┸ⓤ┥┰� �）はೕ੡品、νΩンύς、メロンなͲか
ら ┐┭┷┸┩┶┭┥ⓤ┱┳┲┳┧┽┸┳┫┩┲┩┷ をਝ଎にݕ出するたΊのબ୒૿
ഓཆӷから直઀ە૿、討しݕ৚݅をە MAL%Iô5OF 
MS を用いて本ەをݕ出する方๏を֬立している。本๏
では、食品 2�H にબ୒૿ەഓ஍ 22�mM を加え一次૿ە
ӷを直઀ەを行い、この૿ەさらに二次૿、ޙ MAL%Iô
5OF MS にڙすることで同ఆを行っている。一次૿ە
では、┐⓲ⓤ┱┳┲┳┧┽┸┳┫┩┲┩┷ Ҏ֎のەも存在するたΊ、ଟ਺
のピークがݕ出され同ఆまでは行えないが、二次૿ޙە
にはピーク਺が減গし、すなわͪ、二次૿ەによりەが
まれ、同ఆが可能となったことがࣔされているࠐりߜ

（ਤ 4）。൴らは、બ୒૿ەと MAL%Iô5OF MS のซ用
により、最୹ 30 時ؒで同ఆまでが可能であると報告し
ている。

このような使い方には、用いるબ୒૿ەഓཆӷにߴい
બ୒性がٻΊられるが、出ՙ時の生ە਺が低Ίで、૿ە
ഓཆをしても特ఆの܈ەしか૿えないような食品につい
ては、そこまでߴいબ୒性はٻΊられない৔合もあると
考えられる。また、MAL%Iô5OF MS のղੳ結果にӨ
ഓ஍を使用することەす੒分をؚまないબ୒૿΅ٴをڹ
も重要である。૿ەഓཆӷからの直઀同ఆは、これまで
のようにෳ਺のؑ別ഓ஍をܦて同ఆを行う必要がなく、
。によっては਺೔ؒの時ؒ୹ॖが可能であるە

̑ɽऴΘΓʹ

MAL%Iô5OF MS は、同ఆのਫ਼度も年ʑ্がってき
ており、ޙࠓ、食品分野に関܎する܈ەについてもデー
タが஝ੵされ、より同ఆできるەछが૿加することがݟ
まれる。データベースのアップデートが଴てない৔合ࠐ
でも、લड़のように目的とする܈ەについてඪ४גを中
心にスϖクトルデータをऔ得し、データベースをߏஙす
ることでΧスタϚイζが可能であり、食品分野における
෗ഊە֐ة、ەのݕ出管理にはΧスタϚイζしてしまう

ਤ �ɹ�࣍૿ەഓཆޙ（"）ͱ ମͷղੳεϖΫτϧەͷ（#）ޙഓཆە૿࣍�
� （"）ͷϐʔΫύλʔϯΑΓɺ৯඼தʹ ┐┭┷┸┩┶┭┥ⓤଐ͕ࠞەೖ͍ͯ͠Δͱ൑断Ͱ͖ɺ
� （#）ͷϐʔΫύλʔϯΑΓ৯඼தʹ ┐⓲ⓤ┱┳┲┳┧┽┸┳┫┩┲┩┷ ͕ࠞೖ͍ͯ͠Δͱ൑断Ͱ͖Δɻ
'JHVSF��ɹ�$PNQBSJTPO�PG�."-%*ô50'�.4�QSPGJMFT�PG�┐⓲ⓤ┱┳┲┳┧┽┸┳┫┩┲┩┷�TUSBJO�JO�0#-�CSPUI�JO�

QSFTFODF�PG�NJML�BGUFS����I�FOSJDINFOU�（"）
�BOE�BGUFS���I�TFDPOEBSZ�FOSJDINFOU� JO�
#)*�（#）��"�XBT�JEFOUJGJFE�BU�HFOVT�MFWFM�BT�-JTUFSJB�TQFDJFT�BOE�#�XBT�VOBNCJHVPVTMZ�
JEFOUJGJFE�BT�┐┭┷┸┩┶┭┥ⓤ┱┳┲┳┧┽┸┳┫┩┲┩┷ⓤBGUFS�FYQPSUJOH�UP�4"3".*4（+BEIBW�┩┸ⓤ┥┰⓲）�
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のが近ಓかもしれない。また、食品分野で໰୊をҾきى
こすەの管理には、ەの໊લはͲうでもよく、ΉしろͲ
こからࠞೖしたのかが重要であるというέースもଟい。
この৔合、ࡐݪྉや޻৔各ॴからऔれたەとมഊ品なͲ
からऔれたەをいかにਖ਼֬に同ఆするかは必要ではな
く、྆者が同͡ەなのかͲうかという৘報が一番重要で
ある。先にࣝג別へのԠ用ྫを঺հしたが、྆者のղੳ
ύターンをൺֱし、྆者が同͡か൱かਝ଎に൑ఆし、汚
染ݯをߜりࠐΜでいくスクリーχンάに本૷置をར用す
るような使い方は本૷置の特௃を生かした使い方といえ
よう。
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ʰ࠷৽ӫཆ学ʤୈ��൛ʥK ઐ໳ྖҬͷ࠷৽৘ใᴷʱ
Γͨ͋ʹץൃ

ɹInternationaM Life Sciences InstitVte（ILSI）から出൛されているʰPresent ,noXMedHe 
in NVtritionɿ10tI Edition 、ɦいわΏる「P,N10」の೔本ޠ൛をʰ最৽ӫཆ学ʤ第10൛ʥ
ᴷ専門ྖҬの最৽৘報ᴷʱとしてݐቴ社から出൛されました。
ɹ本ॻは、ੈ քのӫཆ学ڀݚ者に最もಡまれている݄ࢽࡶץとされる「NVtrition RevieXs」
をิ׬する目的で 4ʙ� 年に一度出൛されているॻ੶で、「NVtrition RevieXs」とともに、
アメリΧͩけでなくੈքのӫཆ学関࿈のڀݚ者のؒでਓؾのߴいॻ੶に਺えられていま
す。ILSI から出൛されているこの「NVtrition RevieXs」についても 20 年΄Ͳલからץق「ӫ
ཆ学レビュー」としてɹILSI Japan から೔本ޠ൛をฤ集・出൛して参りましたが、この
྆者は、೔本のӫཆ学に関わっているօ༷に必ͣや໾立つものと考えております。
ɹ「P,N」は第 � ൛から೔本ޠ൛のฤ集・出൛を開࢝し、第 � ൛、� ൛、� ൛、9 ൛と出
൛をして参りました。したがって、これで̒࡭目となりましたが、4ʙ� 年ຖに出൛され
たので、最ॳに೔本ޠ൛をץ行してからすでに 2� 年になったわけです。൛を重Ͷる͝と
にท਺が目にݟえて૿加し、ষ立てのςーϚも૿えて、持ͪาくのも大มといった分ްい
ॻ物になってしまいました。しかし、これもӫཆ学のྖҬのڀݚがそれͩけൃలし、ਂく
۷りԼ͛られてきた結果であり、それͩけ「ӫཆ学もਐԽを਱͛ていること」をࣔすもの
とࢥいます。ฤ集にܞわっていると、ことさらにそれを強く感͡させられます。օ༷もӫ
ཆ学の果たす΂きྖҬがஶしくมԽし、ੈքのਓʑの݈߁に対する੹຿も重くなりつつあ
ることを感͡ておられることとࢥいます。
ɹさて、ࠓճの第 10 ൛の಺༰をݟて強く感͡るのは、第 9 ൛のときに৽たなைྲྀとして
出てきたゲϊϛクス、プロςΦϛクス、メタϘロϛクスおよびシスςϜ生物学が、さま͟
まなڀݚ分野で࣮ફされ、それͧれのষにڀݚ੒果として出ていることです。ࠓճ「シス
ςϜ生物学」ͩけでなく、「メタϘロϛクス」としてのষ立ても加わっていますが、すで
にӫཆ学ڀݚのさま͟まな分野で、もはや必ਢのڀݚ方๏になりつつあることをࣔしてい
ることを物ޠっているのͩとࢥいます。ӫཆ学のྖҬにχュートリゲϊϛクスのࢹ఺が色
ೱくೖってきたことです。これからのӫཆ学のൃలにとっても、重要な໾ׂを果たすであ
ろうことをࣔࠦしているとࢥいます。

ʰ࠷৽ӫཆ ʤֶୈ��൛ʥK ઐ໳ྖҬͷ࠷৽৘報ᴷʱൃץʹ͋ͨΓ
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ʰ࠷৽ӫཆ ʤֶୈ��൛ʥK ઐ໳ྖҬͷ࠷৽৘ใᴷʱ

ʤ຋༁؂म者ʥ
ɹɹ໦ଜɹम一ɹɹ東๺大学໊༪ڭत
ɹɹɹɹɹɹɹɹɹ国際生໋科学ڀݚ機ߏ（ILSI Japan）会௕
ɹɹݹ野ɹ७యɹɹ独立行੓๏ਓ国立݈߁・ӫཆڀݚॴ理ࣄ௕ɹҩ学ത࢜

ʤ຋༁ฤ集ҕ員ʥ
ɹɹখ઒ɹՂ޺ɹɹ東ژҩ科ࣃ科大学大学Ӄҩࣃ学૯合ڀݚ科ڭतɹҩ学ത࢜
ɹɹా܂ɹ༗ɹɹɹਓؒ૯合科学大学大学Ӄਓؒ૯合科学ڀݚ科ڭतɹ農学ത࢜
ɹɹɹɹɹɹɹɹɹࣜג会社໌࣏ސ໰
ɹɹۨҪɹ三ઍ෉ɹ東๺大学大学Ӄ農学ڀݚ科ڭतɹ農学ത࢜
ɹɹ෢ాɹӳ二ɹɹಙౡ大学特໋ڭतɹҩ学ത࢜
ɹɹɹɹɹɹɹɹɹಙౡ݈঵会෱ࢱ専門学ߍߍ௕
ɹɹಙཹɹ৴׮ɹɹ社会෱ࢱ๏ਓ੨ࢁཬ会հޢ૯合ηンターかΜ͟き
ɹɹ෬໦ɹږɹɹɹژ౎大学大学Ӄ農学ڀݚ科ڭतɹ農学ത࢜
ɹɹ渡ᬑɹහ໌ɹɹฌݝݿ立大学ڥ؀ਓؒ学部ڭतɹҩ学ത࢜・理学ത࢜

ˎ 本ߘはʰ最৽ӫཆ学ʤ第10൛ʥK 専門ྖҬの最৽৘報ᴷʱの೔本ޠ൛ংを、ࣥච者なら
びにൃ行ݩのݐቴ社のྃ͝ঝを得て、一部࠶࿥したものです。

ʰ࠷৽ӫཆ ʤֶୈ��൛ʥK ઐ໳ྖҬͷ࠷৽৘報ᴷʱൃץʹ͋ͨΓ
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ฏ੒ 2� 年 3 ݄ 1� ೔から 21 ೔まで、中国・߳ߓで第 4� ճコーデックス食品添加物部会（CCFA）が開催された。
議௕として、લճ会合にҾき続き、中国ް生省国家食品安全リスク評価ηンターの௠܅ੴڭतをબ出した。会合に
は、�1 加ໍ国・加ໍ機関および 33 国際団ମから 24� ໊が出੮し、೔本からはް生࿑ಇ省ҩༀ食品ہ食品安全部企
ը৘報՝国際食品ࣨの࿯ݟ学ࣨ௕を代表に、国立ҩༀ品食品Ӵ生ڀݚॴ、農林水産省、国੫ி等から � ໊が参加した。

食品添加物部会は、ҎԼの߲目について合意した。
̍ɽ第 3� ճコーデックス૯会（CAC、� ݄ 14 ೔ʙ1� ೔）に提Ҋされる߲ࣄ

̍） スςップ � または �/� として合意されたҊおよびݪҊ
ɹ・コーデックス食品添加物一ൠ֨ن（(SFA）の添加物使用ج४（ओとしてೕԽࡎ、安ఆࡎ、૿೪ࡎ）Ҋ
ɹ・食品添加物のઁऔྔのシンプルな評価のたΊのΨイυϥインमਖ਼ݪҊ
ɹ・食品添加物の国際番号シスςϜ（INS）のมߋʗ௥加に関するमਖ਼ݪҊ
ɹ・第 �� ճ JECFA 会合の食品添加物の同一性および७度に関するݪ֨نҊ
Ҋࢭ४のഇج設・関࿈ط （̎
ɹ・زつかの食品܈への食品添加物使用ج४
̏） ৽設の࡞業アイςϜ
ɹ・߳ྉ物質の用ޠの表ࣔΨイυϥイン等における不一கのमਖ਼

̎ɽCAC ならびに FAO/WHO 関࿈߲ࣄ
ɹ・食೑関࿈֨نの添加物使用ج४と関࿈する (SFA 食品Χςΰリーのमਖ਼
ɹ・添加物中の添加物（෭次的添加物）の使用に関する討議จॻ
ɹ・JECFA による評価のたΊの食品添加物の優先リストへの௥加ʗมߋの提Ҋ
ɹ・ 優先Խ࡞業の੒果の使用に܎るΦプシϣンおよび JECFA による࠶評価の物質を同ఆするたΊのଞの࣮現可

能なスςップに関する討議จॻ
̏ɽଞのコーデックスҕ員会やタスクϑΥース関࿈߲ࣄ

ɹ・ྨڕ・水産੡品部会（CCFFP）からૹ付された食品添加物৚߲のঝೝ

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � 

ཁɹࢫ

'"0�8)0߹ಉ৯඼ܭ֨نը

ୈ��ճίーσοΫε৯඼ఴՃ෺෦ձใࠂ
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̍ɽ͸じΊʹ

ฏ੒ 2� 年 3 ݄ 1� ೔から 21 ೔まで、中国・߳ߓで第
4� ճコーデックス食品添加物部会（CCFA）が開催さ
れた。議௕として、લճ会合にҾき続き、中国ް生省国
家食品安全リスク評価ηンターの௠܅ੴڭतをબ出し
た。会合には、�1 加ໍ国・加ໍ機関および 33 国際団ମ
から 24� ໊が出੮し、೔本からはް生࿑ಇ省ҩༀ食品
学ࣨ௕を代表ݟ食品安全部企ը৘報՝国際食品ࣨの࿯ہ
に、国立ҩༀ品食品Ӵ生ڀݚॴ、農林水産省、国੫ி等
から � ໊が参加した。

ओな議୊としては、「食品添加物のコーデックス一ൠ
討」、「食品添加物のઁऔྔのシンプݕの（SFA)）֨ن

�4VNNBSZ�
5Ie Codex Committee on Food Additives IeMd its 4�tI Session in HonH ,onH, PeopMes RepVCMic of CIina from 

MarcI 1�tI to 21st, 2014� 5Ie Session Xas attended 24� deMeHates representinH �1 MemCer CoVntries and 33 
MemCer orHani[ations and internationaM orHani[ations� 5Ie sVmmarZ and concMVsions of tIe Session are as foMMoXs�
1 ɽFor adoption CZ tIe 3�tI Session of tIe CAC at Step � or �/�

 5Ie Committee forXarded�
 �  %raft and proposed draft food additive provisions of tIe (eneraM Standard for Food Additives（(SFA） for 

adoption at Step � and �/��
 �  Proposed draft (VideMines for tIe SimpMe EvaMVation of %ietarZ ExposVre to Food Additive（revision of 

CAC/(L 3ô19�9） for adoption at Step �/��
 �  Proposed draft amendments to tIe InternationaM NVmCerinH SZstem for Food Additives for adoption at Step �/�� and
 �  Proposed draft Specifications for tIe IdentitZ and PVritZ of Food Additives for adoption at Step �/��

2 ɽCodex Standard and ReMated 5ext for revocation
 5Ie Committee aHreed to reRVest tIe 3�tI Session of tIe Commission to revoLe�
 �  Food additive provisions of tIe (SFA�

3 ɽFor approvaM as a neX XorL
 5Ie Committee aHreed to�
 �  Prepare a discVssion paper on inconsistent terminoMoHZ reMated to fMavorinHs in tIe (VideMines for tIe 6se 

of FMavorinHs（CAC/(L ��ô200�） and otIer Codex standards�
4 ɽOtIer Matters

  i）5o tIe CAC and FAO/WHO
 5Ie Committee aHreed�
 �  5o continVe XorL on tIe aMiHnment food additives provisions of commoditZ standards and reMevant provisions 

of tIe (SFA XitI a vieX to finaMi[e XorL on tIe meat standards�
 �  5o prepare a discVssion paper on tIe Vse of additives in additives�
 �  5o forXard tIe PrioritZ List of tIe CompoVnds Proposed for EvaMVation to FAO and WHO for tIeir 

foMMoX�Vp� and
 �  5o prepare a discVssion paper on different options for tIe Vse of tIe oVtcomes of tIe prioriti[ation exercise 

and otIer feasiCMe steps to identifZ compoVnds for re�evaMVation CZ JECFA�
 ii） 5o tIe otIer Committee and tasL Forces
 5Ie Committee�
 �  Endorsed tIe food additive provisions forXarded CZ tIe CCFFP�
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ルな評価のたΊのΨイυϥインमਖ਼」、「食品添加物の国
際番号シスςϜ（INS）のมߋʗ௥加に関するमਖ਼」、

「JECFA による評価のたΊの食品添加物の優先リスト
への௥加ʗมߋの提Ҋ」なͲが議論された。なお、本会
合に先立ͪ、3 ݄ 14, 1� ೔には、「コーデックス食品添
加物一ൠ֨ن（(SFA）」の࡞業部会（W(）が開催さ
れた。

部会会合の開会に際し、中国੓෎を代表して、中国国
家Ӵ生・ܭը出産ҕ員会の෭ҕ員௕である%r� 9iaoIonH 
CIen がѫࡰをした。最ॳに、第 4� ճ CCFA を߳ߓで
開催できたことに対して、߳ߓ特別۠の食品ڥ؀Ӵ生ہ
に感ँのࣙをड़΂た。また、FAO、WHO およびコーデッ
クスҕ員会ࣄ຿ہにもँ意を表した。

 

ࣸਅ �ɹୈ �� ճ $$'"ͰѫࡰすΔ%S��$IFO

中国੓෎は、国際的にௐ࿨のとれた食品֨نを࡞੒す
ることにより、ফ費者の݈߁と食品の国際๵қにد༩す
るコーデックス活動に重要性をೝࣝし、国家レベルで
は、科学的な知ݟにͮجいた食品安全੓ࡦを国家Ӵ生・
ը出産ҕ員会が中心となってਪਐしていることを強ௐܭ
した。中国の食品安全֨نは、コーデックスの一ൠ֨ن
と一கしており、国ຽの݈߁をकることにد༩している
とड़΂た。最ޙに、部会参加者全員が߳ߓ特別۠でշద
な時をա͝すことをئった。

部の߁特別۠の代表として、食品݈ߓ߳ %r� WinH�
Man ,o が、߳ߓでは食品安全੓ࡦにコーデックス一ൠ
活用し、9� ˋҎ্の食品を༌ೖに頼ってݶを最大֨ن
いる߳ࢢߓຽの݈߁ҡ持に໾立てているとड़΂た。特に、
200� 年に設立された߳ߓ食品安全ηンターが食品添加
物、汚染物質、動物用ҩༀ品等の安全֬อに重要な໾ׂ
を果たしていることを঺հした。また、ཹ࢒農ༀ੍نも
ըされているこܭ行され、ௐ੡คೕのӫཆ੒分表ࣔがࢪ
とも言ٴした。

̎ɽձٞ֓ཁ

（�）ٞ୊̍ɽٞ୊ͷ࠾୒（$9�'"��������）
CCFA は、ݪҊ௨り議୊Ҋを࠾୒した。また、会ظ

಺ W( として、ҎԼの 3 つの設置をঝೝした。
  i） コーデックス食品֨نの食品添加物と加޻助ࡎの

஋のঝೝ・मਖ਼（議୊ݶ্ 4a）W(（議௕国ɿ߽
州）

 ii） 食品添加物の国際番号シスςϜ（INS）（議୊ �）
W(（議௕国ɿイϥン）

iii） JECFA 評価の優先リスト（議୊ �a）W(（議௕国ɿ
Χφダ）

また、第 3 ೔目のனٳΈには、加޻助ࡎのデータベー
スのઆ໌会が開催されることも告͛られた。

さらに、議୊のݕ討順として、ԼهのようにਐΊるこ
ととした。

3/1� ɹ 1 、2 、3 、�a、4c、4d
3/1� ɹ �a ʵ �I
3/19 ɹ 4a、4C、� 、�C、�C、�a、9 、10
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CR%13（IOFI 提Ҋ）にࡌهされた「߳ྉ物質の使用
のたΊのΨイυϥイン（CAC/(L ��ô200�）」に用いら
れている用ޠとଞのจॻにおける߳ྉ関࿈用ޠの不一க
をमਖ਼する࡞業は、議୊ 10（そのଞの߲ࣄおよびޙࠓ
の࡞業）でݕ討することとした。

（�）�ٞ ୊̎ɽίʔσοΫε૯ձ͓Αͼͦͷଞͷ෦ձ͔
Βͷ෇ୗ（��������"'�9$）߲ࣄ

1） 第 33 ճྨڕ・水産੡品部会（CCFFP）からの要੥
߲ࣄ

ᶃ ɹᗉ੡ڕ、߳味ᗉ੡ڕおよびס૩ᗉ੡ڕに関する食
品֨ن（CO%E9 S5AN 311ô2013）において、ᗉ
੡ڕではञੴྨࢎの使用のٕज़的ଥ当性はないこ
と、イιアスコルビンࢎの໊শを CCFA よりਪ঑
されたΤリιルビンࢎφトリ΢Ϝ（INS 31�）の໊
শに置き׵えること、ম੒デΩストリン（INS 
1400 ）およびポリιルベート �0（INS 433）の添
加物৚߲を߳ྉ物質の使用に関するΨイυϥイン

（CACô(L ��ô200�）の参রにมߋすることに合意
した。

ᶄ ɹ食用੨色 1 号の使用に関してٕज़的ଥ当性がない
たΊ、(SFA のᗉ੡ڕの食品Χςΰリー（09�2��）
から࡟আすることに合意した。

ᶅ ɹまた、関࿈するྨڕ・水産੡品の食品֨نに関す
る添加物৚߲のมߋについても合意した。

2） 第 3� ճӫཆ・特घ用్食品部会（CCNFS%6）か
らの要੥߲ࣄ

ᶃ ɹௐ੡คೕおよびೕࣇ用特घҩྍ食品に関する食品
ن （֨CO%E9 S5AN �2ô19�1）における஫ऍ ��「食
品֨نでنఆされたφトリ΢Ϝ、Χルシ΢Ϝおよび
Χリ΢Ϝのݶ度஋Ҏ಺での୯独またはෳ合使用」の
ద用ൣғを、A%I を਺஋でࣔされた添加物ならびに
(MP で使用されるす΂ての関࿈する添加物৚߲に
ద用することとした。

ᶄ ɹまた、٧؈したೕࣇ食品֨ن（CO%E9 S5AN 
�3�19�1）でద用されている添加物のφトリ΢Ϝݶ
度஋をೕࣇおよびখࣇのたΊの加ྨࠄ޻ベース食品
にもద用すること（CO%E9 S5AN �4ô19�1）֨ن
に合意した。

3） コーデックスࣄ຿ہより提Ҋされた (SFA の஫ऍに
Έられる不一கのमਖ਼

(SFA に付けられた஫ऍは、ҎԼのように分ྨされる。

  i） ऩࡌされた最大使用ج४஋をさらにݶఆする஫ऍ
ii） ऩࡌされた最大使用ج४஋のྫ֎を特ఆする஫ऍ
iii） ڐ༰された添加物の使用を特ఆする஫ऍ
iv） 特ఆの食品における添加物の使用をআ֎する஫ऍ
 v） そのଞの஫ऍ
CCFA は、ࣄ຿ہより提Ҋされたฤ集্の不一கの

मਖ਼に合意し、さらに、࡞業をਐΊることをࣄ຿ہに要
੥した。

（�）�ٞ ୊̏ɽ'"0�8)0͓Αͼୈ �� ճ '"0�8)0߹
ಉ৯඼ఴՃ෺ઐ໳Ոձٞ（+&$'"）͔Βͷؔ৺ࣄ
߲（$9�'"��������）

1）出൛物
ᶃ ɹ 第 �� ճ JECFA の レ ポ ー ト、WHO 5ecInicaM 

Report Series No� 9�3, 2013 およびಟ性学Ϟϊάϥ
ϑ、WHO Food Additive Series No� ��, 2013 は
WHO の JECFA 出൛物 XeCsite にެ表されている。

ᶄ ɹ添加物֨نϞϊάϥϑ、FAO JECFA MonoHrapI 
14, 2013 は FAO の JECFA XeCsite にެ表されて
いる。

ᶅ ɹ食品添加物の全ての֨نは、Φンϥインฤ集でき
るデータベースにऩࡌされており、߳ྉの֨نも
近ʑにެ表される。

また、JECFA より、食品および農業分野におہ຿ࣄ
けるφϊٕज़のリスク評価とリスク分ੳに関する֓گ

（JVMZ 2013） の よ う な ٕ ज़ レ ポ ー ト も FAO お よ び
WHO の XeCsite にެ表されていることが報告された。
等ߋ༰一೔ઁऔྔ（A%I）の設ఆ・มڐ（2

ᶃɹアυόンςーϜ
ᶄɹάルコアϛϥーθ（食用߬ૉ）
ᶅɹΨϜロジンάリηロールΤスςル
ᶆɹトール༉ロジンάリηロールΤスςル
ᶇɹトール༉΢ッυロジンάリηロールΤスςル
ᶈɹφイシン
ᶉɹΦクςχルコϋクࢎम০アϥビアΨϜ

（�）�ٞ ୊̐BɽίʔσοΫε֨نʹ͓͚Δ৯඼ఴՃ෺͓
ΑͼՃ޻ॿࡎͷ࠷େج༺࢖४஋ͷঝೝ・վగ（$9�
'"��������
�$3%��）

߽州が本 W( の議௕国として、ྨڕ・水産੡品部会
（CCFFP）からの要੥を受けた W( におけるڠ議結果
を঺հし、CCFA のঝೝ・ק告を提Ҋし、合意された
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（議୊̎ô1）参র）。

（�）�ٞ ୊̐Cɽݸผ৯඼֨نͷ৯඼ఴՃ෺৚߲ͱ(4'"
ͷؔ࿈৚߲ͷ੔߹をͱΔͨΊͷ൑断थͷద༻（$9�
'"��������
�$3%��
��
���
���）

લճ会合までに、本議୊に関して、食品添加物使用ج
४において (SFA がコーデックスにおける།一の対৅
物とするたΊに൑断थのద用を支持すること、ݸ別食品
は使用できる添加物৚߲を減গさせるਖ਼当なٕज़的֨ن
理༝があれ͹可能なݶり (SFA の関࿈৚߲として஫ऍ
で対Ԡすることが合意されてきた。

� つの食೑関࿈֨نの添加物৚߲について、൑断थを
用いたݕ討により、関࿈する (SFA の添加物৚߲をम
ਖ਼することに合意した。ޙࠓ、ϒイϤン・コンιメ੡品、
νϣコレート・ココア੡品の食品֨نへのద用をਤり、
必要な൑断थのमਖ਼等を議論することとした。さらに、
加޻果࣮・野ࡊ部会（CCPF7）からの֨ن٦ྨ׷٧؈や
加޻トϚト֨ن等についてもݕ討を࢝Ίることとした。

（�）�ٞ ୊̐Dɽ৯඼ఴՃ෺ͷઁऔྔͷධՁͷͨΊͷΨΠ
υϥΠϯͷվఆ（$9�'"��������
�"EE��
��
�$3%�
�
���
���
���
���）

લʑճの会合にて、食品添加物のઁऔྔの؆୯な評価
のたΊのΨイυϥイン（CAC/(L 3�19�9）のվఆ࡞業
が合意され、ϒϥジルを議௕国とするిࢠ W( が設置
された。CCFA は、このΨイυϥインは、食品のઁऔ
ྔに関してݶられた৘報しか得られない్্国において
は༗用なものであるとして、FAO/WHO 食品中のԽ学
物質リスク評価のݪଇとख๏（EHC 240）を参考にし
てվఆ࡞業を行ってきた。

ࢠి W( にて、理論最大一೔ઁऔྔ（5M%I）やਪఆ
一೔ઁऔ （ྔE%I）による๫࿐ྔ評価ख๏にݕ討を加え、
ઁऔྔ評価を優先的に行う添加物のクϥイςリアについ
て合意がなされた。本会合では、ߴ๫࿐対৅者へのਪఆ
方๏について意ݟがަわされ、最ऴ的に、第 3� ճ CAC
૯会へスςップ �/� で࠾୒を付議することとした。

（�）�ٞ ୊̐Eɽબ୒͞Εͨ৯඼ఴՃ෺ͷ঎࢖ۀ༻ʹؔす
Δ৘ใ（$-��������'"�1BSU�#
�QPJOU�� ΁ͷճ౴）
（$9�'"��������）

コーデックスࣄ຿ہより、ࢢ৔に出ている食品添加物
のうͪ、いくつかの添加物は੒分֨نがఆΊられていな

いものがあることが報告された。ࢦఠされた � つの添加
物の֨نを JECFA で設ఆするたΊに、৘報を提ڙする
ことが要੥された。

（�）ٞ୊̑BʙI
議୊̑aɽ (SFA の表 3 にنఆされているೕԽࡎ、安ఆ

の表ࡎ೪૿、ࡎ 1 および表 2 における食品添
加物৚߲ʵ第 4� ճからの持ͪӽし（C9/FA 
14/4�/�, CR% 2）

議୊̑Cɽ (SFA の表 3 にنఆされている食品添加物ɿ
（i）「pH ௐ੔ࡎ」、（ii）「ೕԽࡎ、安ఆࡎ、૿
೪ࡎ」、「ண色ྉ」、「؁味ྉ」Ҏ֎の用్のあ
るそのଞの表 3 にنఆされている食品添加物
の表 1 および表 2 における食品添加物৚߲

（C9/FA 14/4�/9, CR% 2）
議୊̑cɽ 食品分ྨ 14�2�3「ϒυ΢ञ」およびそのサϒ

Χςΰリーにおける食品添加物৚߲（C9/FA 
14/4�/10, CR% 2）

議୊̑dɽ 食品分ྨ 01�1�1「ೕおよびόターϛルク（プ
レーン）」およびそのサϒΧςΰリーならびに
食品分ྨ 01�1�2「ண߳およびʗまたはൃ߬ೕ
ҿྉ（ྫえ͹、νϣコレートϛルク、ココア、
Τッάϊッά、Ϥーάルトҿྉ、ϗΤイҿ
ྉ）」のղઆจおよび食品添加物৚߲（C9/
FA 14/4�/11, CR% 2）

議୊̑eɽ 食品分ྨ 1��0「ௐ理ࡁΈ食品」の৽ن食品添
加物৚߲のొ࿥およびط存の食品添加物৚߲
のվగをؚΉ৽ن添加物৚߲のొ࿥のק告

（CL 2012/��FA Part #, point 9 および 10 へ
のճ౴にͮجく）（C9/FA 14/4�/12, CR% 2）

議୊̑fɽ 食品分ྨ 0��0「家ۑ೑およびྌௗ्೑をؚΉ
食೑および食೑੡品」におけるφイシン（INS 
234） の 食 品 添 加 物 ৚ ߲ の 提 Ҋ（C9/FA 
14/4�/13, CR% 2）

議୊̑Hɽ બ୒された؁味ྉの食品添加物৚߲への஫ऍ
1�1 の 使 用 に 関 す る 討 議 จ ॻ（C9/FA 
14/4�/14, CR% 2）

議୊̑Iɽ 食品添加物৚߲の৽نʗվగの提Ҋ（CL 
2013/�ôFA Part #, point � へのճ౴）（C9/
FA 14/4�/1�, CR% 2）

本会合のલ、3/14ʙ1� に開催された (SFAW( の議
௕を຿Ίた米国代表から W( の報告ॻである CR%2 に
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Ԋって、W( で合意された 11 のק告、議୊̑a、̑ C（i）、
̑c および̑H に関する報告がなされた。時ؒ的੍໿に
より、W( では、議୊̑C（ii）、̑d、̑e および̑f に
ついては合意が得られなかったことも報告した。

議୊̑I については、コーデックスࣄ຿ہより、৽نʗ
վగの添加物৚߲に関する৘報をऩ集するճ付จॻを࡞
੒し、次ճの W( でݕ討することを提Ҋがなされた。

議୊̑a、̑C（i）、̑e および̑f については、W(
からのק告にԊってݕ討がなされ、΄΅ק告௨り合意さ
れた。

議୊̑c に関してはଟくの添加物৚߲がঝೝされた
が、一部の添加物৚߲について௥加৘報の提ڙがٻΊら
れた。CCFA は、「ϒυ΢ञ」、食品Χςΰリー14��3 お
よびそのサϒΧςΰリーにおける添加物の使用ྔをௐࠪ
しݕ討するたΊに、৽たなిࢠ W(（࠲௕国ɿϑϥンス）
を設置し、έースόイέースで議論することとした。（i）

の機能を༗する「ࡎ೪૿、ࡎ安ఆ、ࡎೕԽ」、「味ྉࢎ」
添加物৚߲については現在のスςップにとͲΊて、次ճ
の会合でݕ討する。（ii）「ࢎ味ྉ」、「ೕԽࡎ、安ఆࡎ、
૿೪ࡎ」Ҏ֎の機能を༗する添加物৚߲については、次
ճ会合までに৘報をまとΊることとする。（iii）「ϒυ
΢ञ」における৽たな添加物৚߲についても次ճまでに
৘報をऩ集する。

議୊̑d に関しては、χュージーϥンυを議௕国とす
るిࢠ W( を設置し、食品分ྨ 01�1「ೕおよびೕ関࿈

ҿྉ」およびそのサϒΧςΰリーにおけるଥ当なೕ関࿈
ҿྉに関するߋなる৘報ऩ集を行い、添加物৚߲につい
ても次ճ会合でݕ討することとした。

議୊̑H については、一部の「؁味ྉ」の添加物৚߲
についている஫ऍ 1�1 をऔりআくことには、΄΅合意
がݟられたが、代ସの஫ऍҊについては合意が得られな
かった。そこで、ӳ国を議௕国とする৽たなిࢠ W(
を設置し、஫ऍҊ「CAC/(L 23ô199� のΨイυϥイン
で࠭౶無添加とఆٛされたΧロリー低減Խ食品にのΈ使
用可能」について、Ͳのようなղऍができるかをݕ討す
ることとした。

（�）�ٞ ୊̒ɽ৯඼ఴՃ෺ͷࡍࠃ൪߸γεςϜͷมߋʗ
௥ՃʹؔすΔఏҊ（$9�'"���������
�$3%��）

会ظ಺ W( 議௕のイϥンが W( でのݕ討結果を報告
し、4 ݅の提言が࠾୒され、次ճ CAC ૯会に付議され
ることとなった。

（��）�ٞ ୊̓Bɽୈ �� ճ +&$'" ձٞͷ৯඼ఴՃ෺ͷಉ
Ұੑ͓Αͼ७౓ʹؔすΔ（���������"'�9$）֨ن

JECFA より、第ہ຿ࣄ �� ճ JECFA 会議でݕ討され
た 23 の食品添加物֨نについて報告があり、そのうͪ
11 のϑル֨نについて次ճ CAC ૯会に付議することと
した。
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（��） ٞ ୊̓CɽఴՃ෺தͷఴՃ෺（෭࣍తఴՃ෺）ͷ
すΔ౼ٞจॻ（$9�'"���������）ؔʹ༺࢖

討議จॻを࡞੒した E6 より、討議จॻの঺հがなさ
れた。CCFA は、෭次的添加物についてのݪଇʗ分ྨ
についてより໌֬にఆٛすることを要ٻし、E6 を議௕
国とするిࢠ W( でݕ討を加えることとした。

（��） ٞ ୊̔Bɽ+&$'" ʹΑΔධՁͷͨΊͷ৯඼ఴՃ෺
ͷ༏ઌϦετ΁ͷ௥Ճ͓ΑͼมߋͷఏҊ（$9�'"�
��������
�$3%��）

会ظ಺ W( 議௕であるΧφダから、W( でのݕ討結
果を঺հし、部会は W( の提言をঝೝした。

（��） ٞ ୊̔Cɽ༏ઌԽۀ࡞ͷ੒Ռͷ܎ʹ༺࢖ΔΦϓγϣ
ϯ͓Αͼ +&$'" ʹΑΔ࠶ධՁͷ෺࣭をಉఆすΔ
ͨΊͷଞͷ࣮ݱՄೳͳεςοϓʹؔすΔ౼ٞจॻ
（$9�'"���������）

討議จॻを࡞੒したΧφダから、討議จॻにؚまれて
いる � つの提言が঺հされた。JECFA より、評ہ຿ࣄ
価のたΊの優先リストを࡞੒するときに、৽ن評価࿮と
評価࿮とを設けることが提Ҋされた。部会は、લճ会࠶
合で合意されたண色ྉに関する࠶評価の優先リストをଚ
重し、্位 2 品目（食用੺色 40 号、食用ԫ色 4 号）の
。で合意した޲せる方ࡌ評価を次ճの優先リストに࠶

（��） ٞ ୊̕ɽͦͷଞͷ͓߲ࣄΑͼޙࠓͷۀ࡞
国際߳ྉ੡଄ڠ会（IOFI）が CR%13 でࢦఠしたコー

デックスن （֨CO%E9 S5AN 10�ô19�1, CO%E9 S5AN 
1ô19��）で使用している߳ྉの表ࣔに関する用ޠと、
߳ྉの使用のたΊのΨイυϥイン（CAC/(L ��ô200�）で
ఆٛされている用ޠとのؒに不一கがΈられることに関
して、米国を中心として討議จॻを࡞੒することとした。

（��）ٞ୊ ��ɽ࣍ճձ߹ͷ日ఔ͓Αͼ։࠵஍
第 4� ճ CCFA は、ฏ੒ 2� 年 3 ݄ 23 ೔ʙ2� ೔に中国

で開催されるが、開催౎ࢢについては、ޙ೔ެ表される。

19�9 年ɹ東ژ大学大学Ӄༀ学ڀݚܥ科ത࢜՝ఔɹमྃ

19�9 年ɹ米国国立がΜڀݚॴポストυクター

19�2 年ɹ東ژ౎࿝ਓ૯合ڀݚॴ٬員ڀݚ員

19�� 年ɹ味のૉࣜג会社中ԝڀݚॴ

199� 年ɹྗڠࡁܦ開ൃ機ߏ科学ٕज़産業ہ

199� 年ɹ味のૉࣜג会社品質อূ部

200� 年ɹ೔本食品添加物ڠ会

2013 年ɹILSI Japan 次௕ہ຿ࣄ

ུྺ
ฏ઒ɹ஧（ͻΒ͔Θɹͨͩ͠）ༀֶത࢜

'"0�8)0߹ಉ৯඼ܭ֨نը　ୈ��ճίʔσοΫε৯඼ఴՃ෺෦会報ࠂ

Πϧγʔ No.118  (2014.8)  ― ��



3FQPSU�PG�UIF��UI�4FTTJPO�PG�UIF�$PEFY�$PNNJUUFF�PO�
$POUBNJOBOUT�JO�'PPET

ོ࢘　ޱࢁ
*-4*�+BQBO ௕ہ຿ࣄ

3:6+*�:"."(6$)*
�1I�%�
&YFDVUJWF�%JSFDUPS

*-4*�+BQBO

ฏ੒ 2� 年 3 ݄ 31 ೔から 4 ݄ 4 ೔まで、Φϥンダ、デン・ϋーάで第 � ճコーデックス汚染物質部会（CCCF）
会合が開催された。議௕として、Ms� WieLe 5asがॳΊてબ出された。会合には、�4加ໍ国、1メンόー組織（E6）、
および 12 加ໍ組織・国際団ମから 210 ໊強の参加者が出੮し、೔本からは農林水産省ސ໰ాࢁ༑ࢯࢠلを代表に、
ް生࿑ಇ省、಺ֳ෎、国立ҩༀ品食品Ӵ生ڀݚॴから、૯੎ 9 ໊が参加した。

汚染物質部会は、ҎԼの߲目について合意した。
1）スςップ � または �/� として合意されたҊおよびݪҊ
ɹ⿠ೕࣇ用ௐ੡ೕ、ҩྍ用ௐ੔ೕ（ೕ༮ࣇ、ϑΥローアップϛルク用）のԖの最大ج४஋ݪҊ
ɹ⿠ਫ਼米中の無機ώૉの最大ج४஋ݪҊ
ɹ⿠ト΢Ϟロコシおよびト΢Ϟロコシ੡品中のϑϞχシンの最大ج४஋ݪҊおよび関࿈するサンプリンάプϥン
ɹ⿠ ιルΨϜ中のアϑϥトΩシンྨおよびΦクϥトΩシン A 汚染の๷ࢭおよび低減に関する付属ॻݪҊ（ࠄ物の

かびಟによる汚染の๷ࢭおよび低減に関する࣮ൣنࢪ（CAC/RCP�1ô2003）
ɹ⿠食品およびࣂྉ中のピロリジジンアルΧロイυ汚染の๷ࢭおよび低減のたΊのࡶ૲๷আに関する࣮ݪൣنࢪҊ
ɹ⿠ 食品およびࣂྉ中の汚染物質およびಟૉに関する一ൠن （֨CO%E9 S5AN 193ô199�）のΤデΟトリアルなमਖ਼
2）৽࡞ن業
ɹ⿠コメのώૉ汚染の๷ࢭおよび低減に関する࣮࡞ൣنࢪ੒
ɹ⿠ࠄ物のかびಟによる汚染の๷ࢭおよび低減に関する࣮ൣنࢪのमਖ਼
ɹ⿠ 直઀ফ費用（readZ�to�eat）མՖ生の૯アϑϥトΩシンに関する最大ج४஋および関࿈するサンプリンάプϥ

ンの࡞੒
ɹ⿠νϣコレートおよびココア༝དྷ੡品のΧυϛ΢Ϝに関する最大ج४஋
ࢭ४ഇن（3
ɹ⿠ 食品およびࣂྉ中の汚染物質およびಟૉに関する一ൠ֨ن（(SC5FF）におけるೕ༮ࣇௐ੔ೕ中のԖの最大

ࢭ४஋（0�02 mH/LH）のഇج
4）CAC 関࿈߲ࣄ
ɹ⿠ ೤ଳ・ѥ೤ଳ性果࣮（果ൽも食すもの）、೤ଳ・ѥ೤ଳ性果࣮（果ൽは食さないもの）、٦ྨ׷、φシঢ়果ྨ、

֩果ྨ、ྡྷྨܪ、༿ྨࡊ、մྨܪ、二次ೕ੡品のԖの現ࠓ最大ج४஋のҡ持と、ならびに次ճ部会で、そのଞ
ϑルーツ、野ྨࡊにおけるԖの最大ج४஋の討議継続

ཁɹࢫ

'"0�8)0߹ಉ৯඼ܭ֨نը

ୈ�ճίーσοΫεԚછ෺࣭෦ձใࠂ

��―Πϧγʔ No.118  (2014.8)

'"0�8)0߹ಉ৯඼ܭ֨نը　ୈ�ճίʔσοΫεԚછ෺࣭෦会報ࠂ



̍ɽ͸じΊʹ

ฏ੒2�年3݄31೔から4݄4೔まで、デン・ϋーά（Φ
ϥンダ）で第 � ճコーデックス汚染物質部会（Joint 
FAO/WHO Codex Committee on Contaminants in Foodsɿ
CCCF とུশ）会合が開催された。議௕は本年から、Φ
ϥンダの Ms� WieLe 5AS（CIair of CCCF, MinistrZ of 
Economic Affairs, AnimaM AHri CIains and AnimaM WeMfare 
%epartment, tIe NetIerMands）が຿Ίた。会合には、�4
加ໍ国および 9 加ໍ組織・国際団ମから 210 ໊強の参
加者が出੮し、೔本からは農林水産省ސ໰ాࢁ༑ࢯࢠل
を代表に、ް生࿑ಇ省、಺ֳ෎食品安全ҕ員会、国立ҩ
ༀ品食品Ӵ生ڀݚॴから૯੎ 9 ໊が参加した。ओな議୊
として、「特ఆ食品中のԖならびにコメ中のώૉの最大
ྉ中の汚染物質およびಟૉにࣂ४஋Ҋ」、「食品およびج
関するコーデックス一ൠ֨نमਖ਼Ҋ」、「ࠄ物やココア中
のかびಟ汚染の๷ࢭ、低減のたΊの࣮ൣنࢪ」なͲがݕ
討された。

部会会合の開会として、%r� Hans HooHeveen（%irector 
(eneraM of AHricVMtVre of tIe NetIerMand）が、全ての
メンόー国代表、N(O 代表、FAO、WHO、コーデッ

クスࣄ຿ہに対して、第 � ճ CCCF をϗーϜベースで
あるϋーάにて開催できることに対し感ँを表໌。続い
てԼه � ఺についてઆ໌した。

ᶃ   Φϥンダは、ੈքレベルの食品੡଄国であり、ੈ
ք第 2 位の農業੡品の༌出国である。重要な知ࣝ
とݧܦを݉Ͷඋえると同時にޮ཰的なࣄ業をਐΊ
ている。

ᶄ   20�0 年にはੈքのਓ口は 90 ԯਓにୡしようとし
ており、その಺、ະͩに 10 ԯਓはۭෲঢ়ଶで৸চ
についている。したがって、農産物の開ൃと、よ
り安全で݈߁的な食品を考えなけれ͹ならない。
食品安全のվྑ、ώトならびに動物の݈߁を管理
することは重要である。

ᶅ   ফ費者から食品安全シスςϜに関する৴用や੔合
性を得るうえで第一に੹೚があるのは企業である。
しかしながら、੓෎は、そのシスςϜを管理し、
。する੹೚がある࡯ࠪ

ᶆ   全食品のおよそ 30 ˋҎ্が無ବにされていると
FAO が最近、ࢉࢼし、報告にまとΊた。2012 年
に FAO ௕׭は、もしੈք的に食品ロスが 2� ˋ減
গさせることができれ͹、� ԯਓに食ઁࣄऔさせる

ɹ⿠ݰ米中のώૉの最大ج४஋Ҋを次の部会までにݕ討、コメントのたΊのमਖ਼提Ҋ
ɹ⿠ ࠄ物およびݪྨࠄྉ食品中のデΦΩシχόレϊール（%ON）の最大ج४஋ݪҊ（関࿈するサンプリンάプϥン）

のスςップ � のҡ持とアηνル %ON への %ON 最大ج४஋のద用֦大を৘報ೖखまでϗールυする
ɹ⿠JECFA 評価における汚染物質およびࣗ然ಟの優先リストのঝೝ
�）コーデックスҕ員会、タスクϑΥース関࿈߲ࣄ
ɹCCFO（༉ࢷ部会）
ɹ⿠ Φリーϒ・ߜりかす༉のن४（CO%E9 S5AN 33ô19�1）にあるϋロゲンԽ༹ഔのレベルを (SC5FF にҠ行

させないこと、CCFO に対し、ڥ؀汚染に関する௥加৘報がೖखできるようになるまで CO%E9 S5AN 33ô
19�1 のレベルҡ持のਪ঑を合意

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � 
�4VNNBSZ�

5Ie Codex Committee on Contaminants in Foods （CCCF）IeMd its �tI Session in 5Ie HaHVe, 5Ie NetIerMands,  
from MarcI 31st to ApriM 4tI, 2014, at tIe Lind invitation of tIe (overnment of tIe NetIerMand�  5Ie Session Xas 
attended CZ 21� deMeHates representinH �4 MemCer CoVntries, one MemCer OrHani[ation and 12 internationaM 
orHani[ations�  Ms� WieLe 5as, CIair of CCCF, MinistrZ of Economic Affairs, AnimaM AHri CIains and AnimaM 
WeMfare %epartment, tIe NetIerMands, cIaired tIe meetinH as Ier first time�  Main items Xere “MaximVm LeveMs 
for Lead in seMected commodities, and for Arsenic in Rice ” , “Amendments to Codex (eneraM Standard for 
contaminants and 5oxins in Food and Feed” and “Code of Practice for tIe prevention and redVction of mZcotoxin 
contamination in cereaMs and cocoa”
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ことが可能となる、と強ௐした。
ᶇ   コーデックスܭըのओ要活動は、データऩ集、੓

෎に対する੓ࡦ助言や能ྗ開ൃ、そして国際ج४
のࡦఆである。食品安全に対するج४団ମとして、
CAC は、本ܭըの目的に౸ୡするたΊのओ要な໾
ׂを果たしている。

最ޙに、本ϫークਪਐのたΊ参加していることに感ँ
をࣔした。

CCCF は欧州ҕ員会とその加ໍ国の会合での意ݟ表໌
に関して、CR%1 にࡌهされている௨り、コーデックスن
ଇᶘ、ύϥάϥϑ � にैって行われることを言ٴした。

̎ɽձٞ֓ཁ

会合の֓要は、ҎԼの௨り。なお、本会議での CR%、
報告ॻはطにԼهサイトにࡌܝされている。

ftp�//ftp�fao�orH/codex/meetinHs/cccf/cccf�

（�）ٞ୊ �ɽٞ୊ͷ࠾୒（$9�$'�������）
議୊に関してमਖ਼なしを֬ೝ。Լهの会ظ಺࡞業ά

ループ会議を開催。
⿠ JECFA プϥイΦリςΟーリスト（議௕ɿ米国、4

݄ 1 ೔（Ր）ன食時）
ɹɹԼه順番での討議を֬ೝ。
ɹɹ 議୊ 1, 2, 3, 4, �, �, 13, �, �, 10, 9, 14, 1�, 11, 12, 

1�, 1�, 1�, 19, 20, 21, 22

（�）�ٞ ୊ �ɽ$"$ ૯ձ͓Αͼͦͷଞͷ෦ձʗλεΫ
ϑΥʔε͔Βͷ෇ୗ（�������'$�9$）߲ࣄ

1）CAC ૯会にて、ࡢ年の CCCF 提Ҋについて
Լه 2 つの࣮ൣنࢪをঝೝ。
⿠ ココア中のΦクϥトΩシン A 汚染の๷ࢭおよび低

減に関する࣮ൣنࢪ
⿠ ΩϟッサόおよびΩϟッサό੡品中の੨ྔؚࢎ低減

のたΊの࣮ൣنࢪ
2） 分ੳ・サンプリンά๏部会（CCMAS）に対する要੥
 ɹલճ、デΦΩシχόレϊール（%ON）の分ੳ方๏の
ύϑΥーϚンスج४について、CCMAS の助言を要੥。
CCMAS は、CCCF が独ࣗにج४とサンプリンάプϥ
ン࡞੒をす΂きであるとճ౴。

（�）�ٞ ୊ �ɽ'"0͓Αͼ8)0（+&$'" をؚΉ）͔Β
ͷؔ৺（�������'$�9$）߲ࣄ

1）JECFA 活動について
 ɹ第 �� ճ JECFA 会議（2013 年 � ݄開催）ɿココア、
ならびにココア੡品からのΧυϛ΢Ϝの๫࿐評価が行わ
れた。

ᶃ   (EMS/Food プロάϥϜによるࢉ出では、࢑ఆ଱
༰݄ؒઁऔྔ（P5MI）2� ЖH/LH ମ重の 0�02ʙ1�� 
ˋ૬当分のઁऔ。

ᶄ   国家データをجにࢉ出すると P5MI の 0�004ʙ1�� 
ˋ૬当分のઁऔ。

ᶅ   ココアならびにココア੡品のઁߴऔ者の૯Χυϛ
΢Ϝ食ࣄ๫࿐ྔは、ݒ೦されるレベルに無いこと
を結論付けた。

本報告は、Լهサイトでೖख可能である。
Ittp�//apps�XIo�int/iris/Citstream/10���/9�3��/1/ 

9��9241209�30@enH�pdf
 ɹなお、2014 年には汚染物質に関する JECFA 会議は、
。のところ༧ఆされていないࠓ
2）FAO/WHO 活動について

ᶃ   コーデックス৴ୗج金ʗιルΨϜ中のかびಟプロ
ジェクト

ɹ ɹΤνΦピア、スーダン、Ϛリ、ϒルΩφϑΝιの
4 つのओ要ιルΨϜ生産、༌ೖ国におけるιルΨϜ
中のかびಟのタイプやレベル評価をコーデックス৴
ୗج金のサポートを受け࣮2。ࢪ 万݅Ҏ্のݕମを
分ੳし、��0 のཅ性結果を得た。ओ要なかびಟは、
アϑϥトΩシン、ϑϞχシン、スςリάϚトシスν
ンであった。ݕ出されたそのଞのかびಟについては、
JECFA にリスク評価を依頼。

ᶄ サンプリンάプϥンについて
ɹi）  FAO かびಟサンプリンάプϥンɿ৽ڵ国に対

し、かびಟの๷ࢭ、管理ツールを開ൃ
   ii）  FAO/WHO ώスタϛンサンプリンάプϥンɿώス

タϛンݕ出ツールの開ൃ
ᶅ 動物ࣂྉリスク評価ϫークシϣップ
ɹ ɹࣂྉ中のԽ学物質の安全性にয఺を当てたϫーク

シϣップをϢトレώト（Φϥンダ）にて 2013 年 10
݄に開催。

ᶆ   ஍ڥ؀ٿϞχタリンάシスςϜʗ食品汚染Ϟχタ
リンάプロάϥϜ（(EMS/Food ProHram）

 ɹFAO/WHO は、メンόー国に対しデータベースॆ࣮の
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たΊ、各国における分ੳデータの提ڙをݺびかけた。

（�）�ٞ ୊ �ɽͦͷଞͷ͔ؔػࡍࠃΒͷؔ৺9$）߲ࣄ�
$'�������）

国際ྗࢠݪ機関（IAEA）の代表が、FAO/IAEA ݪ
。について঺հ（هԼ）ज़部門合同の活動ٕྗࢠ
1） 持続的な食品安全のたΊ、ٕྗࢠݪज़の使用に関す

る能ྗ強Խを継続。
2） 食品や水における์ࣹ性֩छの国際ج४と各国のج

४との大きなဃ཭が無いことを֬ೝ。しかしながら、
コーデックスΨイυϥインをద用するにあたりٕज़
的にղܾす΂きԼهポイントを঺հ。

ᶃ   食品生産のͲのஈ֊にΨイυϥインレベル（(Ls）
をద用するか

ᶄ ໰୊ൃ生ޙのద用ؒظ
ᶅ 食品中の分ੳ方๏として国際的に༗ޮな方๏
ᶆ サンプリンάプϥンの開ൃ

3） 食品ݯىを立ূする同位ମや関࿈分ੳٕज़を用いた
૯合的食品安全と管理シスςϜの࣮ࢪへの支援。

4） 2014 年 11 ݄ 10 ೔ʙ13 ೔、Φーストリアにて食品
安全と品質に関する国際シンポジ΢Ϝ開催。

 ɹ部会は、্ه 4 ఺（ᶃʙᶆ）のਪਐに必要な࡞業をܾ
ఆするたΊΦϥンダを議௕国、೔本をڞ同議௕国とする
業部会に対し、次ճのηッ࡞業部会を設置。その࡞ࢠి
シϣンにて、「食品およびࣂྉ中の汚染物質およびಟૉ
に関する一ൠ֨نɿ(SC5FF」における食品中の์ࣹ
性֩छの (Ls のઆ໌、࣮ࢪをਪਐするたΊのΨイダン
ス࡞੒を要੥。

（�）�ٞ ୊ �ɽ৯඼͓ΑͼࣂྉதͷԚછ෺࣭͓Αͼಟૉʹ
ؔすΔҰൠ9�45&%0$）（''5$4)）֨ن"/�����
����）ͷಛఆ඼໨தͷԖͷ࠷େج४஋（.-）ͷվ
గݪҊ（εςοϓ �）（$9�$'�������）

ならܠ業のഎ࡞業部会の議௕として、米国が本࡞ࢠి
びに (SC5FF 中の各食品܈におけるԖの্جݶ४஋の
、ࡊをઆ໌した。特に、ϑルーツ、野ࢫ業の要࡞評価࠶
ϛルク੡品、ೕࣇ用ௐ੡ೕ（ϑΥローアップϛルク、ҩ
ྍ用ௐ੔ೕ）における্جݶ४஋の評価を঺հするとڞ
に、ి࡞ࢠ業部会からの提Ҋについて、討議。

ポイントは、
ᶃ   現ঢ়の ML0�1 mH/LH をҡ持する੡品（果࣮、٦׷

ྨ等）˰現ঢ়ҡ持を支持

ᶄ   ೕࣇ用ௐ੡ೕɿ第 � ճ部会で、ϑΥローアップϛ
ルクもؚΊೕࣇ用ௐ੡ೕの ML を৽たな提出デー
タをجに 0�01 mH/LH にमਖ਼。部会は本मਖ਼を支持
し、CAC ૯会にスςップ �/� としてঝೝを要੥

ᶅ   ベリーྨおよびそのଞখܕ果࣮ ɿྨ現ঢ়（0�2 mH/LH）
から 0�1 mH/LH へのमਖ਼が提Ҋされたが、ɹ

 ɹ部会としては、現ঢ়ҡ持を支持すると同時に௥加の
データ提ڙを要੥

（�）�ٞ ୊ �ɽίϝ（ݰถ͓Αͼਫ਼ถ）தͷώૉͷ࠷େج
४஋ݪҊ（εςοϓ̐）（$9�$'�������）

中国と೔本の代表がి࡞ࢠ業部会の議௕、ڞ同議௕と
して、討議จॻの࡞੒、そしてその結論、提言をઆ໌し
た。無機ώૉの্ݶ஋として、ਫ਼米で 0�2 mH/LH、ݰ米で
0�4 mH/LHという二௨りの஋を設ఆ。部会での議論の中心は、
無機ώૉの্ݶ஋を二छྨのコメに二௨り設ఆすること、
そしてその࣮࡞ൣنࢪ੒のタイϜϑレーϜであった。

ʲ結論ʳ
部会は、ਫ਼米における無機ώૉの্ݶ஋設ఆ（0�2 mH/LH）、

CAC ૯会へのスςップ �/� 提Ҋをঝೝした。一方、ݰ
米における্ݶ஋（0�4 mH/LH）をスςップ 2/3 に໭し、
。৹議࠶討を要੥。དྷ年度部会でݕ࠶業部会での࡞ࢠి

ಟૉ
（�）�ٞ ୊ �ɽࠄ෺͓Αͼݪྨࠄྉ৯඼தͷσΦΩγχό

Ϩϊʔϧ（%0/）ͷ࠷େج४஋ݪҊ͓Αͼؔ࿈すΔ
αϯϓϦϯάϓϥϯ（εςοϓ �）（$9�$'�������）

લճの CAC ૯会にて、ࡢ年、部会から提Ҋした全て
の最大ج४஋をスςップ � としてঝೝ。それはೕ༮ࣇ用
食品については、最大ج४஋のద用を「ফ費されるܗଶ
のもの」にするか、あるいは「ס物ঢ়ଶのもの」にする
のかを໌֬にすることが要੥された。

また、分ੳ・サンプリンά๏部会（CCMAS）は、サ
ンプリンάプϥンならびに分ੳ方๏のύϑΥーϚンスج
४をもঝೝせͣ、サンプリンάプϥンの考え方をより໌
֬にすることを要੥。
1） ະ加޻のྨࠄ（খഴ、大ഴ、ト΢Ϟロコシ）および

খഴ、大ഴまたはト΢Ϟロコシをݪྉとするϑϥ
ϫー、ηϞリφ、ϛールおよびϑレーク

˰   最大ج४஋に関してछʑのݟղがあり、結論には
。らなかったࢸ

Πϧγʔ No.118  (2014.8)  ― �7

'"0�8)0߹ಉ৯඼ܭ֨نը　ୈ�ճίʔσοΫεԚછ෺࣭෦会報ࠂ



用食品ࣇྉとするೕ༮ݪをओྨࠄ（2
˰   最大ج४஋を「ס物ঢ়ଶ」にద用す΂きであると

大方の合意が得られたが、దਖ਼最大ج४஋として
の合意はできなかった。

ʲ結論ʳ
部会は、これら੡品の最大ج४஋の合意は得られな

かった。FAO、WHO、コーデックスࣄ຿ہによる討議
資ྉを౿まえて、次ճηッシϣンで最大ج४஋をスςッ
プ � とすることが合意された。

（�）�ٞ ୊ 製඼தͷΞηνϧ%0/�ͷྨࠄΑͼ͓ྨࠄ���
Ҋ（$9�$'�������）ݪ४஋جେ࠷

同議௕国ڞ年の部会にて、Χφダを議௕国、೔本をࡢ
とするి࡞ࢠ業部会を࡞੒し、アηνル %ON について
の議論をਐΊてきた。Χφダ代表から討議จॻのઆ໌を
行い、૯ %ON におけるখ分ըであるアηνル %ON に
ついて、ݶられたデータのج、最大ج४஋についての議
論は、時ظঘૣであるとの結論。

ʲ結論ʳ
部会は、別՝୊としてアηνル %ON を討議しないこ

ととした。

（�）�ٞ ୊ �� τ΢Ϟϩίγ͓Αͼτ΢ϞϩίγՃ޻඼த
ͷϑϞχγϯͷ؅ཧાஔʹؔすΔ౼ٞจॻ（$9�
$'�������）

ϒϥジル代表がి࡞ࢠ業部会の議௕として、最৽討議
จॻの結論や提言にয఺を当てઆ໌した。そして、ະ加޻
ト΢Ϟロコシにはώトઁऔ用のト΢ϞロコシをؚΉ、とい
うことを最大ج४஋のઆ໌に付け加えることを強ௐした。
1）ະ加޻ト΢Ϟロコシ

˰   ト΢ϞロコシはアϑリΧ大཮ではओ食であるので、
ফ費者の݈߁をकるたΊにト΢Ϟロコシに対する
最大ج४஋の設ఆが必要であることをアϑリΧ代
表がࣔした。そのたΊ、൴らは、最大ج४஋ 4,000 
ЖH/LH のレベルを支持した。

2）ト΢Ϟロコシϑϥϫー、ϛール
˰   ト΢Ϟロコシϑϥϫー、ϛールに対する最大ج४

஋（2,000 ЖH/LH）提Ҋは、֓Ͷ支持を得た。ア
ϑリΧ代表は、1,000 ЖH/LH の提Ҋをしたが、結
ЖH/LH 2,000、ہ で合意。

3）サンプリンάプϥン
˰   ະ加޻ト΢Ϟロコシならびにト΢Ϟロコシϑϥ

ϫー、ϛールの྆方、提Ҋされたサンプリンάプ
ϥンが合意された。

ʲ結論ʳ
部会は、্ه最大ج४஋、ならびにサンプリンάプϥ

ンをスςップ �/� で࠾୒することを次ճの CAC ૯会に
付議することとした。

（��）�ٞ ୊ ����ιϧΨϜதͷΞϑϥτΩγϯྨ͓ΑͼΦ
ΫϥτΩγϯ"�Ԛછͷ๷͓ࢭΑͼ௿ݮʹؔすΔ෇
ଐॻݪҊ（ྨࠄͷ͔ͼಟԚછͷ๷͓ࢭΑͼ௿ݮʹ
ؔすΔ࣮ൣنࢪ）（εςοϓ �）�（$9�$'��������）

φイジェリア代表は、ి࡞ࢠ業部会の議௕として、࡞
業部会の報告ॻをઆ໌。特にલճ部会のק告を考ྀして
物ࠄ」、業をਐΊたことを強ௐした。ϒϥジル代表は࡞
のかびಟによる汚染の๷ࢭおよび低減に関する࣮ൣنࢪ
のमਖ਼」に関するి࡞ࢠ業部会の議௕として、ιルΨϜ
中のアϑϥトΩシンやΦクϥトΩシン A の管理につい
ての付属จॻでΧόーされる重大ポイントは、࣮ൣنࢪ
のमਖ਼の中にऔりೖれられる΂きであると提Ҋした。

ʲ結論ʳ
部会は、付属ॻݪҊのスςップ �/� で、࠾୒を次ճの

CAC ૯会に付議することとした。

（��）�ٞ ୊ ��ɽ৯඼͓ΑͼࣂྉதͷϐϩϦδδϯΞϧΧ
ϩΠυԚછ๷͓ࢭΑͼ௿ݮͷͨΊͷࡶ૲؅ཧʹؔ
すΔ࣮ݪൣنࢪҊ（εςοϓ �）（$9�$'��������）�

Φϥンダ代表は、ピロリジジンアルΧロイυ（PA）
ྨのి࡞ࢠ業部会議௕として、ଟ༷な౔஍にద用可能
な、特別な方๏を考ྀしたηクシϣンもؚΉ管理࣮຿に
੒をઆ໌。部会は、コーデックߏのൣنࢪ࣮、いたͮج
スメンόー国からの৘報によりアップデートされる PA
ؚ༗২物のリストの༗用性を支持し、࣮ൣنࢪへのリス
トࡌه、Ҿ用を๬Μͩ。

ʲ結論ʳ
部会は、࣮ݪൣنࢪҊのスςップ �/� での࠾୒を次ճ

の CAC ૯会に付議することとした。

食品およびࣂྉ中の汚染物質およびಟૉに関する一ൠ֨ن
（��）�ٞ ୊ ��ɽ৯඼͓ΑͼࣂྉதͷԚછ෺࣭͓Αͼಟૉ

ʹؔすΔίʔσοΫεҰൠن （֨$0%&9�45"/����ô
����）ͷΤσΟτϦΞϧͳमਖ਼（$9�$'��������）

E6 の代表がి࡞ࢠ業部会の議௕として、表ه一ൠن
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֨になされたฤ集मਖ਼ならびにमਖ਼の論理的ࠜڌを֓આ
したి࡞ࢠ業部会の報告ॻを঺հした。

部会は、Լهポイントの৘報を࡟আすることに同意した。
ᶃ   scIedVMe 1 の汚染物質のنఆの最ޙにࡌهされて

いる৘報
ᶄ 科学的จݙ
ᶅ   (SC5FF のنఆద用に必ਢでは無いことから、サ

ンプリンάプϥンの動࡞特性ۂઢ
 ɹしかしながら部会は、食品中の์ࣹ性֩छのΨイυϥ
インレベル（(Ls）に関するઆ໌஫ऍは、(SC5FF の中
で不可ܽなものとして࢒す΂きである、とした。また、
部会は、্ ͮجに߲ࣄᶃʙᶅにおいて、部会でのܾఆه
いてมߋしたり、(SC5FF のΤデΟトリアルमਖ਼に関
࿈したݒҊ߲ࣄの論議をさらにਐΊるたΊに、E6 を議
௕とする会ظ಺࡞業部会の࡞੒に同意した。

E6代表は、(SC5FFにおける৘報஫ऍ、科学的จݙ、
動࡞特性ۂઢの࡟আをするたΊ、部会のܾఆにしたがっ
てΤデΟトリアルमਖ਼のུ֓をؚΉCR%2�を঺հした。

ʲ結論ʳ
部会は、(SC5FF のΤデΟトリアルमਖ਼のঝೝなら

びにあるछの೑੡品֨نにおける汚染物質の最大ج४஋
আを࡟ CAC ૯会に要੥することに同意した。

討議จॻ
（��）�ٞ ୊ ��ɽίϝதͷώૉԚછ๷͓ࢭΑͼ௿ݮͷͨΊͷ

ఆʹؔすΔ౼ٞจॻ（$9�$'��������）ࡦൣنࢪ࣮
લճの部会で表ࡦൣنࢪ࣮هఆを֓Ͷ支持したが、結

論にはࢸらなかった。部会は、討議จॻのさらなるࡦఆ
のたΊに中国を議௕、೔本をڞ同議௕とするి࡞ࢠ業部
会の࠶設置を合意した。中国、೔本の代表が討議จॻの
結論と提言のύϥάϥϑをઆ໌した。部会は、最大ج४
஋のద用࣮ࢪを支援する方޲で࣮ࡦൣنࢪఆを広く支持
した。

ʲ結論ʳ
部会は、CAC ૯会でのঝ୚のたΊ、コメのώૉ汚染

の๷ࢭ、低減のたΊの࣮ൣنࢪに関する৽しい࡞業をਐ
Ίることに同意。部会は、೔本を議௕、中国をڞ同議௕
とするి࡞ࢠ業部会を設置し、ݰ米中の無機ώૉ最大ج
४஋࡞業をリーυすると同時に、スςップ 3 としてコ
メントೖखのたΊの࣮ࡦൣنࢪఆならびに次ճ部会での
議論をਐΊることとした。

（��）�ٞ ୊ ��ɽྨࠄͷ͔ͼಟԚછͷ๷͓ࢭΑͼ௿ݮʹؔ
すΔ࣮ൣنࢪͷվగͷՄೳੑʹؔすΔ౼ٞจॻ
（$9�$'��������）�

業部会の議௕として、ϒϥジル࡞ࢠ年設置されたిࡢ
代表が࡞業部会の討議จॻを঺հし、本࡞業で重要なポ
イントとして、ιルΨϜ中のアϑϥトΩシン、Φクϥト
Ωシン A の汚染๷ࢭ、低減の付属ॻ࡞੒を考ྀするこ
とをઆ໌。

ʲ結論ʳ
部会は、ྨࠄのかびಟ汚染の๷ࢭおよび低減に関する

業として૯会に提Ҋすること࡞نのमਖ਼を、৽ൣنࢪ࣮
をঝೝ。同時に、部会は、ϒϥジルを議௕、米国とφイ
ジェリアをڞ同議௕とするి࡞ࢠ業部会を設置し、次ճ
の部会までにスςップ 3 として、࣮ൣنࢪのमਖ਼に関す
るコメントをೖखするたΊの૲Ҋを࡞੒することとした。

（��）�ٞ ୊ ��ɽࠄ෺தͷ૯ΞϑϥτΩγϯʹؔすΔ౼ٞ
จॻ�（$9�$'��������）

ϒϥジル代表がి࡞ࢠ業部会の議௕として、討議จॻ
を঺հした。࡞業部会は、最৽จࡧݕݙ৘報および஍ٿ
ϞχタリンάシスςϜʗ食品汚染Ϟχタリンάプロڥ؀
άϥϜ（(EMS/FOO%）に提出されたデータをجに༧
උリスク評価、๫࿐評価を࣮ࢪし、ト΢ϞロコシιルΨ
Ϝ、খഴとコメのデータのΈを考ྀした。্ه討議จॻ

（C9/CF 14/�/1�）の結論と提言を強ௐした。ଞのࠄ物
ྨのデータがೖखできるようになるまで、コメにয఺を
当てておく΂きであるという広い支持が得られた。

ʲ結論ʳ
各国は、(EMS/FOO%にデータを提出する。当分のؒ、

४஋の設ఆに関ج物中のアϑϥトΩシンに対する最大ࠄ
する௥加࡞業は必要ない。

（��）�ٞ ୊ ��ɽ͓ྨڕΑͼั৯ੑྨڕதͷϝνϧਫۜͷ
ΨΠυϥΠϯϨϕϧͷݕ࠶౼ʹؔすΔ౼ٞจॻ
（$9�$'��������）

೔本代表が議௕団として࡞業部会の表ه討議จॻを঺
հし、部会に対し、重要なポイントとしてԼ3ه఺をઆ໌。

ᶃ   最大ج४஋（MLs）、Ψイυϥインレベル（(Ls）
のͲͪらをద用す΂きか

ᶄ ڕの分ྨのదਖ਼
ᶅ 最৽ (Ls の௒աׂ合
ᶃ については、࡞業部会ではͲͪらをద用す΂きか
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合意にࢸらͣ。提Ҋॻは、(Ls を૯水ۜレベル、メν
ル水ۜレベルで設ఆするのか等について提Ҋ。または、
レベルのఫճについて言ٴしている。

ᶄ については、࡞業部会はڕを౷ܭ的に 2 つのά
ループに分ྨ。Ϛάロ、ビルϑΟッシュとサメྨのά
ループ、ならびにそれҎ֎のڕάループである。しかし
二つのάループ分けです΂てのछをΧόーするには不े
分であることは໌らかである。したがって、よりৄࡉな
分ྨが必要とされている。

ᶅ については、0�� mH/LH という最近のΨイυϥイン
レベルがั食性ྨڕҎ֎のྨڕには必要なく、ั食性ڕ
ྨに対する 1 mH/LH という最近のΨイυϥインレベル
がݟ直される΂きであることは໌らかである。

ʲ結論ʳ
メνル水ۜの最大ج४஋の設ఆ、およびదਖ਼水४や਺

஋とڕのछྨの組Έ合わせについて考ྀする必要性につ
いて෯広い支持が得られた。

部会は、೔本を議௕国、ϊル΢ェーをڞ同議௕国とす
るి࡞ࢠ業部会を࠶設ఆし、メνルԽ水ۜの最大ج४஋
の提言、Ͳのྨڕにそれらの਺஋をద用するかをࣔすた
Ίのڠ議จॻの࡞੒、ならびに次ճ部会までに考ྀする
৽࡞業提ҊとしてプロジェクトจॻにؚΊること、に同
意した。

（��）�ٞ ୊ ��ɽ௚઀ফඅ༻（SFBEZ�UP�FBU）མՖੜͷ૯
ΞϑϥτΩγϯʹؔすΔ࠷େج४஋͓Αͼؔ࿈す
ΔαϯϓϦϯάϓϥϯͷ࡞੒ʹؔすΔ౼ٞจॻ
（$9�$'��������）

業部会の議௕であるインυ代表が討議จॻを࡞ࢠి 
঺հし、最近、直઀ফ費用ではないが、さらに加޻ॲ理
されたམՖ生のアϑϥトΩシン最大ج४஋が出されてい
ることをઆ໌。直઀ফ費用のམՖ生中の૯アϑϥトΩシ
ン最大ج४஋は、ফ費者の݈߁อޢや食品ྲྀ௨のదਖ਼࣮
。をख助けするものであるとઆ໌されたࢪ

ʲ結論ʳ
部会は、直઀ফ費用མՖ生の૯アϑϥトΩシンに関す

る最大ج४஋設ఆのたΊの৽࡞業開࢝をঝೝするたΊ、
૯会に提Ҋすることに同意した。部会は、直઀ফ費用མ
Ֆ生の૯アϑϥトΩシンに関する最大ج४஋の設ఆ、お
よびスςップ 3 としてコメントならびに次ճの部会で論
議の提Ҋを४උするたΊ、インυを議௕とするి࡞ࢠ業
部会を設置することに同意した。

（��）�ٞ ୊ ���ɹϋϩήϯԽ༹ഔʹؔすΔ౼ٞจॻ（$9�
$'��������）

年の部会にて、E6ࡢ 代表が、ͲΜな物質を「ϋロゲ
ンԽ༹ഔ」にؚΊるのか、また、コーデックス֨ن

（CO%E9 S5AN 33ô19�1）のηクシϣン ��� にࡌهさ
れている最大ج४஋が、食品安全または食品品質に関࿈
するかͲうかに関する討議จॻの࡞੒に同意した。

E6 代表が、その討議จॻを঺հし、重要ポイントを
આ໌した。

ʲ結論ʳ
Φリーϒ૮༉中のϋロゲンԽ༹ഔの最大ج४஋を、Φ

リーϒ༉およびΦリーϒ૮༉に関するコーデックス֨ن
から (SC5FF にҠす݅は、支持を得られなかった。し
かしながらߋなるڥ؀汚染データのೖखが可能になり、
本݅に関して CCCF が൑断をԼせるようになるまで、
コーデックス֨نにࡌهされたこれらのレベルをҡ持す
ることを༉ࢷ部会（CCFO）に対して、提言することが
同意された。

（��）�ٞ ୊ ��ɽ+&$'" ʹ͓͚ΔԚછ෺࣭͓Αͼࣗવಟ
ͷ༏ઌධՁϦετ（$9�$'��������）

表ه優先評価リストの会ظ಺࡞業部会の議௕として、
米国代表が討議結果を報告。優先評価リストには、4 物
質（3ôMCP% Τスςル、άリシυʵルΤスςル、ピロリジジ
ンアルΧロイυ、非ダイΦΩシン༷ PC#）が࢒っている。

スςリάϚトシスνンとジアηトΩシシルϖϊール
は、FAO/WHO ιルΨϜ中のかびಟ分ੳプロジェクト
でݕ出された 2 छྨのかびಟであり、JECFA での評価
がされていない。׬全な安全性評価が、分ੳ結果のղऍ
を༰қにするとࢥわれる。

ʲ結論ʳ
部会は࡞業部会からの提言をঝೝし、次ճの会合でも

会ظ಺࡞業部会のট集に同意した。

（��）�ٞ ୊ ��ɽͦͷଞͷ͓߲ࣄΑͼޙࠓͷ9$）�ۀ࡞�
$'��������）

B）�εύΠεʹ͓͚Δ૯ΞϑϥτΩγϯͷ࠷େج४஋ઃ
ఆʹؔすΔ৽ۀ࡞ఏҊ

C）�φπϝάʹ͓͚ΔΞϑϥτΩγϯ #� ͱ૯Ξϑϥτ
Ωγϯͷ࠷େج४஋ઃఆ͓Αͼؔ࿈αϯϓϦϯάϓ
ϥϯʹؔすΔ৽作業提案

ه্ 2 つは、スύイスの্ݶ஋設ఆに関する提Ҋなの
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で、部会は一ॹに৹議することとした。
インυ代表が、スύイス中のアϑϥトΩシンの্ݶ஋

の提Ҋについてઆ໌。スύイスにおける全アϑϥトΩシ
ンとアϑϥトΩシン #1 に対する౷一最大ج४஋は、๵
қの円׈Խをਤり、ফ費者の݈߁อޢにつながるたΊ、
設ఆされる΂きである。

インυωシア代表は、φツメάのアϑϥトΩシンの最
大ج४஋の提Ҋを঺հした。φツメάは、国際的に最も
ྲྀ௨しているスύイスの一つであり、全アϑϥトΩシン
とアϑϥトΩシン #1 に対する国際的に౷一した最大ج
४஋は、ফ費者の݈߁อޢのたΊ必要である。

྆方の提Ҋは、全ମ的な支援を得た。しかしながら、部
会がスύイスにおける最大ج४஋の設ఆをਐΊるલにス
ύイス中のかびಟに関する論จの必要性がࢦఠされた。

ʲ結論ʳ
部会は、次ճのηッシϣンで論議するたΊの討議จॻ

をࡦఆするたΊ、インυを議௕とし、E6 をڞ同議௕と
するి࡞ࢠ業部会の設置をঝೝした。
D）�ύϓϦΧதͷΦΫϥτΩγϯ"Ԛછͷ๷͓ࢭΑͼ௿
ఏҊۀ࡞すΔ৽ؔʹൣنࢪすΔ࣮ؔʹݮ

スϖイン代表が、্هの৽提Ҋについてઆ໌。࣮نࢪ
ൣについて、スϖイン国಺ではطに࡞੒ࡁΈであり、国
際レベルへのల開をਤる。

ʲ結論ʳ
部会は、特ఆスύイスと特ఆかびಟを組Έ合わせた付

属จॻをؚΉ「スύイスにおけるかびಟ࣮ൣنࢪจॻ」
の࣮行可能性についての討議จॻ࡞੒४උのたΊ、スϖ
インを議௕、Φϥンダをڞ同議௕とするి࡞ࢠ業部会設
置に同意した。
E）�νϣίϨʔτ͓ΑͼίίΞ༝དྷ製඼ͷΧυϛ΢Ϝͷ
४஋ఏҊجେ࠷

Τクアυル代表が提Ҋॻをઆ໌。本提Ҋは、JECFA
優先順位付けの会ظ಺࡞業άループにて討議された಺༰
であり、ココアおよびココア༝དྷ੡品中のΧυϛ΢Ϝの
最大ج४஋がະ設ఆのままでは、زつかのメンόー国か
らの༌ೖがڴҖとなることを঺հ。

ʲ結論ʳ
部会は、CAC ૯会でのঝ୚のたΊ、νϣコレートお

よびココア༝དྷ੡品のΧυϛ΢Ϝの最大ج४஋に関する
৽しい࡞業を開࢝することに同意。部会は、スςップ 3
としてのコメントऩ集ならびに次ճ部会での討議提Ҋॻ
、業部会（Τクアυルを議௕、Ψーφ࡞ࢠ੒のたΊのి࡞

コロンビア、ϒϥジルをڞ同議௕）設置に同意した。

（��）ٞ୊ɹ ���ɹ࣍ճձ߹ͷ։࠵日ఔ͓Αͼ։࠵஍�
第 9 ճの CCCF は、インυ・デリーにて、およそ一

年ޙに開催༧ఆ。ৄࡉな৔ॴ、೔時についてはओ催国੓
෎がコーデックスࣄ຿ہとの૬ஊのうえܾఆする。

̏ɽͦͷଞ

ճのࠓ CCCF に参加してؾ付いた఺を঺հしたい。
一఺目は、アϑリΧ੎の目をݟுる活ൃな参加である。
ᶃ   コーデックス ৴ୗج金をར用した CCCF 会議への参加
ɹ˰ メンόー国਺の૿加
ᶄ   ओ食（ιルΨϜ、খഴ）およびࠄ物中のかびಟの分

ੳプロジェクト（コーデックス ৴ୗج金のิ助）参ը
ᶅ   その্ݶ஋の低減に޲けたੵۃ的な討議への参ը
ɹ˰   ୯७に্ݶ஋の低減をするのではなく、ٕज़的

な࣮৘を౿まえた্ݶ஋設ఆへの関༩
ᶆ   E6 に฿ったかのような Africa 6nion（国際੓෎機

関として）の参加
ɹ˰ アϑリΧ代表としての提Ҋ、ਐ言
ɹɹ   いͣれ欧州ҕ員会ʗ欧州࿈合のようにコーデッ

クスメンόーとして参加するܗにҠ行するのか
二఺目は、食品νェーン全ମとして、ࣂྉ中の汚染物

質にも議論のൣғを広͛、一つの大きなςーϚとしてき
たことである。汚染物質ࣗମ、各国にとって関心のߴい
໰୊であり、「஝ੵ」、「ೱॖ」といった要Ҽを考ྀしな
がら、コーデックスの৔での議論はさらに継続されると
考えられる。

19�3 年ɹ東๺大学大学Ӄ理学ڀݚ科ത࢜՝ఔલظɹमྃ

19�3 年ɹ味のૉࣜג会社ೖ社ɹڀݚૅجॴ഑属

1992 年ɹ東๺大学大学Ӄത࢜号औ得

1993 年ɹ味のૉࣜג会社੡品評価ࣨ

1999 年ɹ味のૉࣜג会社欧州本部ύリࣄ຿ॴ

2001 年ɹ米国味のૉϫシントン %C ຿ॴࣄ

200� 年ɹ味のૉࣜג会社品質อূ部

2011 年ɹILSI Japan ௕ہ຿ࣄ

ུྺ
ɹོޱࢁ （࢘΍ま͙ͪɹΓΎ͏じ）ത （࢜ཧֶ）
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ʻ 'SJFOET�JO�*-4* ʼ
5IF��UI�*-4*�+BQBO�."''�1SPKFDU��8PSLTIPQ�
BOE�3PVOEUBCMF�%JTDVTTJPO�PO�'PPE�4BGFUZ�
BOE�4UBOEBSET

ୈ�ճ *-4*�+BQBOʗ೶ਫলϓϩδΣΫτ
8PSLTIPQ���3PVOEUBCMF�%JTDVTTJPO�PO�'PPE�
4BGFUZ�BOE�4UBOEBSETใࠂ

∁㰡　ஐ子

ωεϨ೔ຊࣜג会ࣾ
৯඼๏ن෦　৯඼๏نγχΞεϖγϟϦετ

50.0,0�5",")"4)*
3FHVMBUPSZ���4DJFOUJGJD�"GGBJST�4FOJPS�4QFDJBMJTU
3FHVMBUPSZ�BOE�4DJFOUJGJD�"GGBJST�%FQBSUNFOU

1SPEVDUJPO�%JWJTJPO
/FTUMF�+BQBO�-UE

5Ie �tI XorLsIop � RoVndtaCMe %iscVssion on Food SafetZ and Standards sVpported CZ tIe MinistrZ of 
AHricVMtVre, ForestrZ and FisIeries （MAFF） Japan Xere IeMd dVrinH MarcI 4 and � in MZanmar, orHani[ed CZ 
ILSI Japan and ILSI SoVtIeast Asia ReHion, co�orHani[ed CZ tIe MinistrZ of HeaMtI MZanmar�

ACoVt �0 participants from varioVs Asian coVntries incMVdinH tIe representatives from MAFF, MinistrZ of 
HeaMtI, LaCor and WeMfare （MHLW）, and ConsVmer Affairs AHencZ （CAA） in Japan HatIered, discVssed and 
excIanHed tIe reMevant information XitI verZ entIVsiastic manner� 

%A: 1 Xas tIe WorLsIop and open sessions divided in tIree sessions� 5Ie representative speaLers Have 
presentations accordinH to tIe topics of tIe session, and tIe paneM discVssion session Xas foMMoXed CZ tIe speaLers 
and aVdiences on tIe fMoor�  

%A: 2 Xas as VsVaM tIe cMosed RoVndtaCMe %iscVssion XitI tIe representatives of eacI coVntrZ, co�cIaired CZ 
tIe professors from Indonesia and 5IaiMand� 5Ie representatives from CamCodia, Laos, MZanmar and 7ietnam 
presented tIe Vpdates of reHVMatorZ frameXorLs and manaHement sZstems of Food SafetZ, activities, cIaMMenHinH 
issVes and so on� 

After tIe presentations, tIe representatives of tIese 4 coVntries Xere asLed to participate in tIe experimentaM 
proHram�  5IeZ Hot 40 minVtes to discVss amonH tIem to identifZ tIe food safetZ cIaMMenHes in tIeir coVntrZ and 
capacitZ CViMdinH needs, and sIare to otIers� It Xas tIe first time to Iave sVcI cIaMMenHinH proHram and it Xas verZ 
impressive to see IoX tIe representatives discVssed and sVmmari[ed tIeir tasLs XitIin sVcI sIort time and presented�

̍ɽ͸じΊʹ

ILSI Japan は、国際ྗڠҕ員会が農林水産省（ҎԼ、
農水省）の「東アジア食品産業ւ֎ల開支援ࣄ業」にެ
ืし「東アジアの食品等のج֨ن४、分ੳ方๏等のௐࠪ
と結果のڞ༗Խ」にऔり組Έ、� ճ目となるฏ੒ 2� 年
度のకΊׅりとして、3 ݄ 4 ೔と � ೔にϛϟンϚーのϠ

ンΰン、ηυφϗςルにてϫークシϣップおよび円୎会
議を開催した。

当ϫークシϣップおよび円୎会議は、農水省の支援の
Լ ILSI Japan と ILSI 東ೆアジア஍Ҭ支部（ILSI SEAR）
がओ催となり、ILSIからはILSL Japanのメンόーのଞ、
ILSI 東ೆアジア஍Ҭ支部、ILSI 中国ࣄ຿ॴ、ILSI ؖ
国からの代表が参加した。 

*-4*ͷ஥ؒͨͪ

4VNNBSZ

ʻ *-4* ͷ஥ؒͨͪʼ　　
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ճの会議はϛϟンϚーのࠓ MinistrZ of HeaMtI ともڞ
催になり、೔本からは農水省・食ྉ産業ہ༌出ଅਐά
ループ食品産業ւ֎౤資ਪਐ൝のՏ野ࢯߒ、ް生࿑ಇ省

（ҎԼ、ް࿑省）・ҩༀ食品ہ食品安全部企ը৘報՝のࢁ
本ࢠܓ՝௕ิࠤ、ফ費者ி・食品表ࣔ企ը՝企ը܎の安
౻ๆԝࢯの 3 ໊に͝参加いたͩいた。

1 ೔目は஍ݩϛϟンϚーから๣ௌにདྷられた方をަえ
て、各国代表なͲ૯੎ �0 ໊΄Ͳの参加者で、「ηッシϣ
ン̍ɿ国際および஍Ҭ಺の食品安全ϑレーϜϫークとن
֨」、「ηッシϣン̎ɿASEAN における食品安全」、「ηッ
シϣン 3ɿ食品安全とӫཆڭҭに対するコϛュχέー
シϣンઓུ」という 3 つのηッシϣン͝とに各スピー
Χーによるൃ表と質ٙԠ౴が行われた。

2 ೔目はޕલ中のΈの開催で、こͪらはインυωシア
とタイのڞ同議௕による各国代表ͩけの参加であるク
ローζυのηッシϣンであった。最ॳに参加者全員がࣗ
ΧンϘジア、ϥΦス、ϛϟンϚー、ベ、ޙ঺հをしたݾ
トφϜの 4 か国の代表が、それͧれの国の食品安全に関

わるϑレーϜϫークやϚωジメントシスςϜ、活動、՝
୊なͲを 20 分ఔ度でൃ表し、2�A を行った。そのޙ、
議௕からの提Ҋで৽しいࢼΈとして、この 4 か国から参
加された方ʑでそれͧれの国における食品安全に関わる
՝୊のリスク分ੳを行い、能ྗ開ൃのたΊに必要なこと
はԿかを、わͣか 40 分ఔ度で議論してまとΊ、各国 1�
分ఔ度でൃ表することに௅ઓした。

ҎԼに֓要を報告する。

̎ɽϫʔΫγϣοϓͱԁ୎ձٞͷ֓ཁ

೔ɿ2014ظ 年 3 ݄ 4 ೔、� ೔
৔ॴɿ Sedona HoteM, :anHon, MZanmar
ɹɹɹ（ηυφϗςルɿϛϟンϚー・Ϡンΰン）
ओ催ɿILSI Japan, ILSI SoVtIeast Asia ReHion
催ɿMinistrZ of HeaMtI, MZanmarڞ

2014 年 3 月 4 日
［Opening Session］  Introduction & Opening Session
9:00ô9:30 am  Opening Remarks: Mr. Hiroshi Kono
 EYport Promotion Division
 Food Industry Affairs #ureau
 

Ministry of Agriculture
 Forestry and Fisheries
 Japan
 Welcoming Speech: Dr. ;aw Win
 Food and Drug Administration
 Ministry of Health
 Myanmar
 Introduction and Background: Mr. HiroaLi Hamano
 ILSI Japan
 Japan

［Session 1］  International and Regional Food Safety Framework and Standards
9:30ô10:00am International Food Standards, Codex Alimentarius and Thailandʼs Experience
  Dr. Namaporn AttaviroK
 National #ureau of Agriculture Commodity and Food Standards （ACFS）
 

Thailand
10:00ô10:30am Regulatory Frameworks and Key Challenges of Food Safety in ASEAN Countries
 Prof. Dedi Fardia[
 #ogor Agricultural 6niversity
 Indonesia
10:30ô11:00am Morning Tea #reaL

［Session 2］  Food Safety in ASEAN
11:00ô11:30am Risk Assessment of Food Additives
 Prof. SongsaL SrianuKata
 Institute of Nutrition
 Mahidol 6niversity
 Thailand
11:30ô12:00pm  Import & Export Control for Food Safety
  Ms. KeiLo :amamoto
 Department of Food Safety
 Pharmaceutical and Food Safety #ureau
 Ministry 

of Health
 Labour
 and Welfare （MHLW）
 Japan
12:00ô12:30pm Food Safety and Quality Improvement for SMEs- Challenges and Thai Experience
 Ms. Chitra Settaudom
 Food and Drug Administration
 Thailand
12:30ô2:00pm Lunch

［Session3］  Communication Strategies for Food Safety and Nutrition Education
2:00ô2:30pm Risk Communication Strategy for Food Safety
 Mr. Halim Nababan
 National Agency of Drug and Food Control
 Indonesia
2 :30ô3:00pm Perspective of Food Labeling Systems in Japan
 Mr. Mineo Ando
 Food Labeling Division
 Consumer Affairs Agency （CAA）
 Japan
3:00ô4:00pm Discussion
4 :00pm Closing

（�）ϓϩάϥϜ
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（�）֤ηογϣϯͷ֓ཁ
ʻ �日໨ʼ
˗Φʔϓχϯά

農水省のՏ野ࢯߒより、農水省の組織と 2020 年にୡ
੒したい༌出૿の目ඪ等に関するઆ໌のޙに、この
ILSI によるϫークシϣップのྺ࢙঺հと本೔からの
ϫークシϣップに対する農水省のظ଴が表໌された。

೶ਫলɹՏ໺ࢯߒ�

続いて、ϛϟンϚーの MinistrZ of HeaMtI の %r� ;aX 
Win から、このϫークシϣップが Food SafetZ に関して
૬ޓに৘報をަ׵して࣮りଟいものであるようにとの͝
ѫࡰをいたͩいた。

そのޙ、ILSL Japan 特別ސ໰の඿野߂তࢯが ILSI 
Japan とこの農水省のプロジェクトのഎܠ、および � ճ
目となるࠓ年のௐࠪ಺༰である「ӫཆ表ࣔ」に関してઆ
໌し、ASEAN ॾ国಺でもௐࠪ表্に૬ҧ఺がݟいͩせ
ることをࣔした。

 

*-4*�+BQBO ಛผސ໰ɹ඿໺߂�তࢯ

そ れ か ら ILSI 東 ೆ ア ジ ア ஍ Ҭ 支 部 の ExecVtive 
%irector である Ms� :eonH #oon :ee より、ILSI の東
ೆアジア஍Ҭ支部が ASEAN ಺でのϋーϞχθーシϣ
ンのたΊௐࠪ活動をしているࢫと、ILSI Japan がௐࠪ
を開࢝してくれたことをخしくࢥうとのൃ言があった。

2014 年 3 月 5 日
Roundtable Discussion on Food Safety and Standards-Tackling Food Safety Challenges
Co-chairs: Prof. Dedi Fardia[
 #ogor Agricultural 6niversity
 Indonesia
 Prof. SongsaL SrianuKata
 Institute of Nutrition
 Mahidol 6niversity
 Thailand

9:00ô9:10am Welcome and Introduction
9:10ô10:00am Updates on Food Safety Regulation Frameworks
  Cambodia: Mr. Sin Sideth
 Deputy Director
 Department of Laboratory
 CAMCOTROL
  

Ministry of Commerce
 Cambodia
  Laos: Ms. ViengYay Vansilalom
 Director
 Food Control Division
 Food and Drug Department
 

Ministry of Health
 Lao PDR
  Myanmar: Dr Khin Saw Hla
 Deputy Director
 Food Control
 Food and Drug Administration
 Ministry 

of Health
 Myanmar
  Vietnam: Ms. Ngueyn Thi Minh Ha
 Deputy Director
 CodeY Office
 Vietnam Food Administration
 

Ministry of Health
 Vietnam
10:00ô10:50am Morning Tea #reaL
 The representatives from 4 countries discussions
10:50ô12:30pm Presentation and Discussion 
12:30pm  Lunch

.T��:FPOH�#PPO�:FF
�*-4*�4&"3��
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4BGFUZ�'SBNFXPSL�BOE�4UBOEBSET

1） InternationaM Food Standards, Codex AMimentariVs 
and 5IaiMand`s Experience

%r� Namaporn AttaviroK,
NationaM #VreaV of AHricVMtVre CommoditZ 

and Food Standards （ACFS）,
5IaiMand

Codex 創立時（19�3 年）からのメンόーであるタイ
の %r� AttaviroK から、Codex のྺ࢙と Codex とはԿで
あるか、目的、組織、Codex AMimentariVs へのҕୗ߲ࣄ
等に関してઆ໌があった。また、タイにおける活動の֓
要はҎԼのようなものであった。

⿟ɹ タイにおける Codex のコンタクトポイントは、
MinistrZ of AHricVMtVre and Cooperatives であり、
%r� AttaviroK のॴ属する ACFS はその中にあっ
て、֨نに関するポリシー、管理、設ఆ、ద֨性
のೝఆなͲの໾ׂを担う。ɹ

⿟ɹ タイは Codex のϫーΩンάプロηスにੵۃ的に
関わっている。

⿟ɹ タイでは Codex 、にద用しており֨نを国の֨ن
υリアンや FisI SaVce なͲ৽֨ننの提Ҋも
行っているが、そうすることはফ費者อޢに໾立
つのΈならͣ、国಺および国際的な食品の๵қྗ
を૿すと考えている。ɹ

2） ReHVMatorZ FrameXorLs and ,eZ CIaMMenHes of Food 
SafetZ in ASEAN CoVntries

Prof� %edi Fardia[,
#oHor AHricVMtVraM 6niversitZ,

Indonesia
インυωシア・Ϙΰール農業大学の Prof� Fardia[ よ

り、ASEAN が 201� 年に「੓࣏・安全อোڞ同ମ」、「ܦ
、として౷合されるたΊ「同ମڞ社会・จԽ」、「同ମڞࡁ
食品に関しても食品管理シスςϜ、แ૷ࡁΈの食品への
表ࣔ、食品Ӵ生の分野でڞ௨の管理要ٻ水४が必要とさ
れるとのઆ໌があった。 その֓要はҎԼのようなもの
であった。

⿟ɹ 食品管理シスςϜには、ᶃ ๏ن、ᶄ 食品の管理
方๏、ᶅ ௐࠪ活動、ᶆ 分ੳサービス、ᶇ ৘報、
、ҭ、コϛュχέーシϣンおよびトレーχンάڭ
がؚまれている。

⿟ɹ ASEAN ॾ国の食品管理部ہにとっては、Codex
を設ఆしてい֨نをベンνϚークとして国の֨ن
くことが最もརӹになると考えられている。

⿟ɹ 食品添加物に関しては、Codex の (SFA（(eneraM 
Standards for Food Additives）をベースとして
ϋーϞχθーシϣンすることがҬ಺で合意されて
いる。そのたΊに、Food CateHorZ SZstem に関
しても、(FSA の Food CateHorZ SZstem を各国
のそれとൺֱしてྨࣅ఺、૬ҧ఺をચい出す࡞業
を行い、Φンϥインで ILSI 東ೆアジア஍Ҭ支部
がデータベースԽしている。

⿟ɹ ASEAN ॾ国での食品Ӵ生に関するΩーνϟレン
ジは、3 つある。ᶃ Ͳうしたら食品の全サプϥイ
νェーンにおいてӴ生活動を্޲できるか、ᶄ 
Ͳうしたら食品へのࢭېԽ学物質のޡ使用を無く
せるか、ᶅ Ͳうしたら食品੡଄者とফ費者の྆
方の食品安全への஫意ྗを্͛ることができる
か、である。

˖2�"
⿟ɹ ηッシϣン 1 のऴྃޙにϑロアの๣ௌ者をަえて

2�A ηッシϣンが行われた。ओにϛϟンϚーと
ΧンϘジアからの参加者から、ۃΊて࣮຿্のܦ
に関する質໰があった。ASEANݧ Ҭ಺のϋーϞ
χθーシϣンと Codex との関܎、国家֨نをࡦ
ఆするにあたり Codex をద用する৔合の優֨ن
先順位の付け方に関してなͲである。

˗ηογϣϯ �ɹ�'PPE�4BGFUZ�JO�"4&"/
1）RisL Assessment of Food Additives

Prof� SonHsaL SrianVKata,
InstitVte of NVtrition, MaIidoM 6niversitZ,

5IaiMand
Codex における食品添加物のリスクアηスメントを考

える際に必要となるج本的߲ࣄが参加者にڞ༗された。
最 ॳ に CCFA（Codex Committee on Food Additives）
と JECFA（Joint FAO/WHO Expert Committee on 
Food Additives）に関してઆ໌があり、次に Codex の
A%I（一೔ઁऔڐ༰ྔ）、P5WI（࢑ఆ଱༰िؒઁऔྔ）
や ML（最大ج४஋）、MRLs（最大جཹ࢒४஋）等を
ܾΊるプロηスがઆ໌され、Ha[ard（֐ة）とはԿか
について、食品安全におけるૅجಟ性学についてղઆが
あった。
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2）Import � Export ControM for Food SafetZ
Ms� ,eiLo :amamoto,

%epartment of Food SafetZ,
PIarmaceVticaM and Food SafetZ #VreaV,

MinistrZ of HeaMtI, LaCoVr, and WeMfare （MHLW）,
Japan

೔本の食品に関わる行੓組織、関܎๏ن、国と஍方ࣗ
࣏ମの੹຿、ج・֨ن४の設ఆ、༌ೖ食品のνェックମ
੍、೔本から༌出する৔合のポイント、؂ࠪに関してઆ
໌があり、೔本は๏نによる管理とج本的には最৽の科
学的知ݟにͮجき行動し、関܎機関・ࣄ業者とফ費者を
ؚΊた関܎者とのྗڠのもとで༷ʑなऔ組が行われるこ
とが参加者にڞ༗された。その֓要はҎԼのとおりで
あった。

⿟ɹ 最ॳに、೔本の֓要をઆ໌。ਓ口は 6SA の໿൒
分、ϛϠンϚーの໿ 2 ഒ、国౔の広さはϛϟン
Ϛーの໿൒分。食品のࣗڅ཰はΤωルΪーベース
で 40 ˋをԼճる。

⿟ɹ ೔本でも༷ʑな食品の݅ࣄ・ނࣄがある。೔本で
のリスクアφリシスには 4 つの行੓組織が関わ
る、すなわͪް࿑省、農水省、ফ費者ி、食品安全
ҕ員会であるとઆ໌のޙ、食品Ӵ生に関わる༷ʑ
な๏ྨنのうͪ、食品Ӵ生๏を中心にղઆ。食品
Ӵ生๏でఆΊられた੒分֨نは国産品と༌ೖ品の
྆方に܎ること、༌ೖ品に関しては国が੹೚を持
つことをઆ໌。஍方࣏ࣗମの੹೚ൣғもઆ໌。

⿟ɹ 食品添加物の৽ࢦنఆ等に関するプロηスをઆ໌。
⿟ɹ ༌ೖҧ൓時のϖφルςΟーおよびࢦࢹ؂ಋܭըを

ղઆ、༌ೖが૿加޲܏にある現ঢ়、༌ೖಧ提出の
Ӹॴのॴ在஍、ϞχタリンάシスςϜ、แׅ的ݕ
༌ೖࢭېા置、໋ྩࠪݕになるաఔ、໋ྩղআに
なるέース、6SA とΧφダをྫにڇ೑の؂ࠪに
関してのઆ໌。

ް࿑ল՝௕ิࠤɹࢁ本ࢯࢠܓ�

3） Food SafetZ and 2VaMitZ Improvement for SMEs� 
CIaMMenHes and 5Iai Experience

Ms� CIitra SettaVdom,
Food and %rVH Administration （F%A）,

5IaiMand
Ms� CIitra SettaVdom のൃ表の֓要はҎԼのようなも

のであった。
⿟ɹ タイは、ૅج的な (MP をツールとして、஍方あ

るいは中খن໛のࣄ業者の੡品の֨نと品質を޲
্し、タイが 201� 年の ASEAN ౷合に޲けて「ੈ
քの୆ॴ」となりたいという目ඪがある。

⿟ɹ タイの食品は、リスクレベルにԠ͡て 4 分ྨされ
ており、最もリスクのߴいものに分ྨされている
食品は (MP と HACCP で管理している。タイで
は (MP はٛ຿で、ҧ൓した৔合のേଇنఆもあ
るが、HACCP はまͩ೚意である。

⿟ɹ ૅج的な (MP のྫとしてυϥイόφφのέース
スタデΟーを঺հ。૔ݿのような৔ॴでόφφを
、ఔで重要なのは޻޻かしている。こういった加ס
஬やখ動物がࠞೖしないことである。出དྷ্がっ
た੡品は৆味ؒظが୹く、たいていは加޻৔のप
ลでൢചされる。

⿟ɹ タイでは੓෎の F%A と஍方のެऺӴ生担当およ
び大学なͲのڭҭ機関とが࿈ܞし、国಺ 12 ۠Ҭ
24 かॴの学शηンターで開ൃプロάϥϜを提ڙ
している。各۠ҬでͲの੡品を優先的にൢଅする
か、Ͳのようにैࣄするਓʑをڭҭしていこうと
するか等をܾΊている。

˖2�"
ηッシϣン 2 のޙに 2�A ηッシϣンがϑロアの参加

者をަえて行われた。質໰はओにϛϟンϚーからの参加
者からタイの 2 ໊のߨԋ者へ集中した。学शηンターの
ӡӦや食品添加物の「減ྔ」に関してなͲ、ϛϟンϚー
がͲれͩけଞの ASEAN ॾ国のྫࣄを参考にしていき
たいとしているかがうかがえた。

˗ηογϣϯ �ɹ�$PNNVOJDBUJPO�4USBUFHJFT� GPS�'PPE�
4BGFUZ�BOE�/VUSJUJPO�&EVDBUJPO

1）RisL CommVnication StrateHZ for Food SafetZ
Mr� HaMim NaCaCan,

NationaM AHencZ of %rVH and Food ControM,
Indonesia
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Mr� HaMim NaCaCan のൃ表の֓要はҎԼのようなもの
であった。

⿟ɹ インυωシアはਓ口 2 ԯ 4,000 万、1 万 �,000 も
のౡʑでߏ੒されている国。

⿟ɹ インυωシアでは、このような広い஍Ҭで༌ೖ品
をؚΉଟ༷な食品を管理する必要があり、特に中
খن໛のࣄ業者がߴい品質の安全な食品を੡଄す
るたΊの知ࣝやスΩルを্޲させることが重要で
ある。しかし、ଟくのਓは食品の安全に関して΄
とΜͲ஫意を෷っていない。

⿟ɹ 一方、インυωシアのফ費者ڠ会はとても活ൃに
活動しており、ফ費者ڠ会によって食品へのҧ൓
物質ࠞೖがൃݟされたྫもある。

⿟ɹ ফ費者ڭҭの一ྫとして、学ྸظのࢠͲもたͪへ
えた食品安全のたΊのڭ � つのΩーポイントがあ
る。すなわͪ、ᶃ 安全な食品をೝࣝすること、
ᶄ 安全な食品をߪೖすること、ᶅ 表ࣔを஫意ਂ
くಡΉこと、ᶆ ਗ਼ܿを心がけること、ᶇ ൃݟし
たことをه࿥して報告すること。

⿟ɹ EôNotification といって、学ߍでൢചされてࢠͲ
もがҿ食する食品に関して、ྑい৘報もѱい৘報
もڞ༗するシスςϜがある。

2）Perspective of Food LaCeMinH SZstems in Japan
Mr� Mineo Ando,

Food LaCeMinH %ivision,
ConsVmer Affairs AHencZ （CAA）,

Japan
安౻ๆԝࢯのൃ表の֓要はҎԼのようなものであった。
⿟ɹ は͡Ίに、ফ費者ிが省ிؒのスΩϚࣄҊでফ費

者への対Ԡが஗れるのを๷͙目的で設立されたこ
とと、ফ費者ிの組織に関してઆ໌のޙ、৽しい

「食品表ࣔ๏」の֓要に関してઆ໌があった。
⿟ɹ 現在、೔本ではࣄ業者が表ࣔを࡞੒する際は、食品

Ӵ生๏、JAS ๏、݈૿߁ਐ๏という 3 つの大きな
๏نと関࿈ॾ๏نを参রする必要があるが、この
3 つの๏نには重ෳしてఆΊられた߲ࣄもあるし、
その๏نにͩけఆΊがあるものもあることと、৽
しい「食品表ࣔ๏」の目的やݕ討՝୊に関してઆ໌
があった。ݕ討՝୊には現在はまͩ೚意の「ӫཆ
表ࣔ」のٛ຿Խがあることのଞ、現時఺の論఺の
֓要がઆ໌された。また、(M 食品の表ࣔ֓要と IP
ϋンυリンά（分別生産ྲྀ௨管理）のઆ໌もあった。

ফඅऀிɹ҆౻�ๆԝࢯ

˖2�"
ηッシϣン 3 のޙにϑロアの参加者をަえて 2�A が

行われた。
インυωシアの学ྸظのࢠͲもに対するڭҭプロάϥ

Ϝに関して、「Ͳのように࣮ࢪしたらそのように୹ؒظ
で੒ޭすることができるか」という໰に対しては、「行
੓が্から組織的にプロάϥϜをおろしていったらとて
も௕いஈ֊をܦなけれ͹ならない」とのճ౴であった。

೔本の安౻ࢯへ質໰が集中した。その質໰はҎԼのよ
うなものであった。

⿟ɹ ӫཆ表ࣔに関してɿɹ
・ ϛϟンϚーから೔本に（生઱、加޻食品）༌出す

る৔合にはӫཆ表ࣔが必要になるのか。
・誰がԿޠで表ࣔするのか。
・ӳޠでも表ࣔするのか。
・೔本から༌出される食品への表ࣔはͲうなるのか。

⿟ɹ (M 表ࣔに関してɿ
・(M 表ࣔはԿのたΊの表ࣔか。食品安全のたΊか。
・IP ϋンυリンάは誰がͲのようにอূするのか。
・ IP ϋンυリンάで「意ਤせ͟るࠞೖ」を � ˋまで

とೝΊているその਺஋のࠜڌは。
・ � ˋよりも低Ίる可能性があるのか。

ूதすΔ࣭໰ʹ౴͑Δ҆౻ࢯ
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最ޙに「アϒφイΧϞ（ফ費者ிのΦϑΟシϟルϚス
コット）はͲういう意味か」という、最もճ౴するのが
ϋーυな質໰でηッシϣンはऴྃした。

 

�࿩୊ͷʮΞϒφΠΧϞʯ

˗Ϋϩʔδϯά
ILSI 東ೆアジア஍Ҭ支部会௕の Mr� (eoffrZ SmitI

より、ILSI はੈք中の༷ʑな஍Ҭでの Food SafetZ に
関してྗڠができるとࢥう、との言ٴがあった。

*-4*�4&"3ɹ.S��(FPGGSZ�4NJUI

 

� 日໨ͷࢀՃऀ

無ࣄ �日໨をऴ͑ͨ日本͔ΒͷࢀՃऀ
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ʻ �日໨ʼ
˗6QEBUFT�PO�'PPE�4BGFUZ�3FHVMBUJPO�'SBNFXPSLT

最ॳに、ςーϒルについたਓʑがࣗݾ঺հしたޙに、
ΧンϘジア、ϥΦス、ϛϟンϚー、ベトφϜの代表によ
るൃ表が行われた。
1）ΧンϘジア

Mr� Sin SidetI,
%epVtZ %irector,

%epartment of LaCoratorZ, CAMCO5ROL,
MinistrZ of Commerce,

CamCodia
Mr� Sin SidetI のൃ表の֓要はҎԼのようなもので

あった。
⿟ɹ ΧンϘジアの๵қ૬ख国ɿ2012 年の༌ೖトップ

10 は中国、ベトφϜ、タイをは͡Ί全てアジアの
国で、うͪ ASEAN ॾ国が � か国を઎Ίる。2012
年の༌出トップ 10 には欧米ॾ国もؚまれる。೔
本は༌ೖ・༌出ともに第 � 位。ޫ؍のৼڵにも食
品安全が関わってくるのではと考えている。

⿟ɹ 2010 年に農৔から食୎までの食品安全Ϛωジメ
ントシスςϜのたΊに関࿈省ிؒの合意を֬立
し、各省ிがॴ管する対৅を分担した。

⿟ɹ ΧンϘジアは国際֨ن（Codex、OIEɿ国際्Ӹ
ࣄ ຿ IPPCɿ、ہ 国 際 ২ 物 ๷ Ӹ ৚ ໿ ） お よ び
ASEAN スタンダーυと足ฒΈを揃えることにした。

2）ϥΦス
Ms� 7ienHxaZ 7ansiMaMom,

%irector, Food ControM %ivision,
Food and %rVH %epartment, MinistrZ of HeaMtI,

Lao P%R
Ms� 7ienHxaZ 7ansiMaMom のൃ表の֓要はҎԼのよう

なものであった。
⿟ɹ ϥΦスの MinistrZ of HeaMtI の組織঺հとそのक

උ・੹຿のൣғを঺հ。
⿟ɹ MinistrZ of AHricVMtVre は農৔レベルでの一次産

品の管理を担当している。
⿟ɹ 食品๏を 2013 年にվਖ਼したଞ、2009 年に表ࣔ๏、

Codex のΨイυϥインを参রして食品ࢪ設および
ҿྉ水のॲ理޻৔に対して (MP Ψイυϥインを
200� 年に࡞੒等。

⿟ɹ WHO, FAO の専門家のྗڠで、(HP（(ood HZHiene 
Practice）、(MP、HACCP なͲのトレーχンάお

よびリスク分ੳとリスクにͮجいたࢹ؂のたΊの
トレーχンάを食品ࣄ業者に対して࣮ࢪ。೔本の
農水省の支援も受けて中খࣄ業者にも行っている
とのこと。CapacitZ #ViMdinH（能ྗ開ൃ）も国際
機関、೔本の行੓等のサポートを受けて活ൃに行
われている༷ࢠ。

⿟ɹ ASEAN とのϋーϞχθーシϣンはνϟレンジの
一つ。

⿟ɹ まͩまͩ国家として༷ʑな๏نや֨ن、トレーχ
ンάプロάϥϜ等を֬立するには国際機関やଞ国
からのサポートが必要とのこと。

3）ϛϟンϚー
%r� ,Iin SaX HMa,
%epVtZ %irector,

Food ControM, Food and %rVH Administration,
MinistrZ of HeaMtI,

MZanmar
%r� ,Iin SaX HMa のൃ表の֓要はҎԼのようなもの

であった。
⿟ɹ ϛϟンϚーにおいて、食品中のපݪ性の微生物や

༗֐物質がθロ、もしくは݈֐ة߁とはならない
ఔ度に低くし続けることはとても重要であるとし
て、Food CIain におけるॴ管׭ிを঺հ。

⿟ɹ 1992 年ࠒからطに国家の౷一ج४のたΊの؂ಜ
๏を設けていたが、2000 年代になって࠶ฤ。
200� 年に Codex Ψイυϥインを国の֨نへの参
রにした。このଞ、IPPC や OIE のΨイυϥイ
ンや W5O の SPS ఆなͲ国際的なΨイυϥイڠ
ンを参রとしている。

4）ベトφϜ
Ms� NHVeZn 5Ii MinI Ha,

%epVtZ %irector,
Codex Office, 7ietnam Food Administration,

MinistrZ of HeaMtI,
7ietnam

Ms� NHVeZn 5Ii MinI Ha のൃ表の֓要はҎԼのよう
なものであった。

⿟ɹ MinistrZ of HeaMtI（MOH）の໾ׂと੹຿を中心に、
ଞ の ओ 要 な 省 ி、MinistrZ of AHricVMtVre and 
RVraM %eveMopment（MAR%）、MinistrZ of IndVstrZ 
and 5rade（MOI5）、 MinistrZ of Science and 
5ecInoMoHZ ）（MOS5）のઆ໌あり。ベトφϜの
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食品安全管理シスςϜにはओとして 3 つの省ி
（MAR%、MOH、MOI5）が܎る。

⿟ɹ 2011 年に Food SafetZ LaX ができた。
⿟ɹ 国家֨نのଟくは Codex 。をベースとしている֨ن

˖    4 か国のൃ表のޙのコーώーϒレークのલに、議௕
よりϒレークޙの࡞業に関して 4 か国によるҿ食ྉ
品のԽ学的、微生物学的な֐ةアηスメントを行い、
それについて議論するとのઆ໌があった。

˗���*EFOUJGJDBUJPO� PG� GPPE� TBGFUZ� DIBMMFOHFT� JO� UIF�
SFHJPO�（��DPVOUSJFT）�BOE�DBQBDJUZ�CVJMEJOH�OFFET

4 か国の代表がڞ௨のςンプレートを使用して、Խ学
汚染物質およびපݪ性微生物に関して、ᶃ ֐ة、ᶄ そ
の֐ةの対৅となるҿ食ྉ品、ᶅ ֐ةの؇࿨ࡦ、に関
してまとΊた。また、各国における代表的な食品܈のઁ
औྔを順位ͮけ、最ޙに食品安全対ࡦのたΊの能ྗ開ൃ
のχーζをϥンΩンάしたものをൃ表しあった。

Խ学汚染物質のリスクとしては、食品添加物あるいは
食品用ではない添加物のޡ使用やա৒使用、஍Լ水・ҿ
ྉ水への重金属汚染、果物や野ࡊへのཹ࢒農ༀ、ڕհྨ

や೑への߅生物質なͲのࠄ、ཹ࢒物やコーώーなͲのΧ
ビಟが͛ڍられ、それͧれ (AP（(ood AHricVMtVraM 
Practice）や (MP 等のトレーχンά、Ϟχタリンάの
強ԽなͲのリスク低減ࡦが出されていた。

පݪ性微生物のリスクとしては ┉⓲ⓤ┧┳┰┭ 、サルϞωϥ、
リスςリア、ԫ色ϒυ΢ەٿ、コレϥەのଞ、د生஬が
られており、それͧれリスクの対৅食品はզʑ೔本͛ڍ
ਓでもೲ得のいくものであった。ϥΦスが୶水ڕを生食
することによるد生஬のリスクに言ٴしていた。このリ
スク低減ࡦには、(HP / (MP / HACCP といった言༿
がฒΜͩ。

ঢ়گをվળしていくには、知ݟと知ࣝのܽ೗も໰୊ͩ
が「無ࢹ」というのもまた໰୊であるとの意ݟが出された。

代表的な食品܈のઁऔྔと、能ྗ開ൃのχーζに関し
てのϥンΩンάは次の௨りであった。なお、表中のアル
ϑΝベットは、4 か国の国໊の಄จࣈを表している。

参加者から、食品産業に関わるਓへの、୹ظのΈなら
ͣ௕ظにわたるトレーχンάの必要性が言ٴされた。 
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̏ɽまͱΊ

1 ೔൒と୹い時ؒであったが、ASEAN ॾ国の中でも
೔本にとってೃ染Έがਂい国と、ଟくの೔本ਓにとって
は΄とΜͲ৘報が無い国の྆方からの代表による৘報ަ
重な機会であった。ASEANوができた׵ ॾ国はڞ௨՝
୊がଟʑある中で、ࡉかくݟるとࣄ৘の異なる఺もある
ことがわかり、この஍Ҭ಺でଟくの時ؒをかけて४උし
てきたϋーϞχθーシϣンがいかにνϟレンジンάで
あったかがうかがえた。೔本のࡦࢪに対して೔本との༌
出ೖをࢹ野に質໰がଟく出たことと、ASEAN ॾ国が口
を揃えて Codex 等の国際ج४を国のࡦ֨نఆへの参র
にしているというのがなΜともڵ味ਂかった。

̐ɽ͓ま͚：ϛϟϯϚʔݟฉ࿥

をؚΊ೔本からの参加者にとってはॳΊて๚໰するࢲ
ことになったϛϟンϚー。わͣか 3 ೔の滞在ではあった
が、ࢲの目からݟたϛϟンϚーを͝঺հしたいとࢥう。
ϛϟϯϚʔ౸ணまͰ：

೔本ਓがϛϟンϚーを๚໰するにはビβのऔ得が必要
ͩが、੒ాからϠンΰンまでANAの直行ศが出ている。
ɹ༧ఆよりも୹Ίの � 時ؒ΄Ͳのϑϥイトのޙ、ジϟン
άルの中のۭߓに߱り立つことを૝૾していたࢲの目
に、૲஍とᕲ໦と農஍のଞデルタ஍ଳ特༗のۂがりく
Ͷった௕いՏ઒が目にೖった。3 ݄はقסで、ॵいけれ
Ͳೆ国特༗のৠせるような感͡はなく、また、੍෰のೖ

国管理׭の࢟にかなりのۓு感を֮えたが、管理׭はস
。で非常にϑレンυリーであったإ
֗ͷ༷ࢠ：

2 ୆のόンに分৐してۭߓからϗςルまでҠ動するಓ
すがらݟえる֗の༷ࢠは、೔本から一ॹに行った ILSI
のॾ先ഐが「タイのようͩ」、「ベトφϜの֗Έたい」、「い
や、インυの֗にࣅている」というように、Ͳこかで知っ
ているような֗ฒΈであった。֗はམͪணいていて༧૝
֎に安全と感͡たが、ెาでಓ࿏をԣ断するときは৴号
なͲ無いも同然で、非常にスリリンάなମݧができる。

ಓ࿏は、೔本とは൓対のӈଆ௨行であるが、૸ってい
るंの൒分ఔ度は೔本と同͡ӈϋンυルで、ਓʑは࣮に
としंݹ用にӡసしている。聞け͹、ंは国֎から中ث
てೖってきて、Ͳの国からདྷたंかによってϋンυルの
位置がܾまるとのこと。೔本ं、なかでもトϤタंが大
ਓͩؾそうͩ。ौ滞でզʑのंのす͙ྡにఀまったंは、
全ମを HeMMo ,ittZ で૷০してंのシートまでΩςΟ
ͪΌΜのΧόーがついた「デコΧー」。ࣸਅをࡱろうと
෰らしきものをண用し܉ったが、ӡసしているঁ性がࢥ
ていたたΊԕྀした。೔本やؖ国なͲでӦ業ंあるいは
われる会社໊やએ఻がࢥ௨機関で使われていたとަڞެ
付いたままのंやόスもଟく૸っていた。
෺Ձ：

ηυφϗςルは֗の中心஍からはগしはͣれているが
֎国ਓ޲けのϗςルで、中は「֎国ਓ価֨」。東ژとあ
まりมわらない。ϗςルやޫ؍஍ではϛϟンϚーの௨՟
νϟットのଞに米υルがී௨に使用できる。ങい物では
1,000 νϟット分がͪΐうͲ 16S υルで支෷できるの
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ͩが、ϗςルで米υルからνϟットに྆ସしてもらった
際は、一ਓ一ਓレートが異なっており、ฒΜで順番に米
υルで同͡金ֹを׵金したのに受けऔるνϟットの金ֹ
がҧっていたのは͝Ѫᇷか。

ങい物は஋ஈަবから࢝Ίる必要がある。タクシーに
はメーターは付いていないので、行先を告͛たらӡ௞を
ަবしてから৐ंしないといけない。զʑがお金を෷っ
た৔໘は、たいていが「֎国ਓ価֨」であったとࢥわれ、
本当の物価を知るにはまͩまͩݧܦが不足ͩ。
৯΂෺：

さて、「ϛϟンϚーの代表的なྉ理はԿであるかʁ」
ɹ౴えは「Χレー」。インυやタイのΧレー΄Ͳोؾは
無く、೔本のそれとも異なるが、色はͲͪらかというと
஡色っΆい。しかし、とてもスύイシー。ϛϟンϚーのਓ
は 3 食ともお米を食΂るのがී௨とのことで、ڕも生食
するのͩそうͩ。「生のڕにはやはりڕেを付けるの
かʁ」と聞いたら、Ͳうやらそのようͩ。ϛϟンϚーΧ
レーのଞ、タイ、インυ、中国、ベトφϜなͲपลॾ国ྉ
理が食΂られる。ビールは、Ϡンΰンࢢ಺で੡଄されて
いるものが਺छྨあるとのことで、同行したॾ先ഐに࢕
うとお味の方はͪΐっとബΊͩけͲඒ味しいとのこと。
ਓʑ：

ϗςルのै業員やタクシーのӡసखから受けたҹ৅
は、東ೆアジアのଟくの国のਓʑと一ॹでԹ࿨でサービ
スਫ਼ਆにຬͪているਓがଟい。しかもօさΜӳޠが࿩せ
てۈษであることもҹ৅にਂい。ࢲがར用したタクシー
のӡసखは、ϛϟンϚー国಺で೔本ޠをษ強したことが
あるとのことͩが、֎国ਓとはࢥえない΄Ͳのとてもਖ਼
しくて্ڃの೔本ޠを使いこなすਓであった。

෹ెڭのଟいϛϟンϚーには、立೿なࣉӃもଟい。中
にೖると、ਓʑがԿやら動物の૾のところにお参りして
いる。ϛϟンϚーでは、ׯ支なら͵ࣗ分の஀生「༵೔」
を知っているのがී௨で、動物は஀生「༵೔」に合わせ
て � छྨがࡇられている。ਓʑは、ࣗ分の஀生「༵೔」
動物にお参りしているのͩ。1 िؒは � ೔なのになͥ �
छྨであるかというと、水༵೔がޕલとޙޕとで「༵೔」
を৅௃する動物が異なるたΊ。ࢲは、൒ੈل近く生きて
きてॳΊてࣗ分の஀生した೔が໦༵೔ͩったことを知っ
た。໦༵೔の動物は「ͶͣΈ」とのこと。ଞの༵೔の動
物に͝ڵ味のある方は、ͥͻ ILSI Japan までお໰い合
わせをʂ

19�� 年ɹஜ೾大学第二学܈農林学ྨଔ業

1990 年ɹஜ೾大学大学Ӄڥ؀科学ڀݚ科मྃ

1990 年ɹ ωスレ೔本ࣜג会社ೖ社ɹ੡଄サービス部で੡品開ൃに

わるܞ

1992 年ʙ1993 年ɹωスレ中ԝڀݚॴ（スイス、ローβンψ）でݚम

1993 年ؼ国

ɹҎ߱、ωスレ೔本ࣜג会社ۈ຿

ɹアイスクリーϜプロジェクト、ҭٳࣇՋ、関࿈会社出޲をܦて、

2003 年より食品๏ن部。現在にࢸる。

ུྺ
∁㰡ɹஐࢠ（͔ͨ͸͠ɹͱ΋͜）

γϣοϐϯάηϯλʔͷۙ͘

γΣμΰϯ・ύΰμ：தԝ͕ԫۚ��τϯʂ
Ͱग़དྷͨ෹ౝ

େ͓ऍՠ༷・Πέϝϯʂڊ
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ϑϥοシϡɾϦϙーτ

̍ɽ͸じΊʹ

ฏ੒ 2� 年度 ILSI Japan ௨常૯会に続いて、ޙޕから第 � ճ ILSI Japan ϥイϑサイΤンス・シンポジ΢Ϝが開
催された。本シンポジ΢Ϝでは国಺の専門家から、௒ྸߴԽ社会が直໘する「݈߁ण໋のԆ৳」໰୊に関して、݈
に関する৽たな੾「ஙߏϥΠϑεςʔδʹ͓͚ΔϔϧεϦςϥγʔͷ」への行動ม༰にয఺を当てた׳な生活श߁
り口の࿩୊が提ڙされた。

最ॳの特別ߨԋでは国立݈߁・ӫཆڀݚॴのᖒాږ先生によって、ฏ੒ 2� 年 3 ݄にް生࿑ಇ省݈ہ߁からൃ表
された「݈ͮ߁くりのたΊの਎ମ活動ج४ 2013」ならびに「݈ͮ߁くりのたΊの਎ମ活動ࢦ਑（アクςΟϒΨイυ）」
が֓આされた。続くߨԋ̍では、ϔルスリςϥシーという、まͩ広くਁಁしていないとࢥわれるこの֓೦のઆ໌と
ともに、݈߁をܾΊるྗとのつながりにਂく関わるॾ要ૉがղઆされ、ϔルスコϛュχέーシϣンの重要性が঺հ
された。ߨԋ̎では、「時ؒӫཆ学」と೴࠹ߎやೝ知঱༧๷との઀఺が、Ϛ΢ス࣮ݧの੒੷とあわせて঺հされた。

プロάϥϜޙ൒のߨԋ̏では、味֮ো֐は食ཉを減ୀさせることによりྸߴ者のӫཆো֐をҾきىこすことが知
られるが、味֮ো֐においてݟམとされていた「うま味」感֮のো֐が関༩している৔合があること、そしてうま
味感֮、ଣӷ分ൻ、ফԽٵऩの޷॥؀のҡ持が大੾であるとの࿩୊が提ڙされた。最ޙのߨԋ̐では、ܰӡ動がೝ
知機能なͲ、೴のߴ次機能のҡ持やվળに༗ޮであるとするメΧχζϜが、ޫトポάϥϑΟーを用いた೴の活性Խ
。用との関࿈性とབྷΊて঺հされた࡞੒੷と೴಺ϗルϞン合੒ଅਐڀݚ

最ޙに、ILSI Japan ෭理ࣄ௕のా܂先生をコーデΟωーターとするύωルデΟスΧッシϣンが行われ、೤心な
意ݟがަ׵された。会৔との意׵ަݟの中でも、専門性のߴい質ٙԠ౴がなされた。WHO 欧州஍Ҭࣄ຿ہは 2003
年に「݈߁の社会的ܾఆ要Ҽɿ֬かな࣮ࣄの୳ٻ 第二൛」をൃ表し、その中で 10 の要ҼについてまとΊている。
それら一つ一つがΧόーするൣғは大มに広い。݈߁の価஋を理ղし、݈߁であり続けることがいかに常೔ࠒのଟ
大な౒ྗの্に੒り立っているかを機会ある͝とに学Ϳことは֬かに大੾であるとࢥう。ύωルデΟスΧッシϣン
の中でൃ言された、「学ڭߍҭ、特に食ҭはਓʑにϔルスリςϥシーの重要性をਅに理ղさせるたΊに重要である」
との意ݟが特にҹ৅に࢒った。

�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
ԋϓϩάϥϜߨ

2 月 20 日（໦）13：00～18：00
ʲ特別講演ʳɹ「健康ͮくりのための਎体活動基४ 2013・アクテΟϒガイド」

ᖒాɹږɹ（国ཱ健康・栄養研究ॴ）

ʲ講演ɹ 1ʳɹ「“健康をܾめる力” としてのヘルスリテラシー」
ੴ઒ɹͻΖのɹ（౦ژ大学大学Ӄ）

ୈ�ճ�*-4*�+BQBO�ϥイϑαイΤϯεɾシϯϙδ΢Ϝ
ޱಈม༰ͷ৽ͨͳ੾Γߦण໋ͷԆ৳ʹͭͳ͛Δ߁݈
ʮϥイϑεςーδʹ͓͚ΔϔルεϦςϥシーͷߏங΁ʯ

ॴڀݚ会社໌࣏ɹ食機能科学ࣜג
ILSI Japan ӫཆڀݚ部会௕

金ࢠɹ఩෉

ϑϥογϡɾϦϙʔτ
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ʲ講演ɹ 2ʳɹ「࣌ؒ栄養学から見た೴࠹ߎとೝ知症の発症予防
ɹɹɹɹɹɹɹ～マウスの࣮͕ݧ示す中高年からのライフスタイル～」

ɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹງߐɹम一ɹ（女子栄養大学）

ʲ講演ɹ 3ʳɹ高齢者の味֮（とくに、うま味֮ײ）と健康との関࿈について
໺ɹ高࢚ɹ（౦๺大学පӃ）࡫

ʲ講演ɹ 4ʳɹ೴フΟットネスを高める運動とその分子機ߏ：೴とے೑は同͡もの
੐໼ɹ英তɹ（ஜ೾大学大学Ӄ）

ʲパネルσΟスカッションʳ

�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

̎ɽߨԋ֓ཁ

物が࡮は、シンポジ΢Ϝ会৔で഑෍されたスϥイυのҹࡉԋ಺༰のৄߨ ILSI Japan のϗーϜϖージにࡌܝされ
ているので、ここでは֓要を঺հするにとͲΊる。

（�）ಛผߨԋɹ݈ͮ͘߁ΓͷͨΊͷ਎ମ׆ಈج४ ����・ΞΫςΟϒΨΠυ
զが国における一ਓ 1 ೔当たりのา਺はաڈ 10 年ؒで 1,000 าఔ度減গし、国ຽの݈߁を考える্で大きなݒ

೦ࡐྉとなっている。݈߁೔本 21（第 2 次）では、2013 年までの਎ମ活動・ӡ動分野目ඪとして「า਺の૿加」、「ӡ
動श׳者のׂ合の૿加」といったݸਓ目ඪをఆΊ、さらに「ॅຽがӡ動しやすいまͪͮくり・ڥ؀੔උにऔり組Ή
࣏ࣗମの૿加」といった࣏ࣗମ目ඪもఆΊられた。これら目ඪୡ੒のたΊのツールとして 2013 年 3 ݄に、「݈߁
ͮくりのたΊの਎ମ活動ج४・活動ࢦ਑ 2013」がް生࿑ಇ省݈ہ߁からൃ表された。200� 年にࡦఆされた「݈߁
ͮくりのたΊのӡ動ج४ ਑ࢦくりのたΊのӡ動ͮ߁݈」「�200 200�（Τクササイζ 200�）」のվఆのݕ討՝୊は
ҎԼの௨りである。ᶃ Τビデンス（科学的ࠜڌ）を一૚強ݻにし、ᶄ ෑډの低い目ඪの設ఆは可能か、ᶅ 表現は
қしくできるか、ᶆ ݈߁ण໋のԆ৳を目ࢦすたΊに、がΜ༧๷、社会生活機能の低Լ（ロコϞやೝ知঱）༧๷を
ؚΊたج४࡞りは可能か、ᶇ 現在のج४஋のมߋは必要か、ᶈ �� 討したݕ੒は可能か。これらを࡞४جҎ্のࡀ
結果を受けて、1）࿑ಇや家ࣄなͲを௨͡てからͩを動かすことをؚΊた、೔常生活での਎ମ活動の重要性をࣔす
たΊに໊শを「ӡ動」ج४から「਎ମ活動」ج४とした、2）心࠹ߎےや೴ଔ中、がΜなͲの生活श׳ප等ならびに、
ӡ動機能ো֐やೝ知঱の༧๷ޮ果が֬ೝされた、3）�� ったままに࠲者を対৅に、ԣになったままやྸߴҎ্のࡀ
ならなけれ͹ͲΜな動きでもよいので、1 ೔合ܭ 40 分行うというج४を৽たにࣔした、4）す΂てのੈ代にڞ௨し
て、ࠓよりຖ೔ 10 分ଟくからͩを動かす（௕くาく）、そのܒ໤のたΊにアクςΟϒΨイυを活用する、これら
をվఆ಺༰としてࣔした。ߨԋは、ࠓ೔は「プϥスςン（10 分）」ͩ け֮えてੋ非࣮ફしてくͩさい、とのメッηー
ジでకΊくくられた。

ԋߨ（�） �ɽl݈߁をܾΊΔྗz ͱͯ͠ͷϔϧεϦςϥγʔ
௒ྸߴԽ社会をܴえたզが国では、อ݈ҩྍや݈߁への意ࣝのߴまりと૬まって、関࿈する৘報のྔの૿大と質

およびιースのଟ༷ԽがਐΜでいる。その一方で、ࣗ཯性や意ܾࢥఆへの参加のଅਐがٻΊられている。ࢲたͪに
は、ࣗ分に必要な৘報を੔理し、活用することのできる能ྗの必要性がߴまっている。リςϥシー（MiteracZ）とは、
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ಡΈॻきできる能ྗ、ࣝࣈ能ྗという意味であるが、ϔルスリςϥシーとはࠓ೔、݈߁৘報を、理ղし、評価する
能動的な行動および、活用するたΊの知ࣝ、意ཉ、能ྗであり、それによって೔常生活におけるϔルスέア、࣬ප
༧๷、ϔルスプロϞーシϣンについて൑断したり意ܾࢥఆをしたりして、生֔を௨͡て生活の質をҡ持・্޲させ
ることができるもの、とఆٛが֦大している。ϔルスリςϥシーが低いと、ᶃ ࣬පに対する理ղや知ࣝが低い、
ᶄ ౤ༀࣔࢦのޡղやༀのҿΈؒҧいがଟい、ᶅ ӫཆ表ࣔが理ղできない、ᶆ ݕ਍、༧๷઀छなͲをར用しない、
ᶇ ٸٹサービスのར用がଟく、ೖӃ཰がߴい、ᶈ ౶೘ප、݂ߴѹなͲのຫ性࣬ױの管理がѱい、ᶉ ݈߁ঢ়ଶのࣗ
い、ことなͲが知られている。உ性ΦϑΟスϫーΧーにおけるϔルスリςϥシーとߴ๢཰がࢮ 評価が低い、ᶊݾ
、ӡ動、ࣄとൺֱして、（1）食܈は低い܈いߴ、関࿈行動、ストレス対ॲ、֮ࣗ঱ঢ়との関࿈性をௐ΂たところ߁݈
٤Ԏにおいて݈߁的な生活श׳行動をとる޲܏にある、（2）৬৔ストレスに対して「ੵۃ的な໰୊ղܾ」、「ଞ者か
らの援助をٻΊる」対ॲのબ୒がଟく、「ఘΊる」の対ॲのબ୒はগない、（3）ストレスの֮ࣗ঱ঢ়が༗意にগない、
という੒੷となった。
「ҩࢣが਍るのはපؾではなくױ者である」といわれるように、ҩྍ提ڙ者ଆにはױ者のχーζやϔルスリςϥ

シーレベルを知り、それに合わせた৘報提ڙを可能にするコϛュχέーシϣンྗが必要である。一方、ҩྍར用者
ଆには৘報χーζ、ٙ໰、意ࢥを఻える一方で、ࣗ分に必要な৘報をऩ集し、൑断し、活用するϔルスリςϥシー
が必要である。このように、“݈߁をܾΊるྗ” となるϔルスリςϥシーは、行動ม༰をىこす意ܾࢥఆのྗであ
るが、ܾしてݸਓでܾまるྗではなく、そのݸਓが生活するਓؒ関܎や஍Ҭ・社会ڥ؀の中でܾまるものである。
ϔルスリςϥシーの্޲には、྆໘からのಇきかけ、すなわͪϔルスコϛュχέーシϣンが重要である。

ԋߨ（�） �ɽ࣌ؒӫཆֶ͔Βͨݟ೴࠹ߎͱೝ஌঱ͷൃ঱༧๷
ɹɹɹɹɹɹɹʙϚ΢εͷ࣮͕ࣔݧすதߴ೥͔ΒͷϥΠϑελΠϧʙ

30 ಺༰に関するࣄපの༧๷・վળのたΊにීஈの生活で心がけている食׳Ҏ্のஉঁを対৅にした、生活शࡀ
アンέートの結果によると、Χロリーઁऔ੍ݶ、野ࡊのੵۃ的ઁऔ、ࢷ๱やԘ分、౶分のઁऔ੍ݶ、ภ食ճආ、が
それͧれ 40 ˋから �0 ˋのճ౴಺༰となっている。時ؒӫཆ学は、こうしたӫཆૉのઁऔྔやόϥンスではなく、

「いつ、ͲΜな食ࣄをすれ͹、݈߁でշదなຖ೔をա͝すことができるか」といった۩合に、時ؒ࣠のࢹ఺でӫཆ
をڀݚする学໰である。զʑのからͩには、ମ಺時ܭ（生物時ܭ）とݺ͹れる時ؒ࣠のリζϜをつかさͲるシスς
Ϝとして中਻時ܭと຤ধ時ܭが存在し、時ܭҨ఻ࢠのϑΟーυόックループをհしてリζϜがൃ生している。

݂ӷがݻまってできる݂ખがݪҼの࣬ױはޕલ中にൃ঱ස度がߴく、೔಺リζϜの支഑を受けている。݂ ӷݻڽ、
ઢ༹に関わる݂খ൘活性Խ཈੍Ҽࢠô1 とトロンϘϞジュリンたΜͺく質のൃ現位૬は食ઁࣄऔ時ࠁによってมԽ
する。ே食ܽ食は݂ખができやすいことをࣔしているが、ൽ೑なことに、ே食ܽ食཰はए年者、ྸߴ者ともに年ʑ
૿加している。श׳的なே食ܽ食཰はੈଳॴ得水४とෛの関܎にあることをࣔす現࣮的なデータがある。

ਭ຾の質もまた、ॴ得とෛの޲܏にあることがࣔされている。不ద੾なਭ຾श׳のώトは౶೘පのൃ঱リスクが
は加ྸの生理的現৅の一つであるが、ΦレΩシンの分ൻと受༰ମ֐い。ਭ຾োߴ๢཰がࢮによるױ動຺࣬ף、くߴ
の低Լやメϥトχンの分ൻ異常がഎܠにある。ΦレΩシンܥの機能低Լはܰ度ೝ知機能ো֐のリスクとなる。نଇ
ਖ਼しい食生活の࣮ફがΦレΩシンܥの機能ҡ持に重要であり、݂ખ঱やೝ知঱のൃ঱༧๷につながる。

๱組織なͲでは೔಺リζϜにԠ͡たࢷ、ଁ؊、๱食は、౶೘පϞデルϚ΢スの心ଁࢷߴ PAIô1 Ҩ఻ࢠ（プϥス
ϛϊーゲン活性Խ཈੍Ҽࢠ）のൃ現をߴΊ、݂中の PAIô1 ೱ度もߴΊるという੒੷がある。時ܭҨ఻ࢠม異をซ
せ持つ౶೘පϞデルϚ΢スでは、೔಺リζϜはফࣦし、PAIô1 ૿加も཈੍された。一方で、（ࢷߴ๱ʴコレスςロー
ル）食を༩えたϚ΢スでは、ӡ動のհ在により؊ଁ 5(（トリάリηリυ）ؚྔと݂中 PAI�1 レベルの্ঢは཈੍
された。

όϥンスのྑいே食ઁऔを続け、ద度なӡ動とॆ࣮したਭ຾を֬อすることは、時ܭҨ఻ࢠのൃ現リζϜをਖ਼常
Խし、ೝ知঱や݂ખ঱のൃ現༧๷につながる。

ϑϥογϡɾϦϙʔτ

Πϧγʔ No.118  (2014.8)  ― ��



ԋߨ（�） �ɽऀྸߴͷຯ֮（ͱ͘ʹɺ͏まຯ֮ײ）ͱ݈߁ͱͷؔ࿈ʹ͍ͭͯ
௒ྸߴԽをഎܠにわが国では味֮ো֐者が૿加していると言われている。味֮ো֐のױ者では、食ཉ減ୀによる

ӫཆো֐をདྷたし、全਎ঢ়ଶがѱԽすると༧ଌされる。ところが、開ൃしたςイストデΟスク（レベルの異なるά
ルタϛンࢎまたはイϊシンࢎのφトリ΢ϜԘ༹ӷにਁ௮したもの）を用いた評価の結果、味֮ো֐をओ訴とするױ
者の中には、ج本 4 味（؁味、Ԙ味、ࢎ味、ۤ味）はਖ਼常でありながら「うま味」感受性のΈ低Լしているױ者が
গなくないことが໌らかとなった。ओ訴は「おいしくない」、「食ཉがなく、ମ重が減গ」、「口がベタベタׇく」、「ઉ
がしΈて௧い」がଟくݟられた。特චす΂きは、うま味ো֐が֬ೝされたױ者全員にମ重減গがೝΊられたことで
ある。味֮は、味物質が味᤹の味ࡉ๔に౸ୡし、受༰される感֮であるので、味֮受༰ମと味֮ਆܦ઀合部のث質
的ダメージは味֮感受性減ୀやফࣦを生͡る。特にଣӷは味֮とີ઀に関わっており、ྸߴ者における味֮ো֐に
ଣӷ分ൻྔ低Լが関༩するとの੒੷が得られている。ओ訴の಺༰を受けて、ଣӷ分ൻྔ低Լに対する࣏ྍを࣮ࢪし
たところ、うま味感֮のճ෮とともに食ཉのվળ、ମ重のճ෮が得られた。ճ෮したうま味感֮の৘報がଣӷ分ൻ
のਆܦ൓ࣹをҾきىこし、さらに、ң௎のফԽ・ٵऩの活動をߴΊる、そしてফԽ管活動のଅਐはଣӷ分ൻྔを૿
加させ「うま味」の感受性をߴΊる、このようにして޷॥؀が生Έ出されているとղऍできる。うま味は口ߢ機能
をҡ持する্で重要であり、全਎の݈߁ҡ持にも重要な感֮である。

ԋߨ（�） �ɽ೴ϑΟοτωεをߴΊΔӡಈͱͦͷ෼ߏػࢠ：೴ͱے೑͸ಉじ΋ͷ
ӡ動श׳のあるਓはそうでないਓよりೝ知՝୊਱行時の೴活動がߴまっていることが໌らかになっている。ӡ動

が೴機能をߴΊるというޮ果をূݕするたΊには、ӡ動をした直ޙに୹ظ的なޮ果が࣮際にىこっていること、そ
して、そのޮ果が೴のͲこで担われているのかを໌らかにする必要がある。機能的近੺֎分ޫ分ੳ๏（fNIRS）は
コンύクトな૷置を用いた低߆ଋ・無৵ऻのܭଌであるたΊ、ӡ動強度をີݫに౷੍することが可能なトレーχン
ά設උでの࣮ݧを࣮ࢪできる。

ストループςストと fNIRS を用いて೴の࣮行機能と೴活動がߴまったྖҬを評価した。その結果、ྸߴ者はए
ྸ者と異なりӈલ಄ۃが非常に活性Խした。ྸߴ者では、ӡ動によってӈ೴がࠨ೴を代ঈ的に活性Խされることが
分かった。લ಄લ野എ֎ଆ部の活動はೝ知঱やうつප、ࣗด঱で低Լし、લ಄ۃと機能的につながっていることか
ら、ӡ動はࠎやےをたくましくする͹かりでなく、೴機能をߴΊるとظ଴される。

༗ӹなӡ動のޮ果にはӡ動の継続が不可ܽであり、շద性をߴΊる৽たなӡ動ॲ方が必要であると考え、ؾ分ई
度を評価するツールとして二次ؾݩ分ई度（5%MSôS5、会৔で഑෍されࣗݾ評価ମݧした）を開ൃした。஍Ҭコ
ϛュχςΟで࣮ࢪしているӡ動プロάϥϜでは、1 年のӡ動հೖが೴の࣮行機能վળやମྗ૿ਐのޮ果をࣔしたこ
とに加えて、շద感をߴΊるޮ果をあ͛ている。

ւഅの機能は加ྸとともにਰえ、ೝ知機能の低Լやೝ知঱へのリスク૿大をটく。ւഅのਆܦは生ޙにおいても
৽生される。ӡ動がւഅのਆܦ৽生をߴΊ、ೝ知機能を্޲させることがଟ਺報告されているが、そのたΊのӡ動
৚݅や分ࢠ機ߏについては໌らかにされていない。ೕࢎ性࡞業ᮢ஋をج४に開ൃしたトレッυϛルӡ動Ϟデルを用
いた動物ݧࢼの結果、ೕࢎ性࡞業ᮢ஋ະຬのӡ動は、ւഅにおけるਆܦ৽生ଅਐҼࢠのアンυロゲン合੒をଅਐさ
せ、それによってਆܦ৽生をଅਐすることをݟ出した。低強度ӡ動はさらに、ւഅਆܦ活動活性Խ、ہॴ೴݂ྲྀ૿
加およびਆܦӫཆҼࢠ合੒を૿加させた。ٯに、ೕࢎ性࡞業ᮢ஋௒աのߴ強度ӡ動はストレスとなり、ਆܦ可઼性
がΉしろ低Լするڪれがある。

೑は同͡ものである、ӡ動ے೑合੒をଅਐする重要なϗルϞンでもあり、まさに೴とےԋは、アンυロゲンはߨ
は心਎をともに஁える、との結論でకΊくくられた。
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戸上　敬子ʢαϯτϦʔϏδωεΤΩεύʔτࣜג会ࣾʣ

*-4*�+BQBO ৯඼ඍੜ෺ڀݚ෦会
."-%*ô50'�.4෼Պ会

近年のϥイϑスタイルのଟ༷Խにより、ٻΊられる食品やҿྉのόリΤーシϣンも૿えてきています。࣮際、ੈの中
では、݈޲ࢤ߁に合わせた減Ԙ、低アルコール、食品添加物不使用の঎品や、ඒ味しさを௥ٴするたΊに加೤ەࡴ৚݅
を޻෉したり、แ૷、ྲྀ௨を޻෉することで৆味ݶظをԆ௕させた঎品なͲ、ফ費者のχーζをとらえた食品やҿྉが
ొ৔してきています。これを微生物อূの؍఺からΈますと、੡଄޻৔では๏ྩやΨイυϥインにैった品質管理ͩけ
でなく、各ʑの঎品に特༗な֐ة微生物から੡品をकる࢓組Έを、ݪྉ・੡଄・แ૷・ྲྀ௨の全てのஈ֊においてߏங
しているのが࣮ঢ়です。

対৅となる֐ة微生物のछྨは、঎品の特性やࡐݪྉのબ別、加޻৚݅なͲによってଟذにわたるたΊ、ݪྉや੡଄
ϥインからݟつかった微生物が੡品に対してѱӨڹをٴ΅すか൱かを൑別すること、そのखஈの一つとして微生物を଎
やかに同ఆすることは、食品産業քの中では年ʑ重要性を૿しています。このχーζにԠえるたΊ、ࢲたͪは、質ྔ分
ੳを用いた微生物同ఆ૷置であり、ྟচ分野でٸ଎にීٴしは͡Ίている MAL%Iô5OF/MS にண目してきました。本
૷置による同ఆ๏はҨ఻ࢠ഑ྻをղੳするैདྷからの方๏とൺ΂て、ਝ଎・؆ศ・低ϥンχンάコストという໘で優れ
ています。本૷置の食品産業քでの༗用性について議論を行うたΊに、2011 年より ILSI Japan の食品微生物ڀݚ部会
のԼに MAL%Iô5OF/MS 分科会（MAL%I 分科会）を設置しました。

食品微生物ڀݚ部会は、食品産業քが必要とする食品に関する微生物、特に֐ة微生物の科学的৘報を広いࢹ野を
もってऩ集・ڀݚし、その結果を ILSI Japan として第三者に出൛物やߨԋ会等でൃ৴する活動をしています。

MAL%I 分科会における活動のࢹ఺は現在、二つあります。一つは「食品産業քにおける微生物同ఆに޲けたޙࠓの
データベース֦ॆのల๬」について、もう一つは「微生物同ఆҎ֎の活用๏」についてです。

まͣ、「食品産業քにおける微生物同ఆに޲けたޙࠓのデータベース֦ॆのల๬」に関しては、これまで 3 ճにわたっ
て૷置メーΧーやൢചڀݚ、ݩ機関の先生をটいたษ強会を࣮ࢪしてきました。当ॳは、૷置メーΧー͝とに࡞੒され
たデータベースの౷合や΢ェϒ্でのެ開の可能性についてଧ਍してきましたが、データベース࡞੒のコンηプトやղ
ੳアルΰリζϜが異なるたΊࠔ೉であることが൑໌しました。

そこで分科会では、もともとはྟচ微生物を対৅にߏஙされてきた MAL%Iô5OF/MS による微生物同ఆख๏を食品
産業քで活用していくには、食品産業քにとって関心のߴい食中ಟەやժ๔ܗ੒ەࡉ、ਅە（Χビ・߬฼）なͲのデー
タベースの૿強が重要であると考えました。そしてまͣ、分科会に参ըしているෳ਺のメンόー企業に対して、各社に
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�*-4*�+BQBO

,&*,0�50(".*
4BGFUZ�4DJFODF�*OTUJUVUF
�

2VBMJUZ�"TTVSBODF�%JWJTJPO
4VOUPSZ�#VTJOFTT�&YQFSU�-JNJUFE
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とって関心がߴく、データベースにొ࿥して΄しい微生物छに関するώアリンάを行いました。その結果を「೔本の食
品産業քによる関心のߴい微生物छ」としてリストԽし、MAL%Iô5OF/MS メーΧーに提出しました。また、合わせ
てその微生物छのגەを分ৡしてもらえる国಺֎のެ的な機関（Χルνϟーコレクシϣン）をメーΧーଆに঺հしまし
た。MAL%Iô5OF/MS メーΧーが近ʑアップデートするデータベースには、ࢲたͪの分科会が要๬したەछリストの
。たと言えるでしΐう͛ڍ௨しとなっています。当分科会のऔり組Έが࣮֬な੒果をݟが௥加されるגە

次に「微生物同ఆҎ֎の活用๏」に関してですが、現在、国಺֎の༷ʑなڀݚ機関からڵ味ਂい報告があがってきて
います。MAL%Iô5OF/MS には、खؒのかかるલॲ理をすることなく対৅物そのもののタンύク質やϖプνυなͲの
プロϑΝイルをとる機能があります。その特௕を活かした MAL%Iô5OF/MS の代表的な活用Ҋとして、੡品そのもの
の品質管理、すなわͪタンύクやϖプνυをؚΉ食品の༗ޮ੒分の管理や、微生物のגタイピンά、すなわͪ特ఆのە
Խできるデンυロάࢹ的に可؍性を٬ࣅମ管理へのԠ用なͲが提Ҋされています。औ得したϚススϖクトルのྨݸのג
ϥϜղੳ機能なͲは、使いखの޻෉次第で、第三者にઆ໌するたΊのツールとしてޮ果的な活用ができるとࢥいます。

2013 年に開催したษ強会では、食品中の༗֐微生物に関するڀݚをされている東ژւ༸大学のڮߴഹ先生に、
Listeria 属を中心とした MAL%Iô5OF/MS のղੳྫをࣔして௖き、גタイピンάへのڵ味ਂいݟղを௖くことができ
ました。本ࢽ 29 ทにৄࡉな͝ݕ討಺༰をߘد௖いておりますので、օ༷方のڀݚのώントになれ͹޾いと考えます。

味ڵ͝、いますのでࢥをൃ৴していきたいとݟ微生物を੾り口とした৽しい知֐ة、部会ではڀݚも食品微生物ޙࠓ
のある方はੋ非、当部会まで͝࿈བྷくͩさい。લड़したように、੡଄޻৔における๏ྩやΨイυϥインにैった品質管
理ͩけでなく、各ʑの঎品に特༗な֐ة微生物から੡品をकる࢓組Έを、ݪྉ・੡଄・แ૷・ྲྀ௨の全てのஈ֊におい
てߏஙしなけれ͹ならないという、いわΏる “食品産業քにおける微生物による੍໿” がগしでもऔり෷われ、より一
૚の食の安全・安心、そして付加価஋のߴい食品の創଄にد༩していくことを目ࢦしていきたいと考えています。

෦会τϐοΫεڀݚ
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͓஡ͷਫঁࢠେֶ4)0,6*,6ެ։࠲ߨ
ΤϏσϯεʹ͍ͨͮج৯ҭ׆ಈΛ໨ͯ͠ࢦ

質のߴい食ҭ活動のたΊには、ͲのようなΤビデンスにண目し、いかに࣮ફに活用すれ͹ྑいのか。食ҭ担当者
や次ੈ代の食ҭリーダーに޲けて、Τビデンスൃ৴により食ҭのࠜఈを支える本学ڭ員と、第一ઢで活༂する「食
ҭ࣮ફ者」や「お஡の水ঁࢠ大学専門食ҭ࢜」が、Τビデンスにͮجいたこれからの “SHO,6I,6” をࢦೆします。

ʲ೔ఔʳɹฏ੒ 2� 年 10 ݄ 2� ೔（౔）ʙฏ੒ 2� 年 12 ݄ 13 ೔（౔） 全 � ճ 
ʲ時ؒʳɹ13 時 00 分ʙ14 時 40 分（ܜٳ 10 分ؒをؚΉ、たͩし第 2 ճはܜٳなし 100 分）
ʲ会৔ʳɹお஡の水ঁࢠ大学本ؗ 209 ࣨ 
ʲఆ員ʳɹ40 ໊
ʲ受ߨ対৅者ʳ 大学ଔ業Ҏ （্専߈不໰）で食ҭ担当者や食に関する社会活動をࢤす方、またはӫཆ࢜・管理ӫཆ࢜
˞本ެ開࠲ߨは、೔本ӫཆ࢜会生֔ڭҭ୯位にೝఆされます。

ʲ受ߨྉʳ各ճ 1,000 円（全 � ճ͝参加の৔合、第 � ճを無ྉ扱いとして �,000 円）

第̍ճ「਎近なௐ理の科学」10 ݄ 2� ೔（౔）
ɹɹɹɹɹ߳੢ΈͲり（お஡の水ঁࢠ大学ڭत） ΄か
第̎ճ「 ιーシϟルスΩルトレーχンάをԠ用したখ学ߍにおけるڅ食ࢦಋʙֆΧーυࡐڭの開ൃڀݚとྫࣄ঺հʙ」

11 ݄ 1 ೔（౔）
ɹɹɹɹɹ੺দརܙ（お஡の水ঁࢠ大学।ڭत）΄か
第̏ճ「食ҭにおける科学的ࠜڌと食৘報」 11 ݄ 1� ೔（౔）
ɹɹɹɹɹ౻ݪ༿ࢠ（お஡の水ঁࢠ大学ڭत）΄か
第̐ճ「อҭॴにおけるڅ食提ڙについてʙฏ常時の食ҭから֐ࡂ時の対Ԡまでʙ」11 ݄ 22 ೔（౔）
ɹɹɹɹɹਢ౻ࢠل（お஡の水ঁࢠ大学।ڭत）΄か
第̑ճ「೔本の食จԽのັྗ」12 ݄ � ೔（౔）
ɹɹɹɹɹՏ野一ੈ（ݩお஡の水ঁࢠ大学ڭत）΄か
第̒ճ「食ࡐの特性を活かしたࢠͲもの食ҭ」12 ݄ 13 ೔（౔） ɹ
ɹɹɹɹɹ৿ޫ߁次࿠（お஡の水ঁࢠ大学ڭत）΄か
コーデΟωーターɹੴ઒๎ࢠ（お஡の水ঁࢠ大学特೚।ڭत）
。৽いたしますߋϗーϜϖージにて随時هはԼࡉৄ˞

ʲお申しࠐΈ方๏ʳ
໊݅を「ެ開࠲ߨ申しࠐΈ」とし、（1）受ر͝ߨ๬のճ、（2）お໊લ、（3）͝ॅॴ、（4）͝࿈བྷ先（メールアυ
レスもしくはి࿩番号）、（�）͝ॴ属（ۈ຿先、学ߍ等）を໌هの্、Լهお໰い合わせ先まで、EmaiM もしくは
FA9 にてお申しࠐΈくͩさい。
˞ఆ員にୡし次第కΊ੾らせていたͩきます。

ʲお໰い合わせ先ʳ
お஡の水ঁࢠ大学生活ڭڥ؀ҭڀݚηンターSHO,6I,6 ૯合ڀݚ部門ɹੴ઒・܀本
ɹEmaiMɿocIasIoLV!cc�ocIa�ac�KpɹFA9ɿ03��9������� 
ɹIttp�//XXX�cf�ocIa�ac�Kp/ocIasIoLV/

͓஡ͷਫঁࢠେֶ4)0,6*,6ެ։࠲ߨ　ΤϏσϯεʹ͍ͨͮج৯ҭ׆ಈΛ໨ͯ͠ࢦ
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˔会　報˔

Ⅰ．会員の異動（ܟশུ）

ධ ٞ һ ͷ ަ ୅

ަ代年݄೔ 社ɹ໊ ৽ چ

2014���20 ダ΢・έϛΧル೔本᷂ ダ΢・アάロサイΤンスࣄ業部門
開ൃ本部ɹొ࿥部・部௕ڀݚ
ɹɹඣౡɹਖ਼थ

ダ΢・アάロサイΤンスࣄ業部門
開ൃ本部ɹొ࿥部・部௕ڀݚ
ɹɹジϣン・ϒリーン

2014���23 三ඛ঎ࣄϑーυςック᷂ 開ൃ・ڀݚηンター
ɹɹ੉઒ɹΊ͙Έ

食ࡐ開ൃڀݚηンター
ɹɹখ関ɹ໌޺

2014���3 ીా߳ྉ᷂ 品質อূ部 部௕
ɹɹੴాɹਖ਼ल 

品質อূ部 部௕
ɹɹ中੢ɹल෉

2014���2� ೔༉᷂ 食品ڀݚॴॴ௕
ɹɹळࢁɹਅ 

食品ڀݚॴॴ௕
ɹɹਿ本ɹ୎໵

2014���� ଠཅԽ学᷂ χュートリシϣンࣄ業部
ɹɹ大ٱอɹษ

෭社௕
ɹɹジュωジϟ・レΧ・ϥジュ

2014���� サッポロビール᷂ 価஋創଄ϑロンςΟアڀݚॴɹ
ࣥ行໾員ॴ௕
ɹɹ中ଜɹ߶

価஋創଄ϑロンςΟアڀݚॴɹ
ॴ௕
ɹɹࣥ行ɹୡ࿕

ೖ ɹ ձ

ೖ会年݄೔ 社ɹ໊ 代ɹ表（評議員）

2014�4�22 ΩϢーピー᷂ 品質อূ本部ɹ食品安全科学ηンターɹ次௕
ɹɹٶԼɹོɹ

Ⅱ．ILSI Japanの主な動き（2014 年 4 月～2014 年 6 月）

ˎ 特هない৔合の会৔は ILSI Japan 会議ࣨ

4 月 4 日	 食品微生物研究部会：データベース登録用菌株のシークエンス同定法に関する勉強会
4月 21、22 日	 震災被災地支援：いしのまきテイクテン
	 （北上地区仮設にっこりサンパーク団地集会所、北上町大須生活改善センター）
5月 1 日		 平成 25 年度「すみだテイクテン」事業終了報告　　　　　　　　　　　　	 	（墨田区役所）
5月 9 日	 国際協力委員会：①平成 26 年度農水省プロジェクトについて、② BeSeTo 会議について（9/25-26 東

京で開催予定）、③Codex 汚染物質委員会報告（3/31-4/4 オランダで開催）
5月 13 日	 食品微生物研究部会芽胞菌分科会：①硫化黒変菌の原料リスク情報の共有および検査法の検討、②耐熱

性好酸性菌の増殖性リスク評価確認試験について
5月 15 日	 MALDI-TOFMS分科会：データベース登録用菌株のシークエンス同定法に関する勉強会

会　報
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5 月 16 日	 茶情報分科会：①茶類の有効性・安全性情報の発信：部会内特別プロジェクトの進捗確認と成果の発信
法に関する意見交換。②茶成分データベース拡充：茶葉収集準備の進捗報告

5月 20 日	 栄養研究部会：栄養とエイジング国際会議の推薦演者候補の絞り込み
5月 20、21 日	 震災被災地支援：いしのまきテイクテン
	 （長尾地区集会所、北上町大須生活改善センター、北上地区仮設にっこりサンパーク団地集会所）
5月 21 日　	 ifia	Japan2014	食の安全・科学フォーラム　国際シンポジウム “Global	Harmonization	of	Food	&	

Food	Additives” を共催　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　	 （東京ビッグサイト）
5月 22 日	 バイオテクノロジー研究部会：ERA調査報告データベース化討議、６月号用 ERA調査報告書査読資

料内容確認
5月 23 日	 食品微生物研究部会：①各分科会の活動報告（MALDI-TOFMS 分科会、芽胞菌分科会）。② BeSeTo

会議について。③勉強会「次世代シーケンサーの衛生微生物分野への適用について」（講師：ライフテ
クノロジー社／イルミナ社）　　　　　　　　　　	 （（株）ニチレイ本社）

5月 30 日　　「最新栄養学第 10 版―専門領域の最新情報―」が建帛社から出版
＊CHP　「すみだテイクテン」第 10 期フォローアップ教室（5/13, 14, 15, 16, 20, 29）　　	 　　（墨田区 6会場）

6月 3 日	 「栄養学レビュー」編集委員会：第 23 巻 1 号（通巻 86 号）翻訳論文採択、翻訳者・監修者候補決定
6月 3 日	 国際協力委員会：①農水省プロジェクト「平成 26 年度食品産業グローバル展開インフラ整備事業のう

ち食品規格基準等調査」について（5/28 公示、6/2 説明会、6/11 提案書提出予定）、②BeSeTo 会議に
ついて（9/25-26 東京で開催予定）

6月 5 日	 フィリピン国立食品栄養研究所MARIO	V.	CAPANZANA所長来訪。ILSI	Japan 並びに CHP活動に
ついて情報交換

6月 6 日	 「栄養とエイジング国際会議」プログラム委員会：講演テーマ、演者候補決定
6月 18 日	 栄養研究部会：栄養とエイジング国際会議プログラム委員会報告、プログラム案の部会内検討、セッ

ション毎の担当者選出
6月 19 日	 MALDI-TOFMS分科会：①データベース登録用菌株のシークエンス同定法に関する勉強会、②講演会

開催準備（2015 年 6 月開催予定）
6月 26 日	 国際協力委員会：①農水省プロジェクトについて（6/13 開札（ILSI	Japan が受託）、6/25 契約締結、

報告書提出期限来年 3/14 、調査項目別担当者選出）、②BeSeTo 会議について（9/25-26 東京、全共連
ビルで開催予定）

6月 27 日	 GR プロジェクト報告会：①研究報告 2題、②新メンバーの加入および ILSI	Web サイトにおける GR
プロジェクト会員ページの活用について、③総合討論　　	 （エレベーション麹町）

＊CHP　「すみだテイクテン」第 10 期フォローアップ教室（6/10, 11, 19, 20, 24, 26）　　　　	 （墨田区 6会場）

Ⅲ．発刊のお知らせ

栄養学レビュー（Nutrition Reviews® 日本語版）
第 22 巻第 3 号　通巻 84 号（2014/SPRING）

EPA・DHAに対するDRI 策定の重要性

┒┹┸┶┭┸┭┳┲ⓤ┖┩┺┭┩┻┷╽ⓤ┚┳┰┹┱┩ⓤ⓻⓵⓰ⓤ┒┹┱┦┩┶ⓤ⓵⓴ⓤ
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［栄養科学⇔政策］

　長鎖オメガ-3 脂肪酸：食事摂取基準の構築をめざして

┒┹┸┶┭┸┭┳┲ⓤ┖┩┺┭┩┻┷╽ⓤ┚┳┰┹┱┩ⓤ⓻⓵⓰ⓤ┒┹┱┦┩┶ⓤ⓼
［巻頭論文］

　旧石器時代食への批判：人類の食進化の多様性と柔軟性を配慮

┒┹┸┶┭┸┭┳┲ⓤ┖┩┺┭┩┻┷╽ⓤ┚┳┰┹┱┩ⓤ⓻⓵⓰ⓤ┒┹┱┦┩┶ⓤ⓽
［特別論文］

　がんの予防と治療における食事由来の植物性化学物質：将来有望な補完的ア

プローチ

［特別論文］

　脂肪酸摂取と骨粗鬆症性骨折のリスク

┒┹┸┶┭┸┭┳┲ⓤ┖┩┺┭┩┻┷╽ⓤ┚┳┰┹┱┩ⓤ⓻⓵⓰ⓤ┒┹┱┦┩┶ⓤ⓵⓴
［巻頭論文］

　�食事に関連する疾患と生理的機序障害との関連：予防栄養の目標設定のためのメタ解析をもとにした全体論的な研究方法

定価：本体：2,100 円（税別）

ˎ *-4*�+BQBO ձһʹ͸ຖ߸̍෦無ྉͰ഑෍͍ͨ͠ます
ˎͦͷଞߪೖํ๏
ILSI Japan 会員 ILSI Japan 事務局にお申し込み下さい（１割引になります）

非会員 下記販売元に直接ご注文下さい。
（女子栄養大学出版部 TEL：03-3918-5411 FAX：03-3918-5591）

ILSI Japan 出൛物は、ϗーϜϖージからもߪೖお申しࠐΈいたͩけます。
ԼهҎલの号については ILSI Japan ϗーϜϖージを͝ཡԼさい。

（Ittp�//XXX�iMsiKapan�orH/iMsiKapan�Itm）

  定期刊行物

ʲイルシーʳ

ɾ࿨৯ʗ೔ຊ৯ͷจ໌Խ΁ͷνϟϨϯδʹΑΓ৯඼ۀ࢈Λ੒௕ͤ͞Α͏
ɾ৯෺ΞϨルΪーͷ6Q�UP�%BUF

Ⅳ．ILSI Japan 出版物

イルシー　 117 号
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ɾίーσοΫεͷ৯඼தͷඍੜ෺ن४ͷઃఆͱద༻ʹؔ͢Δݪଇͷվగ
ɾΧϯϘδΞʹ͓͚ΔϓϩδΣΫτ *%&"ͷਐ௙ใࠂ
ɾʮࡍࠃཙ೶࿈ໍʢ*%'ʣϫールυσイϦーαϛοτ����ʯग़੮ใࠂ
ɾࡍࠃཙ೶࿈ໍͱ೔ຊೕڠۀձ࠵ڞシϯϙδ΢Ϝใࠂ
ɾୈ�ճ0ࡍࠃô$)"ֶज़ձٞ
ɹ*-4*�+BQBO ηοシϣϯ
ɾ'"0�8)0߹ಉ৯඼ܭ֨نը
ɹୈ��ճίーσοΫε৯඼Ӵੜ෦ձʢ$$')��ʣͷ࿩୊
ɾ*-4*�����ຊ෦૯ձใࠂ
ɾಛఆඇӦར׆ಈ๏ਓࡍࠃੜ໋Պֶߏػڀݚ
ɹฏ੒��೥౓௨ৗ૯ձٞࣄ࿥
ɾʻڀݚ෦ձτϐοΫεʼ
ɹ৯඼ඍੜ෺ڀݚ෦ձɹݪྉժ๔ەϦεΫ෼Պձͷ׆ಈʹ͍ͭͯ
ɹʮਗ਼ྋҿྉݪྉͷժ๔ەϦεΫͷ໌֬Խͱඪ४ࠪݕ๏։ൃʹΉ͚ͯʯ

ɾ৯඼݈߁ӨڹධՁॻʹର͢ΔύϒϦοΫɾίϝϯτΛಡΜͰ
ɾ྘஡ΧςΩϯΛײ஌͢Δ͘͠Έ
ɾٴ࢈ࠃͼ༌ೖ٧؈৯඼தͷϏεϑΣϊール̖
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  安全性
誌名等 発行年月 注文先

国際会議講演録 安全性評価国際シンポジウム 1984.11
研究委員会報告書 加工食品の保存性と日付表示―加工食品を上手においしく食べる話―

（「ILSI・イルシー」別冊Ⅲ）
1995. 5

研究部会報告書 食物アレルギーと不耐症 2006. 6
ILSI Japan Report Series 食品に関わるカビ臭（TCA）その原因と対策

A Musty Odor （TCA） of Foodstuff: The Cause and Countermeasure
（日本語・英語 合冊）

2004.10

ILSI Japan Report Series 食品の安全性評価のポイント 2007. 6
ILSI Japan Report Series 清涼飲料水における芽胞菌の危害とその制御 2011.12
ILSI ヨーロッパモノグラフシリーズ ADI 一日摂取許容量（翻訳） 2002.12
ILSI ヨーロッパモノグラフシリーズ 食物アレルギー 2004.11
ILSI ヨーロッパモノグラフシリーズ 毒性学的懸念の閾値（TTC）

―食事中に低レベルで存在する毒性未知物質の評価ツール―（翻訳）
2008.11

その他 ビタミンおよびミネラル類のリスクアセスメント（翻訳） 2001. 5
その他 食品中のアクリルアミドの健康への影響（翻訳）

（2002 年 6 月 25～27 日 FAO/WHO 合同専門家会合報告書
Health Implication of Acrylamide in Food 翻訳）

2003. 5

その他 好熱性好酸性菌―Alicyclobacillus 属細菌― 2004.12 建帛社
その他 Alicyclobacillus 2007. 3 シュプリンガー

･ジャパン
その他 毒性学教育講座 上巻 2011.12

  バイオテクノロジー
誌名等 発行年月 注文先

国際会議講演録 バイオ食品―社会的受容に向けて
（バイオテクノロジー応用食品国際シンポジウム講演録）

1994. 4 建帛社

研究部会報告書 バイオ食品の社会的受容の達成を目指して 1995. 6
研究部会報告書 遺伝子組換え食品 Q&A 1999. 7
ILSI Japan Report Series 生きた微生物を含む食品への遺伝子組換え技術の応用を巡って 2001. 4
ILSI Japan Report Series 遺伝子組換え食品を理解するⅡ 2010. 9
その他 FAO/WHO レポート「バイオ食品の安全性」（第 1 回専門家会議翻訳） 1992. 5 建帛社
その他 食品に用いられる生きた遺伝子組換え微生物の安全性評価

（ワークショップのコンセンサス・ガイドライン翻訳）
2000.11

  栄養・エイジング・運動
誌名等 発行年月 注文先

国際会議講演録 栄養とエイジング（第 1 回「栄養とエイジング」国際会議講演録） 1993.11 建帛社
国際会議講演録 高齢化と栄養（第 2 回「栄養とエイジング」国際会議講演録） 1996. 4 建帛社
国際会議講演録 長寿と食生活（第 3 回「栄養とエイジング」国際会議講演録） 2000. 5 建帛社
国際会議講演録 ヘルスプロモーションの科学（第4回「栄養とエイジング」国際会議講演録） 2005. 4 建帛社
国際会議講演録 「イルシー」No. 94

＜特集：第 5 回「栄養とエイジング」国際会議講演録＞
ヘルシーエイジングを目指して～ライフステージ別栄養の諸問題

2008. 8

国際会議講演録 Proceedings of the 5th International Conference on “Nutrition and Aging”
（第 5 回「栄養とエイジング」国際会議講演録 英語版）CD-ROM

2008.12

国際会議講演録 「イルシー」No. 110
＜特集：第 6 回「栄養とエイジング」国際会議講演録＞
超高齢社会のウェルネス―食料供給から食行動まで

2012. 9

栄養学レビュー特別号 ケロッグ栄養学シンポジウム「微量栄養素」―現代生活における役割 1996. 4 建帛社
栄養学レビュー特別号 「運動と栄養」―健康増進と競技力向上のために― 1997. 2 建帛社
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栄養学レビュー特別号 ネスレ栄養会議「ライフステージと栄養」 1997.10 建帛社
栄養学レビュー特別号 水分補給―代謝と調節― 2006. 4 建帛社
栄養学レビュー特別号 母体の栄養と児の生涯にわたる健康 2007. 4 建帛社
ワーキング ･ グループ報告 日本人の栄養 1991. 1
研究部会報告書 パーム油の栄養と健康（「ILSI・イルシー」別冊Ⅰ） 1994.12
研究部会報告書 魚介類脂質の栄養と健康（「ILSI・イルシー」別冊Ⅱ） 1995. 6
研究部会報告書 畜産脂質の栄養と健康（「ILSI・イルシー」別冊Ⅳ） 1995.12
研究部会報告書 魚の油―その栄養と健康― 1997. 9
ILSI Japan Report Series 食品の抗酸化機能とバイオマーカー 2002. 9
ILSI Japan Report Series 「日本人の肥満とメタボリックシンドローム

―栄養、運動、食行動、肥満生理研究―」（英語版 CD-ROM 付）
2008.10

ILSI Japan Report Series 「日本の食生活と肥満研究部会」報告 2011.12
ILSI ヨーロッパモノグラフシリーズ 油脂の栄養と健康（付：脂肪代替食品の開発）（翻訳） 1999.12
ILSI ヨーロッパモノグラフシリーズ 食物繊維（翻訳） 2007.12
その他 最新栄養学（第 5 版～第 10 版）（“Present Knowledge in Nutrition”邦訳） 建帛社
その他 世界の食事指針の動向 1997. 4 建帛社
その他 高齢者とビタミン（講演録翻訳） 2006. 6

  糖類
誌名等 発行年月 注文先

国際会議講演録 国際シンポジウム 糖質と健康
（ILSI Japan 20 周年記念国際シンポジウム講演録・日本語版）

2003.12 建帛社

国際会議講演録 Nutrition Reviews –International Symposium on Glycemic Carbohydrate 
and Health（ILSI Japan 20 周年記念国際シンポジウム講演録）

2003. 5

ILSI Japan Report Series 食品の血糖応答性簡易評価法（GR 法）の開発に関する基礎調査報告書 2005. 2
ILSI ヨーロッパモノグラフシリーズ 炭水化物：栄養と健康 2004.12
ILSI 砂糖モノグラフシリーズ 糖と栄養・健康―新しい知見の評価（翻訳） 1998. 3
ILSI 砂糖モノグラフシリーズ 甘味―生物学的、行動学的、社会的観点（翻訳） 1998. 3
ILSI 砂糖モノグラフシリーズ う触予防戦略（翻訳） 1998. 3
ILSI 砂糖モノグラフシリーズ 栄養疫学―可能性と限界（翻訳） 1998. 3
その他 糖類の栄養・健康上の諸問題 1999. 3

  機能性食品
誌名等 発行年月 注文先

研究部会報告書 日本における機能性食品の現状と課題 1998. 7
研究部会報告書 機能性食品の健康表示―科学的根拠と制度に関する提言― 1999.12
研究部会報告書 上記英訳 “Health Claim on Functional Foods” 2000. 8
ILSI Japan Report Series 日本における機能性食品科学 2001. 8
ILSI Japan Report Series 機能性食品科学とヘルスクレーム 2004. 1

  CHP
誌名等 発行年月 注文先

TAKE10!® 「いつまでも元気」に過ごすための運動・栄養プログラム「TAKE10!®」
冊子第 4 版

2011. 9

TAKE10!® 高齢期における介護予防のための運動・栄養プログラム「TAKE10!®」
の かんたんごはん

2008. 2

TAKE10!® 高齢期における介護予防のための運動・栄養プログラム「TAKE10!®」
の かんたんごはん 2

2008. 2

TAKE10!® 高齢期における介護予防のための運動・栄養プログラム「TAKE10!®」
の かんたんごはん 2 冊セット

2008. 2
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TAKE10!® 高齢期における介護予防のための運動・栄養プログラム「TAKE10!®」
DVD 基礎編

2007. 4

TAKE10!® 高齢期における介護予防のための運動・栄養プログラム「TAKE10!®」
DVD 応用編

2009. 4

TAKE10!® 高齢期における介護予防のための運動・栄養プログラム「TAKE10!®」
DVD 基礎編＋応用編（2 枚組）

2009. 4

会　報

Πϧγʔ No.118  (2014.8)  ― 77



ILSI は、国際的 NPO として、コーデックス各部会に参加している。そしてこの活動は、現在 ILSI Japan の重
要な活動の一部となりつつあり、会員会社からも評価されている。別の大きな活動の一つである農林水産省支援の
東アジアプロジェクトにおいても、コーデックスの位置付けは重要なものとなっている。

本号で報告されている CCFA や CCCF は、コーデックスの中でリスク管理について討議する部会である。一方、
独立してリスク評価を行っているのが、Joint FAO/WHO Expert Committee for Food Additive；JECFA（FAO/WHO
合同食品添加物専門家会議）であり、各国から当該分野の科学的専門家が集まって議論し、コーデックス部会に対
して提言している。したがって、CCFA や CCCF では、JECFA に科学的評価を依頼する物質の優先順位付けを
随時行なっている。

さて、JECFA を一度開催するにあたり、参加する科学者の渡航費、滞在費として、およそ 3,000 万円が必要と
の噂も聞いている。この費用は、全て国ならびに第三者機関（企業色の無い）からの援助で賄われている。特に
WHO は、企業からのサポートを受け付けない強いポリシーを持っている。現在、JECFA 最大のサポーターが米
国である。食品添加物や汚染物質（重金属、微生物等）を扱っている企業にとって、JECFA 評価（結果）は、非
常に重要な意味を持つ。

一方、リスク評価機関として欧州では 2002 年に EFSA （欧州食品安全機関）が設立されたことから、最近では、
欧州各国の JECFA 評価に対する依存度が低くなり、当然ながら欧州各国からの JECFA への資金的サポートが
減っていった。それを受け、2009 年から CCFA、CCCF に参加した JECFA 担当の FAO、WHO 代表は、口を揃
えて、「資金が不足し、このままでは JECFA の開催が不可能になる」と直訴していた。ところが、2014 年の会議
では、全くその声が聞かれなかった。

聞くところによると Microsoft の創業者であるビル・ゲイツが妻メリンダと創設したビル＆メリンダ・ゲイツ財
団が、JECFA のサポートを申し出たということである。誰もが知る “企業” であるが、コンピュータで得た資金
を JECFA に使用することには異論がないということであり、現在、断トツのサポートをしている米国に次いで、
JECFA サポーターの二番目に位置しているそうである。ゲイツ財団の心の広さに感心すると同時に JECFA 組織
の脆弱性、国レベルでの継続的なサポートのあり方について考えさせられている。

（RJ）
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